



























































僕の魔剣が、うるさい件について　２








宮澤　伊織





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき







　プロローグ







　砂の上に仰あお向むけにぶっ倒たおれて眩まぶしい照明を見上げているとき、僕の頭あたまに浮うかんでいた考えは、車に撥はねられるとこういう感じなのかな、というものだった。




　実際のところ、僕を撥ねたのは車ではなく、一四歳の女の子の拳こぶしだったのだけれど、受けたダメージは深刻な人身事故に匹ひつ敵てきするレベルだったから、それほど的外れというわけでもないだろう。




　倒れた僕は、年上、年下、年ねん齢れい不ふ詳しよう、合わせてだいたい四人くらいの女性に取り囲まれていたけど、別に羨うらやましがられるような状じよう況きようじゃなかったということだけは言っておく。

　内ない臓ぞう破は裂れつ、粉ふん砕さい骨折、出血多量で身動きひとつできない僕は、砂の上でじわじわと死につつあったからだ。




　というか──死んだのかもしれない。ある意味で、だけど。




　少なくとも…………半分は？







　第一章　荒ぶる右手を持つ少女







　　　　１．




「え……？　ごめん、もう一度言ってくれる？」

　鷹たか野の香か織おりが、慎しん重ちような口調でそう訊たずねた。

「あたしが、何だって？」

「邪じや魔まだ、と言ったんだ」

　才さい森もり加か奈な子こが冷たい声で、先ほど香織に向けて発した言葉を繰くり返した。

「私が早はや瀬せと話しているところに割り込んでこないでもらいたい。非常に迷めい惑わくで、目め障ざわりだ」

「な……ぬう!?」

　香織のこめかみに、ぴきっと血管が浮うき上がった。

　吏り玖くの机を挟はさんで、二人の少女は睨にらみ合う。

　早はや瀬せ吏り玖くは頭を抱かかえる。

　──どうしてこうなった。

　昼休み。吏玖の通う高校、１─Ａの教室。

　クラスの全員が、弁当を食べる手を止めて、二人の睨み合いを見守っていた。

　少女の一方は、鷹野香織。

　いつもは好こう奇き心しんにきらきらと輝かがやいている目を、今は怒いかりにきゅっと細め、紅潮した頰ほおを膨ふくらませている。

　吏玖とは中学からの友人──というか、腐くされ縁えんというか──の香織だが、腹を立てているところはあまり見たことがない。

　吏玖の机を挟んで香織と向かい合っているのは、才森加奈子。

　艶つやのあるまっすぐな黒くろ髪かみと、制服の布地を押し上げる発育のいい胸。

　赤みがかった栗くり色いろのボブカットに、どちらかというとメリハリのないスタイルの香織とは対照的だ。

　才森の顔がくるりと回って吏玖を見た。

「そうだろう、早瀬。君からもなんとか言ってくれ」

「…………は!?」

　吏玖は絶句する。

「は、じゃないだろう。早瀬と私は大事な話をしていた。それに割り込んできたのは鷹野だ。見たところ早瀬は鷹野と仲がいいらしい。早瀬から、邪魔をしないように言ってくれれば、彼女も引き下がるのではないかと思うが」

「あたしが目の前にいないような口ぶりはやめてくれないかな！」

　香織はキレかけていた。

「何、大事な話って？　そんなに他人ひとに聞かれたくないんだから、さぞかし大層な秘密なんでしょうね！」

「その通りだ。わかってくれたようだな」

　厳しかった才森の表情が、ふっと緩ゆるんだ。

　長い間冷え込んでいた二国間の関係に、ひょんなことから、ようやく春の兆きざしが訪おとずれた……とでもいうように。

　……………………。

　──いやいやいや、何にもわかってもらえてないぞ。

　春の兆しはいまだ遠く、国際関係は冷え込んだままだ。

　あまりの嚙かみ合わなさに、吏玖は天を仰あおいだ。

　少し前に転校してきて以来、才森はずっとこの調子なのだ。

〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉だかなんだか知らないが、才森を吏玖の監かん視し任務に就つけた奴やつは、彼女が充じゆう分ぶんなコミュニケーション能力を持っているかどうか、あまり頓とん着ちやくしなかったらしい。

　高校生に身をやつして、吏玖の動向を見守るというのは、まあ、いい。

　だが、それならそれで、もっと周囲に溶とけ込む努力をしたらどうなんだ！

「ねえ吏玖！　いくらなんでも、あたしこんなこと言われる筋合いないと思うんだけど！」

　ごもっとも。

　香織の怒りは吏玖から見ても正当だった。

　きっかけは、才森が吏玖に話しかけてきたところに、後ろの席の香織が、何の話してるの、と声をかけてきたことだった。

　それに対して才森がにべもなく、邪魔をするなと突つき放した……という、実にどうでもいい経けい緯いをたどって、この口くち喧げん嘩かは幕を開けたのだった。

　何にでも首を突っ込みたがる香織の性格も難といえば難なのだが──

　しかしそもそも、昼休みになったばかりの教室で、二人きりの内ない緒しよ話ばなしをしようとする才森がどうかしている。話の内容が例のごとく魔ま剣けんがらみとなればなおさらだ。

　だが、才森にそれを言って通じるかというと……

〝──ねえ、斬きっちゃえば？〟

　不意に、天てん井じようだけが映った視界の上方からひょっこりと、別の少女が吏玖の顔を覗のぞき込んだ。

〝サイモリとカオリ、二人とも斬っちゃえばいいじゃない〟

（…………何言ってんの、おまえ……）

　少女の声は耳を経由せず、脳のう裏りに直接響ひびく。最初は口を動かさずに頭の中だけで返事をすることに戸と惑まどったが、もう慣れた。

〝リク、困ってるみたいだから提案しただけなんだけどさ。二人とも斬れば、問題解決じゃない。すごい！　ナイスアイデア！　私って頭よくない？〟

　少女が得意げにふんぞり返ると、長い髪が箒ほうき星ぼしの尾おのごとく流れた。

　制服だらけの教室内では、夜の蒼あお色いろをした彼女の装しよう束ぞくはひどく場ば違ちがいだったが、誰だれも見とがめる者はいない。少女の姿が見えているのは、吏玖一人だけだ。

　吏玖の持つ魔剣、《夜来たるNightfall》──少女はその刃じん格かくであり、魔剣が吏玖の視界に投とう影えいしている幻像ヴイジヨンなのだ。

（前から何度も言ってるよな。人は、斬っちゃ駄だ目めだって）

〝そんなのわかってるわよ。言ってみただけよ。人の生き死になんかどうでもいいし〟

《夜来たる》はさらりとそう言った。

（こいつ…………！）

〝あ、でも待てよ。考えてみたら、サイモリの方だけ斬ればそれでいいのか。サイモリの魔剣の《凍いて月づき》も一いつ緒しよに折れるし。リク、人間はあんまり斬りたがらないけど、魔ま剣けん遣つかい一人くらいなら、まあいいんじゃない？〟

（よくねえよ！　黙だまってろ！）

〝ちょっと何よその言いぐさは!?　私がせっかく状じよう況きようの打開策を……〟

（打開できねえだろ！　愚ぐ策さくってんだよそういうのは！）

〝意味わかんない！　頭悪いんじゃないの？　とりあえず斬っとけばなんとかなるでしょうが！　だいたいリクはヘタレすぎるのよ！　私の遣い手なのに、全然戦いたがらないじゃない！　私を大事にするって、いっぱい魔剣を折るって、約束したじゃないの！　早く、早く、もっといっぱい、折りたいよう…………!!〟

「うるっさいなあ、もう！」

「えっ!?」

　思わず口に出してから我に返った。

　香織がびっくりした顔で吏玖を見つめていた。

　才森は無表情だった。

「あ、いや」

　──しまった。

　香織の表情が驚おどろきから怒りに──才森だけでなく、吏玖に対して向けられた怒りへと徐じよ々じよに変化していくのを、吏玖は為なす術すべもなく見つめていた。

　そのとき──

〝あ〟

《夜来たる》が声をあげた。

　その顔が、遠とお吠ぼえを聞きつけた狼おおかみのように、ついと上に向けられる。

〝…………呼んでる〟

　次の瞬しゆん間かん、吏玖もそれを聞いた。

「うわっ」

　思わず耳を押さえるが、効果はない。

《夜来たる》の言葉と同様、鼓こ膜まくを通さず、直接脳内に響き渡わたる、音ならぬ音、声ならぬ声。

　ものすごい出力で放たれたそれは、間ま違ちがいなく、魔ま剣けんの唱うたう「歌」だった。

　才森も耳をふさいだ手を下ろして、吏玖と目を合わせた。

「早瀬」

「……ああ」

　吏玖はうなずく。

「な、何よ？」

　視線を絡からませる吏玖と才森を目にして、香織がたじろぐ。才森は構わず続けた。

「私は行く。早瀬、おまえたちはじっとしていろ」

「いや、ちょっと待てよ……」

〝何言ってるのこいつ。これがじっとしてられるわけないじゃない！〟

《夜来たる》は自分の身体からだを抱だきしめて、目を閉じた。その身体にぶるぶるっと震ふるえが走る。

〝ああ……嬉うれしい！　待ってたのよ、また魔剣を折れる日を……!!　ねえ、リク、早く、早く行こうよ！　戦おうよ！　私、ぞくぞくして、たまらないよう……!!〟

　はふんはふん。

　──駄目だこりゃ。

　だいぶできあがっている《夜来たる》から、吏玖はそっと目をそらした。

　つくづく、自分以外に見えていなくてよかったと思う。

　その間に才森は、吏玖を除くクラス全員の頭上に「？」マークを浮かべさせたまま、きびきびした足取りで教室を出ていってしまった。

「な……なんなの？」

　目をぱちくりさせて香織が言った。

「やっぱりあの子、おかしいよ……って、吏玖？　どこ行くの!?」

「悪い、香織」

　吏玖は席を立って、教室の出口へ向かう。

「ちょっと用事ができた」

「用事って……あー、何なのよ、も────!!」

　憤ふん懣まんやるかたない香織の叫さけびを背に受けて、吏玖は教室を出た。

　既すでに才森の姿はどこにも見あたらない。

〝戦える！　戦えるぞー！　嬉しい！〟

《夜来たる》はスカートをひらひらさせて無む邪じや気きに喜んでいる。

〝ねえリク、どんな奴かな！　楽しみだね！　早くブチ折りたいなあ！〟

（あのさ、魔剣を折るのはいいけど……）

〝わかってるって！　遣い手の方を殺さなきゃいいんでしょ？〟

（……うん、わかってるならいいんだ）

〝くどいわよ。何度も言わないで。ほんとにリクは心しん配ぱい性しようね！〟

　遣い手を殺さずに魔剣だけを折ることがどれだけ困難なことか。

　なんとかそれに成功したとしても、遣い手がそれで諦あきらめてくれるかどうか。

　浮うかない顔の吏玖を気にするでもなく《夜来たる》は、まるでピクニックにでも行くみたいに上じよう機き嫌げんだ。

　──それにしても。

　見知らぬ魔剣の「歌」を聞きながら、吏玖は考える。

　どんな奴かは知らないが、相当声がでかい。

　──こりゃ、すぐに他ほかの連中も集まってくるぞ。

　魔剣遣いは呼び合い、引き寄せ合う。ましてこのように大声の「歌」を聞いたら、そこら中の奴らが様子を見にやって来るだろう。

　魔剣は他の魔剣を折ることを存在の第一目的にしている。この魔剣を折ろうと、魔剣たちが遣い手を伴ともなって、今まさに続々と集結しつつあるはずだ。

　この魔剣は、それを望んでいるのか？

　ここへ来い、自分を折ってみろという、挑ちよう戦せんの雄お叫たけびなのか？

　それにしては──と、吏玖は思う。

　──なんだか、助けを求めているようにも聞こえる。

　才森を追って教室を飛び出したのは、それが気にかかったからだった。

　グラウンドを横切って学校の外に出ると、吏玖は「歌」を追って走り始めた。




　　　　２．




　飲み屋や水商売の店が軒のきを連ねる繁はん華か街がい。

　夜になればきらびやかなネオンに彩いろどられて賑にぎわうだろう街並みも、午後も早いこの時間にはひっそりと静まりかえっている。

　魔剣の「歌」は、吏玖と《夜来たる》を、白昼の盛り場へと導いていた。

〝なーに、ここ。なんだか薄うす汚ぎたないわね〟

　物もの珍めずらしげにあたりを見回す《夜来たる》。

〝なんか緊きん張ちようしてる、吏玖？　びみょーに鼓こ動どうが速いよ？〟

（別に、なんでもないよ）

　そうは言ったが、口の中は乾かわくし、足あし許もともふわふわして落ち着かない。迫せまる戦いの予感が、吏玖を緊張させているのだ。いざ戦いが始まってしまえば、真しん剣けんを振ふり回して無心に命の取り合いができるというのに。

〝あーあ、こんなにヘタレな遣い手でいいのかしら。ときどき考えちゃうわ。もっと私に相応ふさわしい遣い手がいるんじゃないかって〟

（あっそう。じゃあ探しに行ったら？）

〝えっ？〟

　ツンケンしていた《夜来たる》が、急に不安そうに吏玖の方を見た。

〝……えっと、もちろん冗じよう談だんよね？〟

（さあね。お、才森だ）

〝ちょ、ちょっと待ちなさいよ……〟

　あたふたする《夜来たる》の幻像を無視して、吏玖は前方の角を足早に曲がっていった才森の後を追う。

　角を曲がったところで、そこに突つっ立っていた才森にぶつかりそうになった。

「うわっと！　才森──」

「しっ」

　才森が口に指を当てる。

「……どうした？」

「見ろ」

　才森の視線を追って、吏玖は眉まゆをひそめた。

　狭せまい路地を少し行った先に、誰だれかが倒たおれているのが見える。

　少し前から、魔剣の「歌」はぱったりと聞こえなくなっていた。

「もう誰かにやられたのかな？」

「さて」

　才森が慎しん重ちような足取りで路地を歩き出した。吏玖もその後に続く。

　戦せん闘とうに備えてか、《夜来たる》の投影する少女の姿はいつの間にか消えていた。代わりに声だけが聞こえてくる。

〝ねえリク、早く抜ぬいてよ〟

（待てって。まだ昼間だし、街中だぞ）

〝だから？〟

（いや……まあ、ちょっと待ってろ。必要になったら抜くから）

〝むー……早くしてよ？〟

　人目につくところで抜き身の刀をぶら下げていてはまずい──という人間の常識を説いても、この魔剣は理解しないのだった。

〝……ねえ、さっきの、冗談よね？〟

（え？）

　吏玖が上の空で訊きき返したとき、路地を抜けた。

　ぷんと生ゴミの臭においが鼻を突く。

　そこは前後を雑居ビルに囲まれたスペースだった。

　厨ちゆう房ぼうからの排はい煙えんで壁へき面めんは黒く汚よごれ、周囲の店てん舗ぽの裏口の周りには、ビールケースや野菜の詰つまった段ボール、ゴミ袋ぶくろが雑然と積み上げられている。

　申し訳程度に舗ほ装そうされたコンクリートの地面には、野菜屑くずとタバコの吸い殻がらが浮かんだ水たまり。そこに突っ伏ぷすように、若い男が倒れていた。ホスト風の黒スーツに水が染しみている。

　才森が近づき、男のそばにすっとしゃがみ込む。まだ戦闘態勢ではない吏玖は、その隙すきのない動きにぎくりとした。そうだ、もうここは、いつ襲おそわれるか知れない敵地なのだ。

「死んではいないようだが」

　才森がそう言って、男の肩かたに手を掛かけ、仰あお向むけにひっくり返した。

「うっ」

　才森が小さく息を吞のむ。

　男の右手と前ぜん腕わん部が、関節ではないところで何ヶ所も折れ曲がっていた。

「ひどい骨折だな。切り傷はない……鈍どん器きか」

　そのとき、倒れている男が弱々しく呻うめいた。

「う……うう」

　口を開いて咳せき込むと、ワイシャツの胸むな元もとに血が飛び散った。

「俺の……俺の魔剣……」

「おまえは何だ？」

　才森の口調は、負傷者への気き遣づかいを微み塵じんも感じさせない。

　男は朦もう朧ろうとしていて、目も虚うつろだ。

「俺の魔剣……畜ちく生しよう、俺の魔剣を……折りやがって……くそ……」

「大声を出していたのはおまえの魔剣か？」

「俺じゃねえ、あのガキだ……うう、ひでえ……俺のを……腕うでごと…………」

「ガキ？」

　才森が眉をひそめる。

　その腕の中で、男の身体からだから力が抜けた。

　また気を失ったようだ。

「おい、まだ寝ねるな。そいつはどこへ行った。おまえの魔ま剣けんを折ったあと、どこへ行った！　答えろ！」

「ちょ、ちょっと才森」

　才森が容よう赦しやなく男を揺ゆさぶるので、吏玖は思わず止めに入った。

「血も吐はいてる。内臓もやられてたら死んじゃうよ」

「別に死んだところで…………」

「え？」

「……いや。そうだな」

　才森は思い直したように、襟えり首くびを摑つかんでいた両手を離はなした。意識のない男の背中が水たまりにばしゃりと落ちる。

〝あーあ、もったいない。どんな魔剣だったのかな〟

《夜来たる》の不満声は、もちろん、自分が男の魔剣を折ることができなかったことに対して発せられたものだ。

　才森が立ち上がった。

「我々の追っている相手は、既すでに他の魔剣を折ったようだな」

「どこに行ったんだろう？　さっきまであんなにでかい声で叫さけんでたのに」

「そう遠くへは行っていないはずだ」

　才森の手が腰こしに伸のびたかと思うと、虚こ空くうからまっすぐな刃やいばが抜き出された。

　雪の結けつ晶しように似た繊せん細さいな紋もん様ようが、象眼細工のようにびっしりと金属の表面を覆おおっている。

　刀身から放たれる冷気が肌はだを撫なでる。

　魔剣《凍いて月づき》。〈火神結社〉によって調教された刺突剣レイピア──才森のパートナーだ。

　才森は《凍月》を顔の前に立てて目をつぶった。

「わかるか、《凍月》……？」

〝あっ、ずるい！　私も！　リク、早く早く！〟

「……はいはい」

　左手に右の拳こぶしを当てると、手のひらに柄つかが滑すべり込む。摑んで引くと、左の手のひらを鯉こい口ぐちとして、どこか向こう側の空間から、夜色の刀身が現れた。

　抜ばつ刀とうされると同時に、《夜来たる》は、吏玖の隣となりに少女の姿を投とう影えいした。

　少女は口元に両手を添そえて、いきなりばかでかい声で叫んだ。

〝お─────────い!!〟

　なにやら瞑めい想そうめいたことを始めていた才森が、ぎょっと目を見開いた。

　度ど肝ぎもを抜かれて固まる吏玖に、《夜来たる》は満足そうに微笑ほほえみかけた。

〝やってやった〟とでも言いそうな顔だった。

「なっ……おっま、何やってんだよ!?」

〝何って、呼んだのよ〟

　勝ち誇ほこった表情のまま、《夜来たる》は答える。

〝いちいち探さなくても、呼べばいいでしょ。リク、サイモリ、頭悪い。私、頭いい〟

「その変な口調やめろ。いや、おまえなあ、少しは自じ重ちよう──」

　吏玖が小言を言いかけたとき、反応があった。

　近く、遠く、複数の「歌」が、街の上を渡わたって届く。

　魔剣たちが、《夜来たる》に応こたえたのだ。

　予想したとおり、何人もの魔ま剣けん遣つかいが近づきつつある。
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〝ね？〟

「勝ち誇った顔しやがって……あーもー、どうすんだこれ」

　吏玖がぼやいたとき、おそろしく近い場所から応えがあった。

《夜来たる》の呼び声よりもさらに大出力の「歌」。

「うわっ」

　無む駄だだとわかっていながら、思わず耳を塞ふさいでしまう。

「しっ！　静かに──」

　慌あわてたような口調で誰かが言った。

「そこか！　出てこい！」

　才森が《凍月》を構える。

《夜来たる》も戦闘態勢に入り、幻げん像ぞうが消える。

　ビールケースの山の後ろから、小こ柄がらな少女が転まろび出てきた。

　吏玖よりも若く、背も低い。中学生ぐらいだろうか。着ているセーラー服はズタズタで、あちこちに血が染み、激しい戦闘を経てきたことを物語っている。

　少女は怯おびえた顔で、吏玖と才森に交こう互ごに目を走らせた。

　──この娘こが、魔剣遣い？

　見たところ、武器らしきものを持ってはいない。

　傷口を押さえるように、右手首をもう片方の手で握にぎりしめている。

　右手には革かわ紐ひものようなものが巻き付けられていた。

　──怪け我がをしているのか？

　握った指の関節が白くなるほど強く右手首を締しめ付けて、少女は呻く。

「だめ……だめよ……！　鎮しずまれ、私の右手……!!」

「えっと……大だい丈じよう夫ぶ？」

　吏玖が声をかけると、少女はびくりと反応した。

　きゅっと唇くちびるを引き結んで、吏玖に目を据すえる。

「こ……来ないで」

　少女は手首を握っていた手を放した。

　その右手が、光り輝かがやいていた。

　革紐でぎちぎちに縛しばり上げられた少女の右手──

　先ほどまで生身のように思えた手そのものも、今や色とりどりのビーズに細い革紐を通して作った、ミサンガのような組くみ紐ひも細工に変じていた。

　少女が右手を振ふりかぶる。ぶんぶんと変圧器のような唸うなりが空気を震ふるわせる。

　それが魔剣であることを悟さとり、吏玖は驚きよう愕がくする。

　──なんだこれ!?

　魔剣といいつつ剣の形をしていないものがあることは、以前の戦いで既に知っていたが、これは……？

「こっちに……来ないでええ──っ!!」

　少女が叫んで、右手を振った。

　緊きん縛ばくを施ほどこされた拳が、積み上げられたビールケースを打つ。

　プラスチックがひしゃげて砕くだけ、瓶びんが粉々に割れてあたりに飛び散った。

　吏玖も才森も、降り注ぐ破は片へんに思わず頭を覆う。

〝あっ、逃にげる！　何やってるの馬ば鹿か！　追うのよ！〟

《夜来たる》が叱しつ咤たするが、すぐには動けない。

　大量のガラスが割れるけたたましい音が収まったときには、少女の姿はどこにも見えなくなっていた。

「してやられたな。最初からこうするつもりで隠かくれていたのか」

　才森がむっつりと言って、《凍月》を納めた。

　──そうかな？

　吏玖には、少女の行動が計算されたものとは思えなかった。混乱して振り回した手が、たまたまビールケースに当たっただけではないだろうか。

　才森は瓶の破片を踏ふんで、路地の出口に向かう。

「どこ行くんだ？」

「追うに決まってるだろう」

「こいつはどうするんだ？」

　地面に横たわったままの男を指差して訊きく。

　才森は今気付いたような目で男を見て、肩をすくめた。

「放ほうっておけばいい。もう魔剣遣いではない。どのみち今の大きな音で誰だれかが来て、救急車でも呼ぶだろう」

「え、いいのかな……」

　不安に思いながら、《夜来たる》を左の手のひらに納刀して才森の後に続く。

　肩かた越ごしにちらりと振り返って、才森が嘆たん息そくした。

「じっとしてろ──と言っても無駄か。ならせめて、二手に分かれよう」

「どうして？」

「君の魔剣のおかげではっきりしたように、あの少女を求めて魔剣遣いがうろついている。雁がん首くび揃そろえて戦せん闘とうに巻き込まれるのも馬鹿らしい」

「わかった」

　吏玖は素す直なおにうなずいた。

　言ってから気付いたが、二人で戦うほうが有利──という考えは、まったく頭に浮うかばなかった。魔剣遣いは、共きよう闘とうという概がい念ねんを持てないのかもしれない。

　路地を出ると、吏玖と才森は物も言わずに二手に分かれ、それぞれに追つい跡せきを開始した。
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〝ふふふ、来てる来てる、いっぱい来てる。魔剣折り放題！　楽しいね、リク！〟

「おまえはいつも楽しそうでいいな」

〝いいでしょ〟

　吏玖の隣を歩く《夜来たる》が、ニコニコしながら言った。その顔からして、皮肉は通じていない。

「いや、ほんとどうするんだ？　わざわざ敵を呼び寄せるようなことして……」

〝何言ってるの？　ような、じゃなくて呼び寄せたのよ〟

「……うん、言ってる途と中ちゆうで愚ぐ問もんだとは思った」

〝まったくもう。馬ば鹿か馬ば鹿かしいこと訊かないでよね〟

《夜来たる》が呆あきれたように言った。

　──納なつ得とくいかねー……。

〝だいたい、リクはどういうつもりなのよ〟

「え？」

〝リクがここまで来たのも、あの魔ま剣けんの呼び声に引かれたからじゃない？　つまり、戦いたいわけでしょ？　いまさら戦いを避さけるようなことして、意味あるの？〟

「それは……」

《夜来たる》の質問は、痛いところを突ついていた。

　才森の後を追って、つい教室を飛び出してしまったが、正直なところ、あまり後先を考えた行動ではなかった。

　戦いたい気持ちがない──と言えば噓うそになる。

　吏玖の中には確実に、まだ見ぬ魔剣と戦い、打ち破りたいという欲よつ求きゆうがある。

《夜来たる》と出で逢あい、遣つかい手となってから、吏玖の中に芽生えた戦せん闘とう衝しよう動どう。

　いまさら否定しようもなかった。

　戦いは、楽しい。

　気持ちいい。

　自分がそう感じていることはショックだったが、事実だ。

　おそらく、《夜来たる》が遣い手の感情に干かん渉しようしているのだろう──吏玖はそう思っている。そんなことはしていない、と《夜来たる》は言うのだが。

　しかし、今回の場合は、戦闘衝動の他ほかにもうひとつ理由がある。

「なあ、《夜来たる》。おまえ、あの魔剣の歌、どんなこと言ってたかわかるか？」

〝どんなこと……？〟

「かかってこいとか、ぶっ殺してやるとか、なんか意味があるだろ？」

〝ああ、そういう……うーん。難しいこと訊くわね〟

《夜来たる》は腕うで組ぐみをして首をひねった。

〝私たちのコミュニケーションは人間の言葉では表現しきれないから……そうね、むりやり翻ほん訳やくするなら、ひたすら「ここにいるぞ」と叫さけんでると思ってもらえばいいんじゃない〟

「…………なんか、それを聞く限り、えらく簡単に翻訳できてる気がするんだけど」

〝う、うるさいわね。魔剣にしかわからない繊せん細さいな情報が大量にやりとりされてるのよ！　人間にはそのニュアンスがわかんないの！〟

「ニュアンスねえ……。じゃあ訊きくけど、どういう『ここにいるぞ』なの？」

〝質問の意味がわかんない！〟

　疑わしげな吏玖の目つきが気にくわなかったのか、《夜来たる》は膨ふくれっ面つらだ。

「最初に聞こえたとき、思ったんだよ──なんだか助けを求めてるみたいだって」

〝魔剣が助けてって？　そんなこと、私たちが言うわけないじゃない〟

「そうかな？」

〝そうよ。馬鹿馬鹿しい！〟

「──じゃあ、向こうから近づいてくるあいつは、なんて言ってる？」

〝燃やして、清めて、折ってやるってさ！〟

　心から楽しそうに、《夜来たる》が言った。

　数分前から、そいつの接近には気づいていた。

　吏玖に向かって道をまっすぐに進んでくるのは、また別の魔ま剣けん遣つかいだった。

　糊のりの利きいた白いワイシャツに、キュロットスカート。腰こしには四角い革かわのケース。

　赤みがかったポニーテールが左右に揺ゆれる。

　不敵な目を吏玖に向けたまま、ずんずん近づいてくる。

　そして──だいぶ、吏玖よりも小さかった。

　──小学生？

　そんなに小さい魔剣遣いがいるのか？

　吏玖が不思議に思って見ていると、少女が足を止めた。

　うらぶれたスナックやバーの並ぶ狭せまい街路で二人は向かい合った。

「──早瀬吏玖ね」

　偉えらそうにそっくりかえって、少女が口を開いた。

「ここで何をやってるの？」

　前置きなしの詰きつ問もん口調に、少しむっとする。

「さあね。なんでもいいだろ」

「才森はどこ？」

「才森の知り合い？　〈火神結社〉の？」

　少女は横を向いて、聞こえよがしに舌打ちした。

「チッ……満足に手た綱づなもつけられないのか、あいつは」

〝うわ、感じ悪う〟

《夜来たる》が顔をしかめた。

〝もう殺しちゃいなよ、リク〟

（……いや、だからさあ）

《夜来たる》に言ってもわからないだろうが、相手はどう見ても子供である。

　感じの悪い少女は、感じの悪い目を吏玖に戻もどして、感じの悪い口調で続けた。

「フン……まあ、ここで会ったのは好機かもね。早瀬吏玖、魔剣《夜来たる》を持ってるでしょ？」

「だったら何？」

「そいつを渡わたして」

「は？」

〝はぁ？〟

「聞こえなかった？　おまえの魔剣を渡せって言ってるの」

　少しどころではなく、どんどん腹が立ってきた。

　──どいつもこいつも、勝手なことばかり言いやがって。

〝ねー、ほんと、斬きっちゃわない、こいつ？〟

《夜来たる》が唇くちびるを尖とがらせる。

　それもいいかな、という考えが頭をよぎる。

　──いやいや。

　ぶんぶんと首を振ふって、よくない考えを追い出す。

「あのさ」

　つとめて穏おだやかに話そうとしながら、吏玖は言った。

「そもそも、君、誰？」

「名乗れっていうの？　生意気に──」

　生意気はどっちだ、という吏玖の内心も知らず、少女は偉そうに胸を張る。

「わたしは竜胆りんどう！　〈火神結社〉のエージェントよ！」

「ああ……そう。で、竜胆さん、何してるのここで」

　吏玖の醒さめた反応が気にくわなかったのか、竜胆は面おも白しろくなさそうに続けた。

「──おまえと同じ。貫肌ぬかだ心花このかの魔剣の呼び声を追ってきたのよ」

「ぬかだ、このか？」

「あれれ……なんだ、知らないの？」

　竜胆の口元に、小こ馬ば鹿かにしたような笑えみが浮かぶ。

「あのやかましい魔剣の遣い手のことよ。まだ子供で、魔剣を手に入れたはいいけど、何もわからず混乱して逃にげ回ってる」

「子供って…………」

　吏玖は思わず笑ってしまう。

「あの子、中学生ぐらいだったよ。君より年上だろ？」

「えっ？」

「えっ？」

　沈ちん黙もくが訪おとずれた。

「…………小学生、じゃないの？」

　おそるおそる訊きいてみると、竜胆が唸うなり声で答える。

「じゅうななさい、なんだけど」

「えっ!?」

「えっ、じゃなああああい!!」

　竜胆が爆ばく発はつした。

「人のことを偉そうに見下ろして！　何様のつもりよ!!」

「そ、そっちが勝手に下から見上げてるんじゃないか」

「黙だまれえぇぇぇぇ！」

　はあ、はあ。

　竜胆は息を切らして、しばらく吏玖を下から睨にらみ付けていたが、やがてなんとか元の冷れい笑しよう的な態度を取り戻した。

「フン……。いつまでもそうやって上から目線を続けられると思わないことね。すぐにわたしに見下ろされる立場になるんだから！」

　突っ込みたい点はいくつもあったが、そっとしておくことにして、吏玖は訊たずねた。

「君は、その…………あの魔剣を折りに来たのか？」

「ちがいますぅー」

　竜胆は口をとがらして言った。

「〈火神結社〉は、魔剣を折らないから。ただ回収するだけよ！」

　その話は、才森から聞いたことと合がつ致ちしていた。

　大昔、何者かによって作られてばらまかれた多数の魔剣。

　互たがいに戦い、相手を折ることを至上の目的とした、知性ある武器──

　才森と、この竜胆と名乗る少女が所属する〈火神結社〉なる組織は、魔剣たちの闘とう争そうに干渉し、折らずに回収しているのだという。

「魔剣が戦うと、よくないことが起こると思ってるのか？」

「少しは才森から聞いているみたいね。その通りよ。わたしも貫肌心花の魔剣を回収しようと思ってたんだけど、予定変へん更こう」

「変更？」

「あいつのでかい声に引かれた有う象ぞう無む象ぞうがうろついているのを、横から襲おそって魔ま剣けんを奪うばうの。今日はもう二本回収済み。囮おとりとしてしばらく泳がせておいたほうがいいくらいね」

〝いい考え！〟

《夜来たる》がびっくりしたように叫んだ。

〝その手があったか……。リク、私たちもそうしよう！〟

（……ちょっと黙っててくれるか？）

　相変わらずの《夜来たる》は放ほうっておいて、吏玖は考えた。

　もう魔剣を二本回収した、とさらりと言った竜胆だが、魔剣との戦いはそう簡単なことではない。身体能力を増強ブーストされた遣つかい手同士が、超ちよう常じようの武器を振り回して斬り合う、命いのち懸がけの戦せん闘とうだ。それをこの少女は、短時間に二度こなしたという。

　吏玖の経験から言って、真しん剣けんで斬り合えば服はズタズタになるし、少なからず出血もする。魔剣の治ち癒ゆ能力で傷がふさがったとしても、服に染しみた血けつ痕こんは消えない。しかし目の前の少女は見たところ無傷で、服も無事だ。

　竜胆がかなりの腕うで前まえを持つ遣い手であるか、非常に強力な魔剣を持っているのか、あるいはその両方か──いずれにしても、油断ならぬ相手であることは間ま違ちがいない。

　竜胆の目がすっと細くなった。

「殺気を隠かくしきれてないよ、早瀬吏玖」

　警けい戒かい心しんが表に出たか。自分でも気づかないうちに、重心を低く落としていた。身体からだが勝手に、戦闘に備えている。

　隣となりにいたはずの《夜来たる》の幻像が、いつの間にか消えていた。

　竜胆との距きよ離りは、既すでに撃げき剣けんの間合いだ。

「それじゃ、予定通り──おまえを今日の三本目にしてあげる！」

　竜胆が両手を顔の前に持ち上げると、その手の中に忽こつ然ぜんと両手持ちの大たい剣けんが現れた。

　途と端たんに、熱気が顔を打つ。天を衝つく刃やいばは生きた焰ほのおのごとく波打ち、陽炎かげろうが真昼の空気を揺らめかせる。

　その名自体が「火か炎えん」の意味を持つ両手剣──フランベルジュだ。

「わたしの魔剣──《清焰ホーリー・フアイアー》！　きれいさっぱり燃え尽つきろ！」

　竜胆の背後に、ヴィジョンが浮うかび上がる。

　雲間から大地に突き立つ、白い焰の柱。

《清焰》は、刃の部分だけでも竜胆の背せ丈たけをはるかに上回る長さがあった。柄つかまで合わせれば、全長は一八〇センチに達するのではないだろうか。身長のせいばかりではないだろうが、幼さの見え隠れする遣い手の言動とはやや不似合いな、堂々たる魔剣だった。

〝よおーし！　来ぉい！　ギッタギタにブチ折ってやる！〟

　脳のう裏りに響ひびく《夜来たる》の声は歓かん喜きに満ちていた。

　吏玖もまた、高こう揚ようしていた。

　──すごい。すごい剣だ。すごい相手だ。きっと、めちゃめちゃ強いぞ。

　斬られたら熱そうだ。嫌いやだな。でも、こんな相手と戦えるなら……少しくらい痛くても、熱くても、いいんじゃないか？

　気づいたら、笑っていた。

　口の端はしが吊つり上がって、戻らなかった。

　──やばい。なんだこれ。楽しいぞ。

　竜胆も笑っている。

　嬉うれしそうだ。

　──なあんだ。

　話してるとムカつく奴やつだけど、斬り合いになれば、ほら、わかりあえるじゃないか。

　おんなじじゃないか、俺と。

　いつ抜ぬいたのか、憶おぼえていなかった。気がつくと、手の中に、当たり前のように《夜来たる》があった。

　吏玖が下段に構えると、竜胆は、《清焰》を右みぎ肩かたに引きつけて垂直に立てた。

　何も考えず、一歩踏ふみ出したとき──

「そこまでだ!!」

　背後からの一いつ喝かつが、吏玖の足を止めた。

　竜胆が吏玖の後ろに目をやって、忌いま々いましそうに舌打ちした。

　吏玖は目を瞬またたいた。

　徐じよ々じよに精神状態が元に戻ってくる。

〝ちょっと、何よ!?　いいところだったのに！〟

　ずかずかと近づいてくる足音に振り向くと、才森の険しい顔が目に飛び込んできた。右手に抜き身の《凍月》を提さげている。

「何をやってる？　どういうつもりだ!?」

　怒いかれる才森は吏玖の脇わきを素す通どおりして、竜胆の前に立った。

　竜胆は露ろ骨こつに嫌な顔をしていた。

「やるべき仕事を、代わりにやってあげようとしただけよ」

　竜胆が《清焰》を納めると、熱気が拭ぬぐい去ったように消えた。

「やるべき仕事、だと？」

「《夜来たる》の回収がおまえの任務でしょ？　何をグズグズしてるの？　さっさとこいつを倒たおして、奪えばいい」

　吏玖を指さして、竜胆が言った。

「おまえがやらないなら、わたしがやる。何か文句がある？」

「その指示は撤てつ回かいされた。今の私の任務は、早瀬吏玖と《夜来たる》の監かん視しだ」

「監視？　ハッ、何を腑ふ抜ぬけたことを。無能の言い訳ね！　我々のやることはひとつ、魔剣の回収と封ふう印いん。そうでしょ？」

　勝ち誇ほこったような顔の竜胆に向かって、才森は淡たん々たんと答える。

「回収と、封印だと、ひとつじゃないな」

　竜胆の顔がかっと赤くなった。

「……う、うるさいっ！　細かいことをごちゃごちゃと……！」

　言い返そうとするのを遮さえぎって、才森は続けた。

「監視の指示は上から出ている。その判断に疑問を挟はさむというなら……」

「…………フン」

　竜胆はどうにか元の傲ごう慢まんな態度を取り戻もどしたようだった。

「まあ、いいわ。今日はもう充じゆう分ぶんに働いたし。おまえの甘さは理解しがたいけど、それが望みなら、永遠に監視でもなんでもしていればいい」

《凍月》に不快げな視線をちらりと投げて、竜胆は歩み去った。

　その姿が消えるまで見送ってから、才森は嘆たん息そくした。

「見苦しいところを見せたな」

「竜胆って言ってたけど、才森の友達？」

「ときどき君は面おも白しろいことを言うな」

　じろりと吏玖を睨み付けて、才森は《凍月》を納めた。

「竜胆めら。友達、ではないな。〈結社〉の同どう輩はいだが、何かと突っかかってくる。どうも私が気にくわないようだ」

「ふうん」

　吏玖が《夜来たる》を納刀すると、戦いを取り上げられた魔剣は、欲よつ求きゆう不満の呻うめき声を上げた。

　才森がかぶりを振ふる。

「いや、忘れてくれ。身内の恥はじだ。それより──見つけたぞ。あの、声の大きい魔剣を」




　　　　４．




　魔ま剣けん遣つかいの少女の居所に辿たどり着くころには、街並みが薄はく暮ぼの色に染まりつつあった。

　昼間は人ひと気けのなかった街路には、徐々に通行人が目立つようになり、日が傾かたむくに従ってその数は増えた。

「……ここ？」

「《凍月》はそうだと言ってる」

　人ひとりしか通れないようなビルの隙すき間まを、身体を横にしてすり抜けた先に彼女はいた。

　赤あか錆さびだらけの朽くちた非常階段の下に座り込み、力なく足を投げ出している。

　顔は俯うつむけられたまま、吏玖と才森が近づいても動こうとしない。

　疲つかれ切って眠ねむっているようだった。

　太ふと腿ももの上の右手に巻き付く組くみ紐ひも細工が、ビルの隙間から射さし込む夕日に燦きらめいている。

「どうするんだ？」

「どう、とは？」

　声を潜ひそめた話し合いにも、少女は目を覚まさない。

「いや、その……寝ねてる間に、こっそり盗とったりするつもりかと思って」

「馬ば鹿かな」

　才森は心外そうな顔をした。

「私を何だと思ってるんだ。起こしてから、ちゃんと話をして引き渡わたしを要求する」

「真面まじ目めだなあ」

〝そうよリク。何言ってんのよ。戦いもせずに相手を折ったってつまんないじゃない〟

（おまえは黙だまっててくれ）

　そのとき、気配を感じたか、少女が身じろぎし、目を開けた。

「う……あっ!?」

　少女は飛び起き……ようとして、頭の上にあった非常階段の鉄骨に脳天をぶち当てた。

　ガン！　痛そうな音がして、吏玖は思わず首をすくめる。

「うぐっ……ううっ」

　頭頂部を押さえて涙なみだ目めになりながらも、少女は階段の下の隠れ家から転がり出る。

　拳こぶしを握にぎりしめて立ち上がり、次の行動に移ろうとするところを、吏玖は両手を前に出して叫さけんだ。

「待った待った！　敵じゃない！」

「…………!?」

　少女の瞳ひとみに戸と惑まどいの色が浮かぶ。

「貫肌心花さん、だよね？」

「…………そう、ですけど」

　少女──心花は、油断のない目で吏玖と才森を睨にらんだ。

「誰だれ、ですか。なんで私の名前、知ってるんですか」

「えっと……僕は早瀬吏玖。こっちは才森加奈子。君と同じ、魔剣遣いだ」

「魔剣……？」

　怪け訝げんな顔をされて気づいた。心花の魔剣の形状からして、彼女がそれを「剣」として認にん識しきしているはずがない。

「君が右手に巻いてるそれのことだよ。頭の中でそいつと話してるだろ？　形は違ちがうけど、僕も同じような武器を持ってる。知性のある武器だ。それを魔剣と呼んでる」

「武器……」

　心花は自分の右手を持ち上げて、しばらく見つめていた。それから顔を上げた。

「それで、なんで私を知ってるんですか」

「あー……人に聞いたんだ」

「人って？」

「私が話そう」

　言葉に詰つまった吏玖に代わって、才森が前に出る。

「貫肌君。私は才森加奈子。〈火神結社〉という結社から来たエージェントだ」

「…………は？」

　思いっきり不ふ審しんげに眉まゆを寄せる心花。その反応に、吏玖は少し安あん堵どする。

　──そうだよな、いきなりそんなこと言われたら、それが正常な反応だよな。

「え、なんですか？　けっしゃ？」

「そうだ。目的は、君の魔剣を回収することだ」

　何この人、という心花の視線を一向に気にする様子もなく、才森は続ける。

「その魔剣は、おそらく古代ギリシャの戦闘用手袋バトルグローブ、セスタスだな。もう君もわかっていると思うが、それは危険な……とても危険な武器だ」

（セスタスっていうのか、あれ）

〝へー。あんまり斬きりごたえなさそうね〟

　吏玖の背後からひょっこりと頭を出して、《夜来たる》が言う。

　この姿は投とう影えいされた幻像にすぎないのだから、いちいちそんな動作をしなくてもよさそうなものだが、妙みようなところで芸が細かい。どうせ吏玖一人の目にしか見えないのに。

　吏玖と《夜来たる》が勝手なことを考えている間にも、才森の説明は続く。

「どこで手に入れたのかは知らないが……その魔剣は、君に色々なことを語りかけているだろう。他ほかの魔剣を折りたいとか、強くしてやるとか、一いつ緒しよにいたいとか」

「いえ、全然」

「え？」

　意表を突つかれたように、才森の言葉が途と切ぎれる。

「この子は……そんなこと言いません。動物みたいに、ときどき叫んだり、すごい鳴き声をあげたりはするけど……出で逢あってから、ずっとそう」

「ふむ……すると、あまり知性が発達していない魔剣なのかもしれないな。それなら、君の精神はあまり汚お染せんされていないはず。回収するには都合がいいな」

「回収……？」

「ああ。先ほども言ったが、私はそれを回収に来たんだ。魔剣を渡してくれ、貫肌君」

　才森は手を差し伸のべた。

　心花はしばらくうつむいて考えていたが、やがて首を横に振った。

「嫌いや」

「嫌？　なぜだ？」

　才森が不思議そうに訊たずねる。

「よく考えてみてくれ。それを持っていたからって、いいことはひとつもない。他の魔剣遣いが、君の魔剣を破は壊かいしようと、次から次に襲おそってくる。それはもう、経験しただろう。やがて君も、魔剣の言うがままに、他の魔剣を求めてさまようことになってしまう。魔剣を所有し続ける限り、その運命から逃のがれることはできない。だから──魔剣を渡すんだ」

　──ああ、才森。そんなこと言っても、説得できないぜ。

　吏玖は他人ひと事ごとのようにその会話を聞いていた。

　既き視し感かんのある情景だった。

　──理り屈くつはそうだろうが、魔剣と離はなれたくないってのは、理屈じゃないから。

　心花は視線を上げた。目の中に覚かく悟ごが見えた気がした。

「それでも……嫌」

　──ほらな。

　心花の返答に、吏玖は不思議な満足感を味わっていた。

　そうだろう。

　そうでなくちゃ。
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「本気か、貫肌心花？」

　声を低めて、才森が言う。

「それなら、実力行使するしかないが──」

「なんと言われようとも、渡しません」

　心花は右手を握りしめた。

「この子にも名前があるの。最初に逢あったときに、自然にわかった。出逢う運命だったんだって。私の右手がこの子の居場所なんだって。絶対に渡さない。この子を奪うばおうとする奴やつは、誰でも、この手で…………！」

　心花の背後に、二つの強きよう烈れつな光が生まれた。

　爛らん々らんと輝かがやく、獣けものの目？

　いや、違う。

　ヘッドライトだ。

　アジアの祭で暴れ回る山車だしめいて、ヘッドライトを満まん艦かん飾しよくに光らせて迫せまり来る、巨きよ大だいなダンプトラック。ただのトラックではない、タイヤ一つ一つが人の背せ丈たけの二倍はありそうな、怪かい物ぶつじみた八輪ダンプトラックだ。それが、心花の背後に現れたヴィジョンだった。

「これが私の魔剣──《象られた力ジヤガーノート》」

　心花が魔剣の銘なを口にすると、拳に巻かれたセスタスが輝き──唱うたい始めた。

　ここだ！　われはここにいるぞ！

　ものすごいちからをもつわれが、ここにいるぞ！

　心花の右手に宿っているのは、剝むき出しのパワーそのものだった。

〝来た来た！　ほーらね！　あいつの説得がうまくいくわけないと思ってたのよ！〟

　嬉うれしそうに《夜来たる》が言った。ぺろりと唇くちびるを舐なめて、にんまり笑う。

〝ふふふ、さんざん焦じらされたけど、ようやく折れる！　や、金属じゃないから「斬きれる」かな。なんでもいいわ。楽勝よね、あんなの。力は強そうだけど、お馬鹿っぽいし〟

（やけにおとなしくしてると思ったら、おまえ……）

〝何よ！　じゃあリクは、コノカってやつがおとなしく魔ま剣けん渡わたすと思ってたの？〟

（……まあ、そんなわけないな）

　我が身を振ふり返っても、魔ま剣けん遣つかいがそんな聞き分けのいい真似まねをするとは思えない。

〝でしょ？　さ、早く抜ぬいて抜いて。楽しみましょう！〟

《夜来たる》は幻像を消し、吏玖は自分の魔剣を抜いた。

「早瀬？　何をしてる？」

　振り返った才森が鋭するどく声をあげる。

「悪い、才森」

　吏玖は心花に向かって歩を進める。

「《夜来たる》が、もう我が慢まんできないみたいだ」

《夜来たる》だけではない。

　吏玖もそうだった。

　戦闘を前にした高こう揚よう感かんに、漠ばく然ぜんとした不安を覚えて、自問する。

　──俺は理性を保ってるか？

　うん、保ってる保ってる。大だい丈じよう夫ぶ。

「才森、危ないぜ」

「何？」

　心花が右手を振りかぶり、打ち下ろした。

　間かん一いつ髪ぱつで身を伏ふせた才森の頭上を、セスタスが巻かれた拳こぶしが通過する。風が轟ごうと鳴って、才森の長い髪かみが大きく揺ゆれた。女子中学生の拳が出せる風圧ではない。急行電車が通過したような音だった。

「くっ」

　才森が器用に身体からだを転がして追つい撃げきを逃れ、狭せまい路地の中で間合いを取る。二本の足で立ち上がったときには既すでに、《凍月》を抜いていた。

　だが、いまや二人の場所は入れ替かわり、心花の前にいるのは才森ではなく吏玖だ。

　刀を前にしても、心花は退ひかなかった。

　構えを見ただけで、彼女がなんの格かく闘とう技ぎの心得もない素人しろうとであることがわかる。

　だが、その目は闘とう志しに爛らん々らんと輝き、右手は凄すさまじい力を秘ひめて震しん動どうしている。

　吏玖の頰ほおに、我知らず笑えみが浮うかんだ。

　腹の据すわった相手だ。

　その気き魄はくを、好ましいと思った。

「……ふッ」

　呼気と共に、上段から素す直なおに仕し掛かけた。

　心花はよく見ていた。

　降りかかる刃はをかわし、右手のフックを吏玖の頭部へ。

　上体を反らして避さけると、拳こぶしは横合いの壁かべに激げき突とつした。

　ビル解体用の鉄球がぶつかるような音がして、コンクリートの壁がぼっこりと凹へこんだ。

　衝しよう撃げきが足まで伝わってくる。

「やあッ！」

　砕くだけたコンクリの粉の尾おを引いて、《象られた力》がバックハンドで迫る。

　喰くらったら確実に顔面を粉ふん砕さいされる一いち撃げき。吏玖は重心を落としながら腰こしを割り、組くみ紐ひもの巻かれた拳を鼻はな面づらすれすれでかわしつつ、《夜来たる》の切きっ先さきを突き返した。

　夜を切り取ったかのような薄うすい刃が、拳の皮ひ膚ふと組紐の隙すき間まへ、外げ科か手術的な精密さで滑すべり込んだ。

　柄つかをわずかに捻ひねると、組紐に刃が立ち、食い込んだ。

　──これで終わりか。あっけなかったな。

　名残なごり惜おしさを覚えながらも、手は自動的に動き、組紐を裏側から切断しようとする。

　その瞬しゆん間かんである。

　何かが繫つながったような感覚が吏玖を襲った。

《夜来たる》と《象られた力》の接点を通じて、吏玖は心花の中に入り込んでいた。

　見知らぬイメージがどっと流れ込んでくる。

　車の中。夜。走っている。家族──運転席に父親、助手席に母親。隣となりには兄がいる。親愛の感情。信しん頼らい感かん。自分の居場所はここだという感覚。満たされている。そこへ──正面から差し込む眩まぶしい光。怪物の目のようなヘッドライト。みるみる近づき、衝撃！　フロントガラスが粉々に割れて────暗くら闇やみ。静せい寂じやく。圧あつ迫ぱく感かん。動けない。「お父さん」「お母さん」返事がない。「お兄ちゃん！　お兄ちゃん、大丈夫？」右手が痛い。とても痛い。「ねえ？　みんな……みんな大丈夫？」そのとき何か紐のようなものが手に触れて「どこ……？　ねえ、返事してよ、ねえ」右手が、「お兄ちゃん！　助けて!!」

　────ほんの一いつ瞬しゆんのうちに、五感の全すべてにわたる圧縮された情報が、フラッシュバックのように吏玖の中で炸さく裂れつした。

「うあっ！」

　心花が弾はじかれたように右手を引く。

　吏玖の手は止まっていた。

〝な、何よ!?　またなの!?　どうしてここでやめるのよ!!〟

《夜来たる》が叫さけんだ。

「だめだ。これは──斬きれない」

　吏玖はなかば呆ぼう然ぜんと口走った。

〝なんでよ！　どうしてよ！〟

「この魔剣は……」

　吏玖は構えを解き、《夜来たる》を下ろした。

「《象られた力》は──君の右手、そのものなのか」

　右手を押さえて様子を窺うかがっていた心花は、やがて、小さく頷うなずいた。

「何を言ってる、早瀬？」

　背後の才森が訝いぶかしげに訊ねる。

「この子の右手、生身じゃない。魔剣の一部なんだ」

「なんだと……？」

　刃が拳に触れたとき、わかったのだ。

　一見、生身の手にセスタスが巻き付いているようにしか思えないが、そうではない。

　心花の右みぎ腕うでは、肘ひじから先が失われている。

　いまある腕は、《象られた力》によって無から生成された──義手だ。

「交通事故？」

　吏玖の問いに、心花は頷き、それから目を見開いた。

「どうして……わかるんですか」

　吏玖は答えず、ただ首を振る。先ほどのフラッシュバックと、迫り来るダンプトラックの姿をした魔剣のヴィジョンを想起しながら。

〝だから何？　いいから早く続きをやろう！　ね？　ほら、構えて！　ねえってば！〟

「駄だ目めだ」

〝リク…………!!〟

　哀あい願がんの声に構わず、吏玖は《夜来たる》を納刀した。

　途と端たんに、《夜来たる》の幻像が目の前にポップアップする。

　全身をわなわなと震ふるわせていた。涙なみだ目めだった。

〝ああああああああ!!　リクの馬ば鹿か！　ヘタレ！　意い気く地じなし！　惰だ弱じやく者もの！　よくも、よくもまた、私の獲え物ものを奪ってくれたわね！〟

（落ち着け、《夜来たる》）

〝うるさい、黙だまれ!!　この人間！　自分の遣つかい手じゃなければ、四し分ぶん五ご裂れつに斬り刻んで、湯気の立つ肉にく塊かいにしてやるところよ！　私がいないと何もできないくせに!!　なんなの!?　なんなのよ!!　うあああああ!!〟

《夜来たる》がこれほど激げつ昂こうしたところを見るのは初めてだった。

　いつもエキセントリックな性格ではあるが、それにしても少し様子がおかしい。感情のコントロールを失っているように思えた。

（大丈夫か？）

〝大丈夫なわけないでしょうが！　もう顔も見たくないわ！　放ほうっておいて！〟

（おい……）

〝話しかけるな!!〟

　怒いかり狂くるった幻像がふいと消え、頭に響ひびく声もふっつりと途と絶だえた。

「早瀬？」

「……ああ」

　気を取り直して、吏玖は才森を振り返る。

「回収に同意なんてするわけないよ。彼女にとって、魔剣はただの武器じゃない。自分の右手そのものだ。渡わたせと言われて素直に渡せるもんじゃない」

「む……」

　才森が渋しぶい顔になる。

「だからといって、放っておくわけにもいかんぞ。それが危険であることには変わりない」

「じゃあ、どうすんだ。力ずくで右手切り取っていくのか？」

「……必要ならば」

「正気か……？」

　吏玖と才森は、しばらく睨にらみ合う。

　やがて、才森がため息をついた。

「わかった。むりやり回収はするまい。だが、逆に訊きくが、早瀬はいったいどうするつもりだ。このまま放置すれば、貫肌君は、遅おそかれ早かれ他ほかの魔剣に殺されるぞ」

　確かに、そうだ。

　吏玖は心花に目を戻もどした。

　激しい戦いで破れたセーラー服。

　何日帰宅していないのか、薄うす汚よごれた身体。

　乾かわいた血がこびりついた顔の中から、黒い瞳ひとみがまっすぐに吏玖の目を見返してくる。

「──家族は？」

　心花は黙って首を振ふった。

「ひとりも。あのときの事故で、私以外、全員…………」

　──ああ、そうか。

　吏玖は奇き妙みように納なつ得とくしていた。

　あのとき──刃と拳が触れ合った一瞬、魔剣を通じて流れ込んできた情感。

　吏玖も、両親を早くに亡なくした。育ての親である祖父母も、もういない。

　心花も、吏玖と同じなのだ。

　手を止めた本当の理由は、そういうことかもしれなかった。

　ふと、前にも同じようなことがあったな、と思った。

　──あの蔵くらで。

《夜来たる》と出で逢あったときも、結局見捨てられずに連れて帰ったのだ。

　──これで、本当にいいのかな。

　自分のやっていることに確信が持てないまま、自然に口が動いていた。

「じゃあ…………うちに、来る？」







　第二章　お持ち帰りと訪問者
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　部屋の空気には、熱い吐と息いきと、喘あえぎ声の名残なごりがまだ漂ただよっているようだった。

　ランプシェードに和やわらげられたベッドサイドの灯あかりが、乱れたシーツの上の肌はだを撫なでる。

　室内の大半は暗闇に沈しずんでいる。

　カーペットの中央に置かれた広いベッドの上にいるのは、一人だけだ。

　敏びん感かんな者であれば、室内に、目には見えないもう一人分の、濃のう密みつな気配を感じ取ることができたかもしれない。

「ああ……《虚きよ数すう》」

　昂たかぶりの醒さめやらぬ声の主は、鋳いる流る。

　魔ま剣けん遣づかいの結社、〈兵器廠アーセナル〉の盟主リングリーダーを自じ称しようする、年とし端はも行かぬ少女である。

　横たわったまま投げかける視線の先には、誰だれもいない。

　だが、鋳流にだけは見えている。ベッドに腰こし掛かけた、裸ら身しんの美少年が。

　夜目にも白い肌、透すき通るような薄うす緑みどりの髪かみ。

　人の姿を選んだ蜉蝣かげろうのごとき少年は、鋳流の魔剣、《虚数》の幻げん像ぞうだ。

「《虚数》。《虚数》。いるるの、大事なひと。いるるだけの、最強の魔剣」

　シーツになかば顔をうずめて、鋳流は幸せそうに囁ささやいた。

《虚数》は優やさしく鋳流に微笑ほほえみかける。

〝我は、鋳流のものだ〟

「ええ……いるるも、《虚数》のものよ」

　鋳流は上うわ掛がけを引き寄せて、汗あせでしっとりと湿しめったベッドの上に身を起こす。

　その頰ほおに《虚数》が唇くちびるを寄せると、鋳流はくすぐったそうに首をすくめ、甘えた笑い声をあげる。

　疲つかれ果て、倒たおれ込むまで睦むつみ合った恋こい人びと同士の、けだるげな戯たわむれ。

　しかし、誰かがその様子を見ていたとしても、目に映るのは、一人芝しば居いをするような鋳流の姿だけだ。
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　ふと、その眉まゆが不興げに寄せられた。

　部屋の向こう端はし、廊ろう下かに続く分厚い樫かし材の扉の向こうに気配があった。

「何？」

　鋭するどい声が飛ぶ。

「お休み中、失礼いたします、鋳流様」

　扉の向こうから男の声が返ってきた。

「貫肌ぬかだ心花このかに差し向けた追手からの連れん絡らくが途絶えました」

「役立たずね」

「申し訳ございません」

「やったのは誰？」

「〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉の手にかかったようです。竜胆りんどうめら、才さい森もり加か奈な子こが現場付近で目もく撃げきされています。他にも単騎ソロの魔ま剣けんが二、三人、うろうろしていたようですが、そんな連中に斃たおされるほど、こちらの追手が弱かったとは思えません」

「どちらにしても、やられてしまえば同じ、無能が淘とう汰たされてよかったわね」

「は」

「それで？　そんなことをわざわざ報告に来たのか──愚おろか者」

　鋳流の声がすっと冷える。報告者は、しかし慌あわてるでもなく言葉を継ついだ。

「別の追手を手配しようと思いまして、承しよう認にんをいただきたく」

「誰？」

「我が牙が理りを」

「《フィアサム・エンジン》か。やりすぎないかしら」

「おそらく、やりすぎるでしょう」

「ふふふ、素す敵てき。承認するわ。好きになさい」

　鋳流は楽しそうに笑い声を漏もらす。

「それだけ？　用が済んだら、下がりなさい」

「いえ──もう一人、貫肌心花の近くで目撃された者がおります」

「誰？」

「早はや瀬せ吏り玖くです。《夜来たるNightfall》の」

「──あら」

　鋳流は目を瞬またたいた。

「早瀬吏玖……。なるほど、ね」

「どういたしましょうか」

「そうね──」

　しばし思案したのち、鋳流は命じた。

「いるるが行く。下りていくまでに用意なさい」

「かしこまりました」

　扉とびらの向こうの気配が廊下を遠ざかっていく。

「あの子の声、大きかったものね。早瀬吏玖も呼ばれた口かしら」

　鋳流はベッドから下り、毛足の長いカーペットの上に立った。

「行きましょ、《虚数》」

〝《夜来たる》に遭あいに行くのか。あの奇妙な魔剣に〟

「やけに嬉うれしそうね、《虚数》？」

〝嫉しつ妬とか、鋳流？〟

「ええ、そうよ。あなたには、いるる以外を見てほしくないわ」

〝我もそうだ。他の遣つかい手にあまり熱を上げていると、ひどいことをするぞ〟

「ふふふ──怖こわい」

　淫みだらな秘密を共有する双ふた子ごのごとく、鋳流と《虚数》は、密ひそやかに笑い交わしながら部屋を出て行った。




　　　　２．




　大量の古書の放つ香かおり、ほこりっぽいが決して不快ではない、古くなった紙独特の匂においに包まれて、芹せり沢ざわ墨すみ緒おは、一心にページを繰くっていた。

　古代中国の、未知の王朝。

　秦しんの始し皇こう帝てい以前の製鋼技術。

　失われた呪じゆ術じゆつ妖よう術じゆつの数々。

　支配者によって虐ぎやく殺さつされた民族。

　兵器製造を得意としたという、獣けものめいた神──蚩し尤ゆう。

　墨緒の机の周りに積み上げられた本の記述が、彼女の脳内に次々に蓄ちく積せきされていく。

　パーツ数も完成形もわからないジグソーパズルを組み上げるような気分。

　──あの魔剣……一体、あれはなんなんだろう。

　これで何度目になるか、墨緒は答えの出ない問いを頭の中で転がす。

　吏玖が祖父の蔵くらで見つけてきた、奇妙な魔剣。

《夜来たる》と銘な付づけられた、この世のものではあり得ない刀。

　伝でん奇きものの小説やマンガの影えい響きようで民みん俗ぞく学を志した墨緒にとって、これ以上ないほど魅み力りよく的な謎なぞだった。

　吏玖の祖父であり、墨緒の恩師である早はや瀬せ俊とし男おの遺のこした書しよ籍せきの山には、偶ぐう然ぜんとは言い難がたい偏かたよりがあった。黄ばんだ古書の群れが漠ばく然ぜんと指し示す方向は、どうやら古代中国、夏か王朝へと続いているように思われた。

　才森加奈子が吏玖に語ったところによれば、魔剣は何千年も前に、名も知れぬ刀かたな鍛冶かじによって鍛うたれたものだという。その数、二百本。

　──少なすぎる。

　吏玖から話を聞いたとき、最初に思ったのがそれだった。

　魔剣同士が戦い始めたのがそれほど昔のことだとしたら、たかだか二百本、互たがいを折り合って、最後の一本になるまではあっという間だろう。

　才森加奈子も正確な知識を持っていないのか、それとも故意に噓うそをついたのか。

　いずれにしても、彼女の情報は参考程度にしかならない。

　魔剣同士の戦いが始まった年代が間ま違ちがっているのか？

　あるいは、すべての魔剣が古代中国由来ではないのか？

　──先生、あなたは何を知っていたんですか？

　師の目線に少しでも近づこうと、墨緒は早瀬俊男の蔵書を読み続けていた。

　と──階下の玄げん関かんが開く音がした。

　その音に顔を上げて、部屋が既すでに暗くなっていることに驚おどろく。

「……もうこんな時間か」

　眼鏡めがねを外して目め頭がしらを揉もむ。

　さすがに疲れた。

　首をコキコキ回しながら椅い子すから立ち上がり、所ところ狭せましと積み上げられた本の山の間を歩いて、廊下へのドアを開けた。

　階段下に声を掛かける。

「吏玖くん？　おかえり」

「あっ──ただいま」

「ん？」

　階下の気配は吏玖一人だけのものではない。階段下を覗のぞき込むと、吏玖の隣となりに、薄うす汚よごれたセーラー服の少女が立っているのが見えた。

　少女は硬かたい表情だったが、墨緒と目が合うと、わずかに会え釈しやくした。

「わお」

　思わず墨緒は呟つぶやく。

　どうやら吏玖は、家に女の子を連れ込む技わざをすっかりものにしたらしい。
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　心花の身体からだを洗い終わるまでには、結構な時間がかかった。

　肌はだが赤くなるほど擦こすってやると、心花は悲鳴を嚙かみ殺し、風ふ呂ろ椅子の上で身体を丸めた。

　熱い湯で石せつ鹼けんの泡あわを流してやっても、裸はだかの背中は緊きん張ちように縮こまっていた。

「はい、おしまい」

　墨緒が声をかけると、その背中がひくりと跳はねた。

「あ……どうも」

　半はん端ぱに振ふり返って、もそもそ呟く。

「湯船、どうぞ」

「ありがとう……ございます」

　立ち上がって、湯船の縁ふちをまたぐ心花を、墨緒は横目で見守った。

　玄関で出で迎むかえた際、彼女の汚よごれっぷりが「薄汚れた」どころではないことにびっくりして、有う無むを言わさず風呂に引っ張り込んだのだった。

　まだ中学生と言っていたか。年ねん齢れい相応といえばそうなのだろうが、瘦やせていた。尻しりは薄うすく、肋あばらが目立ち、胸の膨ふくらみもわずかだ。

　あのズタボロのセーラー服といい、汚れっぱなしの身体といい……

　──苦労したんだろうな。

　お湯に肩かたまで浸つかって、なお緊張のほぐれない様子を目にして、墨緒は胸を痛めた。

　そして、汚れを落とした心花の肌の美しさに目がつぶれる思いをしていた。

　──なんて羨うらやまし……いやいや。

　そういうことではなく。

　吏玖からは簡単な事情しか聞いていないが、心花もまた、吏玖と同じく魔ま剣けん遣つかいであるらしい。垢あかすりタオルが真っ黒になるほど汚れていたのに、その下の肌は荒あれもせず、傷もなく、ぷりぷりの健康なまま、という事実が、何よりも雄ゆう弁べんに墨緒を納なつ得とくさせていた。

　──いや、やっぱり羨ましいぞ。

　魔剣の再生能力だけ手に入れられないだろうか、と思ってしまう墨緒である。

　魔剣といえば──
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　墨緒は心花の右手に目を移す。

　心花は右手をお湯の上に出して、握にぎったり開いたりを繰り返していた。

「動きを確かめてるの？」

　墨緒の声に、心花ははっとしたように手を引っ込めた。右手がじゃぶんとお湯の下に沈しずむ。

「それが、あなたの魔剣？」

「…………はい」

「きれいね」

「そう……ですか」

　心花は右手をそっと水面の上に出して、視線を落とす。

　組くみ紐ひもに編み込まれたビーズが、水すい滴てきを載のせて艶つややかに光っている。

　少年と見み紛まがうすらりとした裸ら身しんの、右手だけが革かわ紐ひもでぎっちりと締しめ上げられているのは、どこか倒とう錯さくしたものを感じさせられる眺ながめだった。

「ぬ……濡ぬらしても、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「平気です」

「なんていうの、名前」

「《象られた力ジヤガーノート》」

「……かっこいい」

　つい、直球の感想がぽろりとこぼれた。

「は？」

「あ、ううん。もとい」

　ぶんぶんとかぶりを振って、墨緒は言い直す。

「その……《象られた力》は、外せないの？」

「……はい。あの、これについて、吏玖さんからは？」

「右手が魔剣だって言ってたけど」

「それ、言葉通りの意味なんです。この紐ひも──セスタスっていうんですか、これだけじゃなくて、右の肘ひじから先、全部が《象られた力》なんです」

「へええ、面おも白しろいわね……っと、ごめんなさい、こんな言い方」

「いえ。私も、変だと思いますから」

　心花は淡たん々たんとそう言って、墨緒を見た。

「あの、訊きいていいですか」

「どうぞ、なんでも」

「魔剣について、どんなことをご存じなんですか？」

「たいしたことは。意思を持った武器だってこと、お互いを破は壊かいしたがる習性があること、遣つかい手は身体能力、知覚、回復力が大おお幅はばに増加すること……そのくらいかな。吏玖が拾ってきて、初めて存在を知ったばかりだから、私も詳くわしくはないの」

「吏玖さんは、どうやって魔剣を見つけたんですか？」

「お祖父じいさんの家の蔵で見つけたって言ってた」

「蔵で……そうですか」

　心花はうつむく。

「あなたは？」

「…………事故があって」

「事故？」

「家族で車に乗ってたとき、大きな事故に巻き込まれて。父と、母と、お兄ちゃ……兄と……みんな死んで、私も動けなくなって」

「…………いつのこと？」

「一ヶ月くらい……前です」

　墨緒は言葉を失った。

　たった一ヶ月。

　中学生の女の子が、突とつ然ぜん家族全員を失ったのだ。

　起きてしまったことを現実として受け容いれるには、あまりに短い時間だった。

　事故のことを思い出しているのか、熱い風呂の中なのに、顔から血の気が引いていた。

「車の中で、死にかけてたとき、右手が……革紐を摑つかんだんです。肘から先、潰つぶれてたはずなのに。どこから出てきたのか、全然わからないんだけど、気付いたら…………」

　声が震ふるえだして、心花は言葉を切った。

「大丈夫？」

「……すみません。大丈夫です」

「ごめんなさい。悪いこと訊いちゃった」

「いえ」

「それにしても、よく吏玖についてきたわね」

　心花の気を紛まぎらわそうと、墨緒は話題を変える。

「あの子、なんて言って誘さそったのか知らないけど……見ず知らずの男にホイホイついて行ったら駄だ目めよ？」

「そう、ですよね。なんでついてきたんだろう……」

「ちょっとちょっと」

「……冗じよう談だんです」

　心花はほんの少しだけ笑えみを浮うかべたが、すぐに真顔に戻もどった。

「そうですよね。考えてみたら、吏玖さん、なんで私に優やさしくするんだろう」

「え？」

「あの刀、すごく私の右手を斬きりたがってた。魔剣が騒さわぎだすと、鎮しずめるのにすごく苦労するのに、なんで止めたのかな。刀のしたいようにさせて、私を斬る方が簡単だったはずなのに」

「それは……」

　墨緒にはわかる気がした。吏玖は、心花の置かれた状じよう況きように、自分を重ねているのだろう。

　しかし、墨緒がそれを口にするのは、差し出がましいように思えた。

　距きよ離りが近いとはいえ、勝手に吏玖の内心を想像して代弁することが、果たしていいことかどうか。

　それに心花もまた、勝手な同情を喜ぶような性格ではなさそうだった。

「理由のわからない優しさは、怖こわいです」

　湯船の中で膝ひざを抱かかえて、心花がぽつりと呟いた。
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「何も追い出さなくてもいいのになあ」

　夜道を歩きながら、吏玖はぼやいていた。

「風呂に入れるだけで大げさだよ。別に覗のぞくわけじゃあるまいし」

　心花を風呂に入れるというので、吏玖は家を追い出されてしまったのだ。

　しょうがなくコンビニで時間を潰して、特に食べたくもなかったスナック菓が子しなど買って戻ってきた、その帰り道。

　服がボロボロの憔しよう悴すいした女子中学生を自宅に連れ帰るという、見ようによってはかなりまずい感じの行動に及およんだわけで、墨緒の心配もわからなくはないのだが、なんとなく面白くない吏玖である。

「なあ、そう思わないか？」

〝なんで私に訊くの。知らないわよ〟

《夜来たる》はそっけなく答えた。

　相変わらず不ふ機き嫌げんだ。姿を現そうともしないところを見ると、だいぶへそを曲げている。

「いい加減に機嫌直せよ」

〝話しかけるなって言わなかった？〟

「なんでか知らないけど、おまえがずっと腹を立ててるのがわかるんだよ。気になってしょうがない」

〝私の知ったことじゃないわね。というか、ざまあ見ろと言いたいわ〟

　いきなり目の前に《夜来たる》の幻像がポップアップした。

〝ざまーみろ！　い────っ、だ！〟

　それだけ言って、また消えた。

「…………」

〝言ったわ〟

「言ったな」

　吏玖も淡々と答える。

「で、気が済んだ？」

〝実にすがすがしい気分〟

　陰いん気きな口調で《夜来たる》が言った。

〝私ね、どうしてこんなヘタレに拾われたのか、刃じん生せいの理り不ふ尽じんさを深く深く憂うれえてるのよ〟

「あ、そう」

〝一心不乱に戦ってて、相手をブチ折れると思った瞬しゆん間かんに刃はを引き戻される苦しみがわかる？　何回も言ってるのに、なんでわかってくれないのかしら。本当に辛つらいのよ、ああいう風ふうに寸止めされると……………………ん？〟

　ぐちぐちと垂れ流されていた不満が、急に途と切ぎれた。

「どうした？」

〝…………あいつだ〟

「あいつ？　誰だれのことだ」

〝《虚数》よ。近いわ〟

「なに!?」

　そこはもう、家からほど近い場所だった。

《虚数》がいるということは、遣つかい手の鋳流もそこにいるということだ。

　鋳流──〈火神結社〉とは別の、もうひとつの集団、〈兵器廠〉の盟主を名乗る少女。

　そいつがこの辺にいる、ということは──

　──まさか、家に!?

　コンビニの袋ふくろをその場に落として、吏玖は駆かけ出した。

　刃は物ものを持った敵が、家に踏ふみ込んでいる光景を想像する。

　かつて祖父母宅で《夜来たる》と出で逢あったときのことを、嫌いやでも思い出す。

　土足で上がり込み、有う無むを言わさず斬りかかってくる狂きよう気きの剣けん士し。

　心花はまだ自分の身を守れるかもしれない。

　だが、魔ま剣けん遣つかいでない者は？

　──墨緒さん！

　一気に走って、最後の角を曲がった。

　自宅──いや、吏玖が世話になっている芹沢家の一戸建ての前に、車が停とまっていた。

　黒い高級車。ロールスロイス・シルバーレイス。

〝いた！〟

《夜来たる》の声と同時に、吏玖も相手の気配を知覚していた。

　車の中に、奴やつがいる。

　鋳流と、《虚数》。

　吏玖は完全に戦せん闘とうモードに切り替かわっている。

　走りながら《夜来たる》を抜ばつ刀とうし、勢いを殺さずに跳とんだ。

　ロールスロイスの磨みがき抜ぬかれたボンネットにふわりと着地する。

　スモークガラスの向こうの運転席に人ひと影かげ。運転手だ、こいつではない。

　だとしたら、後ろか。

　身を起こし、フロントガラスを踏み、屋根へ登る。

〝真下にいる！〟

《夜来たる》をくるりと逆手に持ち替え、車の屋根に突つき立てる。

　その刃が、弾はじかれた。

〝あうっ!?〟

「なんだ!?」

　車の両側のドアが開き、二人の大男がのっそりと姿を現した。

　仁に王おう像を思わせるごつい体格の、白人と黒人。両者とも、片かた腕うでに盾たてを装着している。

　白人の方は円形のスパルタンシールドだ。盾の縁ふちからは革かわの垂れ幕が下がっている。

　黒人は長方形のタワーシールドで、分厚いガラスの覗き窓がついていた。

　どこから出したのかと思うような、重く、大きな盾である。

　いくらロールスロイスの車内が広かろうと、取り回せるサイズではない。

　どちらの盾も、魔ま剣けんなのだ。

　二人の背後に浮かび上がったヴィジョンが、それを証明していた。

　スパルタンシールドのヴィジョンは、無数の棘とげをこちらに向けているヤマアラシの群れ。

　タワーシールドの方は──ニュースで見たどこかの国で、群衆を警棒で叩たたきのめしていたような、暴動鎮ちん圧あつ部隊の姿だった。

　吏玖はふたたび《夜来たる》を順手に持ち替え、屋根から飛び降り間合いを取る。

（大だい丈じよう夫ぶか、《夜来たる》）

〝痛いったあ……！　刃が欠けたかと思った〟

　男たちの背後から、見覚えのある少女が車外に姿を現した。

「あーあ……車に穴が開いちゃった」

　盾を持った二人の護衛の間で、鋳流が呆あきれたように言った。

「問答無用で突いてくるとは思わなかったわ。だいぶ染まってきたようね」

「何をしに来た。どうして抜かない」

《夜来たる》を油断なく構えて、吏玖は鋭するどく訊たずねる。

　鋳流は手ぶらだった。パーカーのポケットに両手を突っ込み、《虚数》は抜いていない。

「だっているる、今日は挨あい拶さつに来ただけだもの」

「挨拶？」

「そうよ。いるる、あなたと《夜来たる》とは仲良くしたいのよ。いきなり斬りかかられるなんて、悲しいなあ」

「俺は仲良くしたくない」

「そのうち気が変わるわよ。さしあたっていま興味があるのは──」

　鋳流は家の方に目をやった。

「──あの子の、右手」

「放ほうっておけよ。相手は子供だぞ!?」

「そうね、私もよ」

　にんまりしながら鋳流が言った。

　吏玖は絶句する。

　確かに、鋳流も子供だ。背格好からすると、心花よりも年下かもしれない。

　そんな幼い相手を、突き殺そうとしていたのだ。

　徐じよ々じよに精神状態が元に戻もどってくる。

　戦せん闘とう衝しよう動どうがこれまでにないほど高まっていたことを、吏玖はようやく自覚した。

　動どう揺ようする吏玖を、鋳流が楽しそうに眺ながめている。

「…………手出しするなら、タダじゃすまないぞ」

「手出しなんか、しないわ。いるるは挨拶に来ただけって言ったでしょ？」

「どういうことだ」

「もう戦いの犬は放たれたわ。あの子を護まもる気なら、ふふ、お手並み拝見ってところね」

　鋳流はひらひらと手を振ふって、車に乗り込んだ。護衛と盾を車内に納め、ドアが閉じる。

　車が走り去ってからも、吏玖はしばらくその場に佇たたずんでいた。

〝何よ、あいつら……最近は戦わないのが流行はやりなの？〟

《夜来たる》の不満げな呟つぶやきで我に返る。

　魔剣を手のひらに納めて、吏玖は踵きびすを返した。

〝ううー、もう我が慢まんできない。早く折らないと……次の魔剣をブチ折らないと…………！〟

　家の中に入っていく吏玖の脳のう裏りで、《夜来たる》がうわごとのように呟いていた。
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「早はや瀬せ！」

　教室に顔を出した途と端たん、入り口で待ちかまえていた才さい森もりに捕つかまった。

　なかば予想はしていたが、予想が当たっても面おも白しろくもなんともない。

　才森に渋しぶい顔を向けて、吏り玖くは無言で自分の席へ向かった。

「待て、早瀬。昨日はあれからどうした？」

「どうもしないよ。心花このかちゃんは、ちゃんと連れて帰った」

「どうもしないわけがないだろう。家の前に現れた車は何だ？　あの少女と護衛、全員が遣つかい手だ、そうだな？」

　吏玖はぎょっとして、思わずあたりに目を走らせてしまう。

　才森は声を潜ひそめていたが、たいして広くもない教室の中だ。内ない緒しよの話をしようというのは無理がある。

　案の定、少なくないクラスメイトが、興きよう味み津しん々しんという表情で二人に目を向けていた。

　転校以来、一向に周りに溶とけ込もうとしない孤こ高こうの美少女が、吏玖にだけはべったりで、真しん剣けんな顔でしきりに何事か耳打ちしているのだ。興味を引かない方がおかしい。

　才森は良家のお嬢じよう様さまで、吏玖のイイナズケか何かに違ちがいない──というのがもっぱらの噂うわさで、それは吏玖の耳にも届いていた。

　吏玖はますます渋じゆう面めんを深くして席に着き、鞄かばんから勉強道具を取り出す。

「おい、なんとか言え」

　才森は吏玖の机に手をついて顔を近づけ、苛いら立だったように囁ささやいた。

「うるさい。近いよ」

　顔も近いが胸も近い。その上、でかい。

　吏玖の返答に、自分の近さもでかさも気にしていない才森はますますエキサイトした。

「うるさいとはなんだ。私は真面まじ目めな話をしているんだ」

　そう言うと、顔をさらに寄せてきた。

「おまえの言っていた〈兵器廠アーセナル〉とやらについて〈結社〉の上部に照会した。昨夜ゆうべおまえの家を訪おとずれた連中も、その組織の一員なのか？　早瀬、おまえと《夜来たるNightfall》の周りで多数の魔剣が動き始めている。貫肌ぬかだ心花このかの件もそのひとつだ。いいか、私はおまえを信しん頼らいし、おまえの意向を尊重しようとしているが、限界はあるぞ。〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉は必要とあらば、より強力な手段を執とることをためらわない──」

「ほうほう」

　香か織おりがしたり顔でうなずいた。

「…………」

「…………」

　いつの間にか机の横に立っていた香織は、吏玖と才森に無言で見つめられて、いやいや、と手を横に振った。

「気にせず続けてくれたまえ、どうぞ」

「……おはよう」

「おはよ。面白そうな話してるね」

　吏玖の挨あい拶さつに、香織は脳天気に答える。

「鷹たか野の香か織おり…………」

　低い声で才森が言った。吏玖は反射的に才森に目を戻す。声に殺気がこもっていた。

「…………どこまで聞いた？」

「え？　いや、魔剣とか、結社とか、アーセナルとかなんとか」

　香織はでかい声でそう言った。才森と違って、胸は小さいが声はでかい。

　あちゃあ。

　吏玖は手で顔を覆おおう。

　要するに、全部聞かれたのだ。

「そうか。──鷹野、ちょっと話がある」

　何やら物ぶつ騒そうな決意を固めたと見えて、才森の顔からは感情が消えていた。

「おい、才森。やめとけ」

　吏玖は立ち上がって制止する。

「なんだと？」

「あのな、聞かれたのはおまえが悪いぜ」

「なぜだ」

「場所をわきまえずにあんな話したからだろ。ここは学校だ」

　才森は今気付いたようにあたりを見回した。

　当然のごとく、教室中の視線を集めていた。

「むむ…………」

　──むむじゃねえよ。

「…………かくなる上は」

「おいコラ」

　吏玖はたまりかねて声を上げた。

　かくなる上は──のあとに何を言おうとしたのか知りたくもないが、どうせろくでもないことに決まっている。まさかクラス全員皆みな殺ごろしにして口くち封ふうじ、とまでは行かないと思いたいが。

〝…………ん？　あ、なに？　戦うの？〟

　やけに静かだった《夜来たる》が、殺気を感じたのか口を出した。

（ああ、もう。戦わないよ！）

〝あっそ。まったく……ヘタレな……惰だ弱じやくな……煮にえ切らない……〟

　ぶつぶつ文句を垂れながら、《夜来たる》はまた黙だまり込んだ。

「まーまー、そうカッカしないで、才森さん」

　香織がなだめるような口調で言った。

「よくわかんないけど、その、理解したから」

「…………うん？」

「そーかー、才森さんがどういう子なのか、ようやくわかったよ」

　うんうん、と香織は頷うなずく。

「何を言ってる？」

　不ふ審しんげな才森に対して香織が向けた笑えみは──やけに温かかった。

　思いやりに満ちていた。

「なんか、あの……そういう設定なんだよね？」

「ん？」

「あっ、ごめん。設定とか言っちゃだめだね。えっと……そういうことになってるんだよね、うん、わかるわかる」

　頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた吏玖と才森を見比べて、香織は続ける。

「でも、あんまり吏玖にばっかり絡からんでたらよくないよ。その……あたしでよければ、話し相手になるからさ」

「ん……？」

　何を言われているのかわかっていない才森の手を、突とつ然ぜん、香織がぎゅっと摑つかんだ。

「なっ、何をする!?」

「友達になろう、才森さん！」

「んん!?　いや、ちょっと待ってくれ──」

「いいから！」

　香織は畳たたみかけた。

「ちょっと、色々話そう！　才森さんの話したいことでいいからさ！」

「あ……、お……お……？」

　才森が目を白黒させているうちに、チャイムが鳴った。

　担任の教師が入ってきたので、話は中断。頭の上の疑問符の数を増やして、才森は自分の席に戻もどっていった。

「なあ鷹野、どういうこと？」

　吏玖は後ろの席の香織と囁きかわす。

「いやー、まさか才森さんがああいう子だとはねえ」

　香織は沈ちん痛つうな面おも持もちである。

「ああいう子？」
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「あたしも一時期、ああいう頃ころがあったから、ほっとけなくてさあ」

「ああいう頃？」

「才森さん、あれなんでしょ、ほら……厨ちゆう二に病びようとか、邪じや気き眼がんとかいう──」

　────ああ！

　吏玖はようやく理解した。

　魔ま剣けんや結社について語る才森の言葉を聞いた香織は、当然の結論に至ったのだ。

　才森加か奈な子こは、自分だけの妄もう想そうの世界に生きているのだと。

　それも、若じやく年ねん性せいのやつだ。だいたい中学から高校にかけて罹り患かんする、あれ。

　その妄想語りに、吏玖はずっとつきあわされていたのだと、香織は理解したのだ。

「ずっとそうなんでしょ、あの子。違うの？」

　香織の問いに、一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんしたあと、吏玖は重おも々おもしく頷うなずいた。

「うん、実は──そうなんだ」

「やっぱり。大変だったね、吏玖。相談してくれればよかったのに」

「あ、うん。まあ、そうね」

　──悪いな、才森。

　そう思ってから、考え直した。

　──いや、やっぱり、そんなに申し訳なく思ってるわけじゃないな。

　というか、むしろ全部才森の自じ業ごう自じ得とくじゃないだろうか。

　吏玖の返答を聞いて、香織は納なつ得とくしたように深々と頷く。

「こじらせると、長いからねえ、あれ」

　ぽつりと呟つぶやく香織。

　思いやりに満ちた少女なのであった。
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　才森加奈子が若年性妄もう想そう症しようを患わずらっているという香織の認にん識しきは、才森を扱あつかいかねていたクラス全員に、あっという間に共有されることになった。

　そうとわかると、才森に対する反応は、決して冷たいものではなかった。

　かつて同じ病を経験した者も少なくないのかもしれない。

「ちょっといいか、早瀬」

　数日後の昼休み、眉み間けんに皺しわを寄せて、才森がやってきた。

「なんだか近ちか頃ごろ、妙みように温かい視線を感じるんだが」

「温かいんなら、いいんじゃないの」

「いや、その……温かいというか、生温かい……というか……」

　もじもじしながら才森は言った。

「周りの連中に、同情的な目で見られているような気がするんだ。思い過ごしだろうか」

「さあね。どっちにしても、悪いことじゃないんじゃない？」

「居い心地ごこちが悪いんだ！」

　他人ひと事ごとモードの吏玖に苛いら立だったように、才森が声を荒あらげたときだった。

「あ、才森さん。また吏玖困らせてる」

「う」

　背後からの声を聞いて、才森が固まった。

　購こう買ばいで買ったパンを片手に、香織が教室に戻ってきたのだ。

「ごはん食べよ、ごはん」

「あ、うう」

「ほら、おいでおいで。天気もいいし、屋上でも行こうじゃない」

　あれ以来、香織も態度を和やわらげ、何かと才森に話しかけるようになっていた。

　才森の行動原則には、友達とつきあうということに対応するものがほとんどないようで、こんな風に直接誘さそわれると、処理しきれずにフリーズしてしまうのだった。

　あ、とかう、とか不ふ明めい瞭りような声を出しながら、才森はなかば強ごう引いんに、香織と何人かの笑いさざめく女子たちに連行されて行った。

　いい厄やつ介かい払ばらいでもあるし、ある意味面おも白しろい見み世せ物ものではあったが──

　それを単純に面白いと言っていいものかどうか、吏玖は考え込んでしまう。

　──あいつも僕と同い年だろ？　高一までどういう環かん境きようで育ってきたんだ？

　あれは才森個人の資質なのか、それとも〈火神結社〉とやらの教育方針なのか。

　香織の接し方はお節せつ介かいだし、才森自身は快く思っていないのかもしれないが、なんとなく、そんなに悪い結果にはならないのではないか、という気がした。

　妄想に囚とらわれた才森を、こっち側に引き戻す──という、誤解に基もとづいたコミュニケーションは、少しだけ、真実を含ふくんでいるのかもしれない。

〝……私は妄想じゃないからね、言っとくけど〟

　むっつりした声が念を押した。

（わかってるよ）

〝ならいいけど〟

《夜来たる》が、少女の姿を久しぶりに見せた。

　机に両手をバンとついて、弁当を食べている吏玖に顔を近づける。

〝あのさ、ずっと考えてたんだけど──この間言ってたの、冗じよう談だんよね？〟

（この間？）

　煮に汁じるが染しみて茶色くなってしまったご飯を嚙かみながら、上の空で訊きき返す。

（…………なんの話だっけ？）

〝……………………！〟

《夜来たる》の顔が、みるみる怒いかりに染まっていく。

〝…………なんでもない！〟

　フンとそっぽを向いて吐はき捨てると、姿を消した。

　──なんだっけ？

　しばらく考えてはみたが、昼休みが終わっても、結局思い出せないままだった。
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　その週末──

　吏玖は心花を連れて、街に出かけることになった。

　心花の服や、身の回りの物を買うためだ。

　吏玖が思いついたわけではない。墨すみ緒おの言いつけである。

「なんで僕が？　女の子の買い物なんか全然わかんないよ！」

　吏玖の異い議ぎにも、墨緒は涼すずしい顔だった。

「あの子、狙ねらわれてるんでしょ？　襲おそわれたとき、私じゃなんにもできないじゃない」

「そりゃそうかもしれないけど……。だったら、一いつ緒しよに行くから、墨緒さんも来てよ」

「駄だ目めよ、私も忙いそがしいもの。それに、少し二人で話す時間があってもいいと思うよ。観念して行ってらっしゃい」

　二人の親しん睦ぼくを深めさせようというのが墨緒の狙いだったとしたら、完全に失敗していた。

　家を出て駅まで歩き、電車に乗って、都心で下りるまで、会話は一言もなかった。

　気まずい。

　セーラー服姿の心花は、右手に巻き付いた組くみ紐ひもを除けば、普ふ通つうの女子中学生にしか見えない。

　年下の少女と連れだって街を歩くという慣れない行こう為いにも、吏玖は若じやつ干かん動どう揺よう気味である。

「えーと、それで……」

　改札を出たところでようやく、沈ちん黙もくを打破しようと、吏玖は口火を切った。

「どこ行くの？　まず服？」

「……………………」

　心花は眉まゆをひそめたまま黙だまっている。

「あ、そのさ、男がついていくとまずい服屋とかだったら、遠えん慮りよするから。外で待ってるから」

「……………………」

　なんとなく蔑さげすむような目で見られた気がして、ランジェリーショップ的な店を想定していた吏玖はますます動揺する。

　──うおお……帰りたい。

　心底そう思った。

　気を遣つかわないとダメ、変に気を回してもダメ。一体どうすればいいというのか。何を言っても立場が悪くなる気がする。

「あの、ですね」

　心花が口を開いた。

「は、はい？」

「買い物も必要なんですが、その前に……行きたいところがあるんです」

「行きたいところ？」

　心花は少し黙ったあと、顔を上げた。

「────私の、家うちに」




　心花は、吏玖に続いて、墨緒の家にしばらく滞たい在ざいすることになっていた。

　そこまで迷めい惑わくはかけられないと言って、最初は頑かたくなに固辞しようとした心花だったが、墨緒がなかば強引に押し切ったのだ。

　家を出て、学校へも行かず逃にげ回っていた心花が、ふたたび生活を建て直すことができるように、墨緒は色々と準備をしているようだった。

　その辺に関して、吏玖は全然役に立っていない。

　……いや、ひとつだけやったことがある。

　心花のセーラー服を、補修したのだ。

　祖父母に育てられた吏玖は、多少の縫ぬい物くらいは仕込まれている。

　自じ慢まんするような技術があるわけでもないが、服の破れやほつれを直すことは可能だ。

　セーラー服は刃は物ものであちこち切り裂さかれていたから、直したといっても、せいぜい急場を凌しのぐ程度にしかならなかったのではあるが。

　今、こうして着ているところを近くで見ると、縫った跡あとは歴然としている。

　早めに替かえの制服を確保する必要がありそうだった。

「家に帰れば、着き替がえもありますし──」

　堅かた苦くるしい態度を崩くずさないまま、心花は言った。

「墨緒さんのところでお世話になるにしても、身の回りの物を少し持ってきたいんです」

「なるほどね。制服の予備もあるの？」

「もう一着ありますけど」

「そりゃよかった。一応縫ってはみたけど、あんまりきれいにならなかったからね」

「え？　これ縫ったの、墨緒さんじゃなくて吏玖さんですか？」

「そうだけど……」

「……ありがとう、ございます」

　目を合わせずに礼を言われた。

　──うわああ、嫌いやがられてる……！

　まあ、それはそうだろう。よく知らない男に自分のセーラー服をいじくり回されるのが嫌なのは、想像に難かたくない。

　余計なことを言わなければよかった。

　気まずさのレベルは上じよう昇しようの一いつ途とを辿たどるばかりだ。

　それだけでも面めん倒どうなのに、吏玖の心配はもうひとつあった。

　心花の横に立って、ぎらぎらした目を《象られた力ジヤガーノート》に注いでいる《夜来たる》である。

　吏玖に対する文句も言い飽あきたのか、口数こそ少なくなっていたが、欲よつ求きゆう不満の魔ま剣けんは心花の右手を見て涎よだれを垂らさんばかりだった。

〝おいしそう……これ食べたい……食べたいよう……〟

（おい、こら、しっかりしろよ）

〝うるさいわね……これでも……我が慢まんしてるのよ……〟

　実際には吏玖が抜ぬかなければ《夜来たる》は何もできないのだが、不安になる目つきだった。

　心花に見えていなくてよかった。

　こんな飢うえた目で見られていては、信しん頼らいも何もあったものではない。

〝おかしいな……どうして食べちゃいけないのかな……意味わかんないな……〟

　──大だい丈じよう夫ぶかな、こいつ。

　吏玖が不安に思っていると、心花がぶるっと身み震ぶるいした。

「……なんだか嫌な視線を感じるんですけど……」

「僕じゃないよ！」

　間かん髪はつ容いれずに否定して、余計に疑わしげな目で見られる吏玖だった。




　心花の家は、ターミナル駅から歩いて二〇分ほどのマンションにあった。

　聞けば、事故に遭あって以来、一度も帰っていないという。

「誰だれかに待ち伏ぶせされてるんじゃないかと思うと、帰れなくて」

　心花は言葉少なに語った。

　搬はん送そうされた病院で襲しゆう撃げきを受けて逃げ出し、それ以降ずっと、大声で吼ほえる新しい右手を抱かかえたまま、次々に襲いかかる謎なぞの敵から逃げ回っていた──と。

　それが「魔剣」なるものであり、敵が「魔ま剣けん遣つかい」であるということを知るに至るまで、一体どれほど心細かったことだろうか。

　自分の身に置き換かえても、想像が追いつかなかった。

　エレベータで七階まで昇り、ドアの前で立ち止まる。

「ちょっと待っててもらえますか」

「え、うん」

　心花は鍵かぎを差し込み、少し逡しゆん巡じゆんしてから、ドアを開けた。

　開け放った戸口を前にして、心花はしばらく立ちすくんでいた。

　玄げん関かんには、何足もの靴くつが雑然と並んでいる。

　黒い革かわ靴ぐつ。クリーム色のパンプス。踵かかとの潰つぶれたスニーカー。

　心花の目は、スニーカーの上で特に長い時間留とどまっていたようだった。

　下げ駄た箱ばこの上にはガラスの一いち輪りん挿ざしがあったが、飾かざられていた花は干ひ涸からびていた。

「…………大丈夫？」

「…………何がですか」

　吏玖の問いかけに、心花が平板な声で答える。

「心花ちゃん──」

「あの、あんまりそういう風に呼ばないでもらえませんか。すみません」

「あ……うん」

　誰もいない家の中を睨にらみ付けて、心花はすうっと息を吸った。

　それから、まるで水に潜もぐるみたいに息を詰つめたまま、敷しき居いをまたいだ。

　ドアが閉まり、こわばった背中が見えなくなった。

「…………はあ」

　吏玖は思わずため息をついて、ドアの横の壁かべにもたれかかった。

　心花が家族を失って、まだ日が浅いのだ。

　事故以来というと、一ヶ月ぶりの帰宅ということになる。

　前回心花がこの家を出たときには、家族と一緒だったのだ。

　それが今では、吏玖と同じ…………

〝何よ、辛しん気きくさい〟

　通路の向かいの壁に背中を預けて、《夜来たる》がつまらなそうに言った。

「ほっとけ。おまえにはわかんないよ」

〝わっかんないわね、ぜーんぜん。家族なんていないしー〟

「じゃあ、黙ってろよ」

〝ふん、ばっかみたい〟

　心がだいぶささくれだった吏玖と《夜来たる》は、通路の幅はばのぶんの距きよ離りを隔へだてて睨み合う。

　次なる言葉の刃物が口から飛び出そうとしたそのとき、二人は同時に、弾はじかれたように振ふり向いた。

　通路の向こう端はしに、背の高い影かげが立っていた。

　髪かみの長い、女だ。

　背後の窓からの光で顔は影かげになっているが、口くち許もとが吊つり上がって、笑いを形作っているのはわかった。

「やァッと来たニャア」

　ローテンションな、それなのに楽しそうな声で、女は言った。

「兄さん、早瀬吏玖だよネェ？　んで、一いつ緒しよにいたのは貫肌心花──そうだろ？　ここに来れば遭えると思ってたけど、待ちくたびれたァ。もっと早くおいでヨウ」

　だらだらと喋しやべりながら、女が通路を歩み寄ってくる。

　近づくにつれて、服装が見えてきた。

　日に焼けていない蒼あお白じろい肌はだをなぜか水着で包み、その上からエプロンをつけている。

　歩くと、体中のエスニックなアクセサリーがチャリチャリと音を立てた。

　頭の上には、どういうわけかガスマスクが載のっていた。

　異様、としか言えない格好である。

「だ……誰だ、あんた」

「ワタシァ、我が牙が理り──兄さんもご存じの、〈兵器廠アーセナル〉の者もんサ」

　女はそう名乗った。
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「そイで、こいつが──《フィアサム・エンジン》だヨウ」

　我牙理の手には、変わった得物が握にぎられていた。

　木製の棍こん棒ぼうの両側にびっしりと鮫さめの歯が並んでいる。

　金属加工が発達しなかった南洋の島々で使われた剣けん──テルビューチェだ。

　言うまでもなく、魔剣である。

　我牙理の背後に、暗い海中からゆっくりと近づいてくる鮫のような幻像ヴイジヨンが浮うかび上がっていた。

〝来た──────!!〟

《夜来たる》の顔が、ぱあっと明るくなった。

　満面の笑えみで吏玖を見て、幻像が消えた。

　頭の中に興奮した声が響ひびき渡わたる。

〝これは！　これはいいよね、折っても！　ギッタギタにしてやってもいいよねぇ、リク！〟

（…………よさそうだな）

　どう見てもまともな奴やつではないし、味方でもない。

　敵だ。

　吏玖は《夜来たる》を抜ばつ刀とうする。

　左の手のひらから刀身を露あらわにした魔剣は、戦いに逸はやり立って、ぴりぴりと震ふるえていた。

「それが《夜来たる》？　きれいだニャア。羨うらやましいニャア」

　我牙理は舌なめずりをする。

「戦う前に、ひとつ訊きいていい？」

「ニャ？」

「なんでそんな変な格好してるんだ？」

「変な格好とは失礼だニャア。これでも合理的なんだヨウ」

「どこが!?」

「血が撥はねるからサァ。ちゃんとエプロンつけとかないとネェ」

　そう言うと、ガスマスクを顔に引き下ろして、くぐもった声で続けた。

「破は片へんも返り血も、これでダイジョーブ。さ、やろうかァ」

《フィアサム・エンジン》を引っ提さげて、我牙理が間合いを詰めてくる。

〝リク、はやく！　はやくヤっちゃおう！　簡単だよあんなの！　木と骨でできてるとか、どんだけ軟やわらかいの？　舐なめてんの？　ねえ？〟

（わかったから、落ち着けって）

　興奮する魔剣をいなしつつ、吏玖は下段に構えて様子を窺うかがう。

　隙すきだらけのように見えるが、相手も魔剣遣いだ。どんな異能を持っているか知れたものではない。

「どうしたのォ、兄さん。怖こわいのォ？」

　我牙理が言ったそのとき、心花の家の中から、慌あわてたような足音が近づいてきた。

「吏玖さん？　どうかしました？　誰かそこに──」

　不ふ審しんそうな心花の声。

　──まずい！

　吏玖はとっさに《夜来たる》を持ち上げ、ドアの錠じよう前まえ部分に横から切っ先を突つき入れた。

　手て許もとで柄つかを回し、切っ先で金属の中をくじる。

　内部の機構がねじれて破は壊かいされた錠前から刀を引き抜くと、間かん一いつ髪ぱつ、ドアノブが回りかけて、途と中ちゆうでひっかかった。

「吏玖さん!?」

　ドアノブがガチャガチャと虚むなしく音を立てる。

「来るな！　敵だ」

　吏玖は声を張り上げる。

「そうだヨウ、敵が来たヨウ」

　我牙理は相変わらず温度の低い煽あおり口調だ。

「ついでに言うと、メインの目当ては心花ちゃんの方なんだヨウ」

「なに？」

「鋳いる流るちゃんが面つらァ見たいってサァ」

「……そうは、させないよ」

　吏玖は《夜来たる》を構え直す。

「かァッこいいニャアア」

　我牙理がテルビューチェを振り上げ、振り下ろした。

　薪まきを割るみたいな無造作な動きだ。

　テルビューチェの先せん端たんは鉤かぎ状に湾わん曲きよくして、バールのような形になっている。そこに植えられた特大の鮫歯が、吏玖の脳天に迫せまる。

　吏玖は左ひだり半はん身みに体たいを開いて攻こう撃げきをかわしつつ、降りかかる鮫歯の先端へ斬きり込むように切っ先を突き上げた。皮ひ膚ふに触ふれれば深い切り傷を作るであろう鋭するどい歯も、《夜来たる》のこの世のものならぬ鋼はがねと打ち合っては、とても抗こうしきれまい。

「ニャアッ」

　我牙理が手首を返した。

　テルビューチェの湾曲部に、《夜来たる》がひっかかった。

「ギハッ。かーかったニャアア」

「…………!?」

　違い和わ感かんに飛び離はなれようとしたときには遅おそかった。

　テルビューチェの刀身が、縦に、裂さけた。

　吏玖が斬ったのではない。

　魔ま剣けんがみずから、形を変えたのだ。

　吏玖は、何段も何段も重なり合った鮫の歯によって形作られた長大な顎あぎとの前に立っている自分に気付いた。

　もはやただのテルビューチェではなかった。

　いまやそれは──チェーンソーだった。

　木でできた本体に、毛羽立った紐ひもで無数の鮫の歯が固定されている、チェーンソーだ。

　我牙理の背後で、ヴィジョンの中を泳いでいた鮫がこちらを向いてゴバリと口を開けた。

　回転鋸のような歯列が並ぶ異形の口こう腔こう──古生代ペルム紀の鮫、ヘリコプリオン・ベッソノヴィイであった。

《フィアサム・エンジン》の名の示す通り、原動機の駆く動どう音が鼓こ膜まくを叩たたきつけたかと思うと、鮫歯の列が猛もう然ぜんと回転を始めた。

《夜来たる》を、その顎にがっちりと捕とらえたまま。

〝ァァァアアアアアアアア────────ッ!!〟

《夜来たる》の凄すさまじい悲鳴が脳内で爆ばく発はつした。

〝痛い!!　痛い!!　痛い痛い痛い痛いいいいいいいィィィィィ────────ッ!!〟

　回転する鮫歯が《夜来たる》の鋼をガリガリと削けずっている。

　薄うす暗ぐらい通路に飛び散る火花は、夜色の刀身から飛び出してくる流星のようだった。

〝取って！　これ取って！　リク！　これ嫌いやだ、嫌だアアアアァァァ────ッ!!〟

「くっ……!!」

　言われるまでもない。吏玖は渾こん身しんの力を込めて《夜来たる》を引き抜ぬこうとしていた。だが、鮫の顎はびくともしない。

「ギハハハ。恐おそれろ！」

　我牙理の高笑いが響き渡る。

「そのまま嚙かみ砕くだいちゃうニャア、《フィアサム・エンジン》！」

〝だめダメだめダメだめこれだめ折れる折れる折れちゃう折れちゃう折れちゃうよう〟

《夜来たる》が怯おびえて泣き叫さけんでいる。

「くそ……離せええッ」

「はーなさないニャー」

　我牙理が一歩一歩前進し、吏玖は為なす術すべなく後退する。

《夜来たる》は泣き叫び続け、その刀身は容よう赦しやなく削られていく。

　──やばい、このままだと……。

　折れる。

《夜来たる》が、折れてしまう。

　そのときだった。

　通路に別の衝しよう撃げき音が鳴り響いた。何かが吏玖と我牙理の間を横切って飛び、壁かべにぶつかって跳はね返った。

　床ゆかに落ちたのは、紙くずのように丸まった金属塊かい──

　潰つぶれて変わり果てた姿のドアノブだった。

　もう一度衝撃音が鳴り、心花の家のドアそのものが、戸口からちぎれて吹ふっ飛んだ。

　真ん中からひしゃげたスチール製のドアが宙に浮いて、吏玖と我牙理に向かってくる。

《フィアサム・エンジン》が顎を開き、《夜来たる》を解放した。

　勢い余って吏玖は後ろに倒たおれる。

　迫り来るドアに向かって、我牙理が《フィアサム・エンジン》を突き出した。

　高速回転する鮫さめ歯ばが、耳をつんざく騒そう音おんを上げながら、スチールを嚙み切った。

　真っ二つになったドアが床を打つ。

　戸口には、右みぎ拳こぶしを打ち出したままの姿勢で、心花が立っていた。

　目の前に現れた異様な敵に驚おどろいたのか、目を丸くして固まっている。

「心花！　逃にげろ!!」

　吏玖は叫ぶ。

　倒れた吏玖にちらりと目をやって、心花は──なんと、逃げるどころか、拳を握にぎり直して前に出た。

　右みぎ腕うでを振ふりかぶると、《象られた力》が打だ撃げき力りよくを孕はらんで光る。

　ガスマスクの中で、我牙理の目が輝かがやいた。

「心花ちゃんかっこいい！　ステキカワイイ！　愛してるニャー！」

「馴なれ馴なれしく……呼ぶなあ──ッ!!」

《象られた力》が放たれて、通路の空気がズンと鳴った。

　拳が壁を打ち、マンションが土台から震しん動どうした。

　殴なぐられた壁には、まるで隕いん石せきでもぶつかったようなクレーターができていた。

「このっ……」

　打だ撃げきをかわした我牙理に第二撃を加えるべく、心花がふたたび右手を引き戻もどす。

　その手に、鮫が嚙みついた。

「あっ!?」

《フィアサム・エンジン》の顎が、《象られた力》を捕らえていた。

　歯列がぎゅるっ、とわずかに回り、咬こう合ごうが深くなる。

「く……あっ…………!!」

「甘あま嚙がみ～」

　我牙理が目を細めて言った。

　心花の右腕を捕らえたまま、《フィアサム・エンジン》を持ち上げる。

「痛いかニャア～？」

「あ、あっ！　くうっ…………うああっ！」

　右腕一本で吊つり上げられて、心花が苦痛に身み悶もだえる。

「やめろ！　その子を離せ──」

　吏玖は起き上がろうとして、違和感に気付く。

　身体からだが重い──戦せん闘とう中は増ぞう幅ふくされていたはずの身体能力が、元に戻っている！

《夜来たる》に目を落とすと、刀身はひどく削れて傷だらけで、埃ほこりにまみれて真っ白だ。

　傷そのものよりも、むしろ、その汚よごれにショックを受けた。

　あの美しかった夜の色の鋼が、こんな風に汚れるなんて。

「護まもれなかったニャア、兄さん」

　ガスマスクを撥はね上げて我牙理が顔を見せた。

　チェシャ猫ねこみたいに笑っていた。

「情けないニャア。ギハハハ。心花ちゃんもらっていくから、よろしくニャア」

「ま、待て」

「待てないニャア。心花ちゃん、お手々繫つないで行こうねェ」

「う、ぐ」

《フィアサム・エンジン》が変形し、テルビューチェに戻った。形が変わっても、《象られた力》は鮫の顎に咥くわえられたままだ。

　我牙理は心花の足が地面に着くまで下ろすと、武器で摑つかんだ手を引いた。

　心花は我牙理に引かれるまま動くしかない。苦痛に喘あえぎながら、よたよたと我牙理の後をついていく。

「さーらばだニャア」

　心花を連れて、我牙理は姿を消した。

　マンションの非常ベルが鳴っていた。

　上下の階から、混乱する住人の声が聞こえてくる。

　この場を離れなければ。

　気力を振り絞しぼって立ち上がった。

〝あうう……。いだい……いだいよう……〟

　べそべそ泣いている《夜来たる》を納めて、吏玖はよろめきながら階段を下りた。

　────負けた。

　吏玖と《夜来たる》は、完かん膚ぷ無なきまでに、敗北したのだ。







　第四章　泣きじゃくる魔剣
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「《夜来たるNightfall》！　《夜来たる》、大だい丈じよう夫ぶか!?」

〝大丈夫じゃないぃ…………〟

　情けない声で魔剣が呻うめく。

〝ううう……リクぅ……いだいよう……〟

「ちょっと待て、いま見てやるから」

　あたりに人がいないことを確かく認にんしてから、吏り玖くは傷ついた《夜来たる》を抜いた。

　マンションからさほど離れてはいない、寂さびれた神社の境けい内だいである。

　手のひらから現れた《夜来たる》の刀身に刻まれた無む惨ざんな傷を目まの当たりにして、吏玖は改めて愕がく然ぜんとする。

　夜を映す鏡のようだった鋼はがねは曇くもり、心しん金がねまで食い込む無数の歯形でささくれていた。

　あのまま《フィアサム・エンジン》の顎あぎとに捕らえられていたら、真っ二つに嚙み切られていただろう。

〝ね、ねえ、どうなってるの、私……？〟

《夜来たる》の幻像が、顔を覆おおった姿で現れた。

「…………ひどいな」

　吏玖の言葉に《夜来たる》の肩かたがびくりと震ふるえた。

　顔を覆った手が動いて、指の隙すき間まから目が覗のぞく。

　その視線がおそるおそる自分の刀身に向けられたかと思うと、またぴたりと指が閉じた。

　幻像がその場にがっくりとしゃがみ込む。

〝あうう～～。いだいよう～～。ひどいよう～～〟

　またべそべそ泣き始めてしまった。

　泣きこそしなかったが、吏玖も途と方ほうに暮れていた。

　こんな心細さは、《夜来たる》と出で逢あって以来だ。

　──どうしたらいいんだ？

　どうしたら？

　連れ去られた心花このかのことも心配だったが、傷ついた《夜来たる》のことで頭がいっぱいで、思考が空転するばかりだ。

　これだけズタズタになった刃はで、他ほかの魔ま剣けんと斬きり合うことができるとは思えない。

　まして、相手があの恐おそるべきチェーンソーともなれば、触ふれることさえ自殺行こう為いだ。

　しかも今の《夜来たる》は、吏玖の身体能力を増幅することもできなくなっている。

《夜来たる》が啜すすり上げるのを聞きながら、吏玖は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

「早はや瀬せ！　ここにいたか」

　声をかけられてようやく、背後の気配に気付いた。

　簡素な木の鳥居をくぐって近づいてきたのは、才さい森もりだった。

　吏玖の手の上の傷ついた刀身を目にして、足が止まる。

「……早瀬、それは」

「才森…………」

　才森の眉み間けんにきゅっと皺しわが寄った。

「なんという情けない面つらをしているんだ」

　つかつかと歩み寄って、刀身に顔を近づける。

「ふむ……ひどくやられたものだな」

〝うえええ～～〟

「治るまでには少しかかるだろうが……」

「治る？　治せるのか、これ!?」

　勢い込んで訊たずねる吏玖を面めん倒どうくさそうに見やって、才森は頷うなずいた。

「ああ、治る」

（おい、よかったな！　治るってよ、《夜来たる》！）

〝えっ、ひっく、治る、の？〟

《夜来たる》が涙なみだで濡ぬれた顔を上げた。

「どうすればいいんだ？」

「放ほうっておけばいい、そのうち自己修復する」

「ど、どれくらいかかる？」

「そうだな……これほど傷つけられていると……」

　才森は難しい顔をして答える。

「まあ……一ヶ月も見ておけばいいんじゃないか？」

「一ヶ月!?　そんなに!?」

〝うえぇぇぇぇ～～〟

《夜来たる》はまたも泣き崩くずれ、吏玖は唇くちびるを嚙かんだ。

「それじゃ……間に合わない」

「何に？」

「連れ去られたんだ、あの子を」

「そのようだな。まったく──」

「──まったくもって、無ぶ様ざまよね！」

　突とつ然ぜん、才森とは別の声が降ってきた。

　振ふり返った目に飛び込んできたのは、鳥居の上に立っているポニーテールの少女の姿だった。

〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉のもう一人のエージェント、竜胆りんどうめらだ。

　腰こしに手を当ててふんぞり返り、高いところから見下ろして、実に偉えらそうな態度である。

　古くなった鳥居が足あし許もとでぐらぐら揺ゆれている。

「……危ないぞ」

　才森が冷静に指し摘てきすると、竜胆の額にぴきっと青筋が立った。

「うっさい！　おまえに言われなくても、うおうっ」

　喋しやべっている途と中ちゆうでバランスを崩し、あまり美しいとは言えない悲鳴を上げて落ちた。

「……………………」

「……………………」

　吏玖と才森が無言で見守っていると、立ち上がって、傲ごう然ぜんと肩をそびやかし、さも最初からこうするつもりでしたよ、という顔で歩み寄ってきた。

　頭二つくらい下の位置から、竜胆は吏玖を馬ば鹿かにしたような目で見上げた。

「はん。情けない面をして──」

「それは私がさっき言った」

「うっさい！　何度言ってやったっていいでしょっ！」

　口を挟はさんだ才森に嚙みついてから、吏玖に目を戻もどす。

「早瀬とかいったっけ。護まもるべき相手をむざむざ目の前でさらわれたんだ？　ふう───ん。悔くやしいね～！　恥はずかしいね～！」

「…………！」

　思わず言葉に詰つまる吏玖を小気味よさそうに眺ながめて、竜胆はさらに続けた。

「いまごろどんな気持ちでいるかな、あの子？　泣いてるかもね！　助けて、助けてって！　ふふふ、悔しいね～！　こんなところでぼやぼやしてて、いいのかな～？」

「言われなくても……！」

「言われなくても、どうする気？　頼たよりの魔剣はボロボロで、ちょいとつつけば折れそうな有様じゃない」

　竜胆が本当に指でつつこうとするので、吏玖は慌あわてて刀を引く。

「やめろ！」

　大声を出すと、竜胆がびくっと手を引っ込めた。

「あっごめんなさい」

　虚きよを衝つかれたようにそう言って、はっと口を覆う。

「……………………」

「……………………」

「ふ……ふん。いい教訓になったでしょ？」

　あからさまに動どう揺ようしながらも、竜胆は罵ば倒とうを続けようとする。

「この辺はね、おまえみたいなシロウトがうろつく場所じゃないんだから──」

「この辺って？」

　首を傾かしげる才森。

「こっ、この辺ってのは……この辺よ！」

　もうグダグダである。

「そ、それもこれも、おまえと才森の怠たい慢まんが原因なんだから！　無能どもめ！　この竜胆めらが、《象られた力ジヤガーノート》を取り戻してあげるから、指をくわえて見てなさい！」

　ここぞとばかりにふんぞり返った。

「……………………」

「……それはいいが、竜胆」

「なによ!!」

　才森が変わらぬ調子で言うのに、竜胆がほとんど自棄やけ気味に応じる。

「《象られた力》を追うつもりなら、なぜこんなところで油を売ってる？」

「なっ……」

「早く行かなくていいのか？」

「ううう、うるさい！　言われなくても…………!!」

　こいつ殺してやりたい、という思いがたっぷりこもった視線を才森に向けてから、竜胆は踵きびすを返した。ぎくしゃくと歩み去りながら毒づく。

「……スカした態度も今のうちよ。そうやってせいぜい……せいぜい、スカしてればいい！」
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「え？　どういう……」

「[image: あ濁音]──！　[image: あ濁音]──！　うるさ──い!!」

　才森が言い終わらないうちに、竜胆は両手で耳を塞ふさいで走り去ってしまった。

　あとには呆然とした静せい寂じやくが残された。

「……なんだ、今の」

　吏玖の呟つぶやきに、才森がため息をつく。

「あれは……残念な奴やつなんだ」

「おまえが言うのか、それを」

「ん？　どういう意味だ？」

「……いや、忘れてくれ」

　才森のきょとんとした顔は、自分の性格にあまり自覚的でないことを物語っていた。

「なんだかよくわからないが……まあいい。私ももう行く。竜胆にはああ言ったが、連れ去られた魔剣を放置するわけにも行くまい。〈兵器廠アーセナル〉──何者か知らんが、奴らに折られないうちに、《象られた力》を〈火神結社〉の手で確保する。早瀬、おまえは……」

《夜来たる》の刃をちらりと見て、才森は続けた。

「……余計な真似まねをするな、と念を押す必要はなさそうだな」

「才森」

「なんだ？」

「あの子を助けに行く、とは言わないんだな」

　吏玖の言葉に、才森は眉まゆをひそめた。

「何の話だ？」

「確保するってのはつまり、《象られた力》が無事ならそれでいいってことだろ？」

「…………」

「わかってるはずだよな。《象られた力》は、心花の右手そのものだ。奪うばうのか、それを」

「……………………」

「才森！」

「…………君にも、機会は与あたえた」

　才森は吏玖と目を合わせず、鳥居の方へと戻り始めた。

「貫肌ぬかだ心花を護ることに失敗し、魔剣を損そこなわれたのは君だ。今の君は戦えない。戦えない魔ま剣けん遣つかいに発言権はない──悪いが、君がなんと言おうと、我々のやり方でやらせてもらう」

　参道を歩み去る才森の背中を、吏玖は言葉もなく見送った。

「…………くそっ」

　毒づいてみても虚むなしい。

　才森の言う通りだ。

　心花を護れなかったのは、自分なのだ。

「──《夜来たる》」

〝ううっ、なによう……〟

「力を貸してくれ」

〝何しろってのよう。痛いよう。戦えないよう〟

「戦わなくていい。心花を──《象られた力》を、捜さがしてほしいんだ」
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《夜来たる》には、他ほかの魔ま剣けんの居所を探査サーチする能力がある。

　魔剣という種族すべてに備わった能力なのかどうかは知らないが、《夜来たる》がそれを得意としていることは確かだ。

　しかし、刃はを傷つけられたことによるものか、その感度はひどく落ちているようだった。

〝うー、わかんないよ、リク。あいつの声、聞こえない〟

「だめか？」

〝なんとなく遠くから聞こえてくるような気もするんだけど、集中できない……〟

「そうか……」

　吏玖は《夜来たる》を下ろして考え込んだ。

　薄うす暗ぐらくなってきた境けい内だいに吹ふく風が冷たい。

　魔剣の発する歌の中でも、《象られた力》のそれは、相当でかい。鋳いる流るによれば《夜来たる》もかなりうるさい方であるようだが、《象られた力》の瞬しゆん間かん最大出力はそれを上回る。

　あれだけ騒そう々ぞうしい魔剣である。傷を負って探知能力が落ちているとはいえ、手がかりくらい摑つかめると思ったが……

　しばらく考えてから、吏玖はふたたび《夜来たる》に話しかけた。

「もう一度やってみよう」

〝無理だよう～～。遠いと、ただでさえわかりにくいんだから～～〟

　いつもとは違ちがって、すっかり弱気な《夜来たる》である。

「おまえらしくないな。ちょっと傷ついたからって──」

〝ちょっとじゃない～～。ひどい～～〟

「ちょっとじゃないな。ごめん」

　人をさんざん惰だ弱じやく者ものとか煮にえ切らないとか罵ののしっておいて……という思いはなくもなかったが、泣かれてしまうと調子が狂くるう。膝ひざを抱かかえてすんすん言っている姿は、ひどい目にあって悲ひ嘆たんに暮れる女の子そのものだ。

　なんとかしてやりたい、と思っている自分に気付いて吏玖は驚おどろく。

　日ひ頃ごろさんざん罵りあっているのに、いざとなるとこういう思いが出てくるのは、情が移ったのか、それとも──騙だまされているのか。それを判断する手がかりは、今のところ何もない。

　しかし、いまこのときは、連れ去られた心花の行方ゆくえを追うのが先決だ。

「頼たのむよ、《夜来たる》。おまえの代わりに僕が頑がん張ばるから」

〝え？〟

　賽さい銭せん箱の前にぺったりと座った《夜来たる》が、戸と惑まどった顔を上げる。

〝リクが頑張るって、どういうこと？〟

　吏玖は《夜来たる》の隣となりに腰こしを下ろして、刀身を膝の上に載のせた。

「おまえは捜さなくていい。ただ、おまえが知覚してる情報を、僕に流し込んでくれ」

「えっと、また私の知覚全部、吏玖の目の中に突っ込めばいいの？」

「い、嫌いやな表現するな……」

　吏玖はちょっと怯ひるむ。物ぶつ騒そうな表現もさることながら、《虎よ、虎よTiger-Tiger》と戦ったときのことを思い出したからだ。

　吏玖の視覚を完全に魔剣のそれに明け渡わたしたあの体験の記き憶おくは、今となっては夢のようにおぼろげだが、人間ではない存在の目で世界を見るのは、人間ではないものになるのと同じだった。吏玖の世界認にん識しきを根本から揺ゆるがすような体験──何より怖こわいのは、それが決して不快ではなかったことだ。

「……あれは怖いから、いい。そうじゃなくて、おまえが他の魔剣を見つけるときに使ってる感覚あるだろ。相手の声を聞くやつ。それだけこっちに流してくれ。そうすれば、僕がその中から《象られた力》を捜してみるから」

〝リクにそんなこと、できるの？〟

「わかんないけど、試ためしてみる」

〝まあ、それくらいなら……。じゃ、いくよ？〟

　その言葉と同時に、この世の外で吏玖と《夜来たる》を隔へだてる壁かべが開いた。

　何かが流れ込んでくる感覚がして、知覚できる空間が一気に拡ひろがる。これもまた、既き存そんの言葉では説明しづらい感覚だ。喩たとえるなら、人間の限界を超こえた遥はるか先まで耳を澄ますようなものか。人間にレーダーが備わっていたらこんな感じかも──というのが、吏玖の語ご彙いで思いつく精せい一いつ杯ぱいの表現だ。

　魔剣からダウンロードされてきた情報空間を見み渡わたして、吏玖は思わず呻うめいた。他の魔剣を捜すために、この知覚を以前にも使ったことはあるが、そのときに比べると精度が極きよく端たんに落ちている。これほどのノイズの中から《象られた力》を見つけるのは、モザイクのかかった画像をピクセル単位で元通りに復元するくらい面めん倒どうそうだった。

「なるほど……。これじゃ、わかるわけないな」

〝でしょ～～？　うう……もう閉じるよ？〟

「いや、待った。少し頑張ってみる」

〝ええ、本気？　無理だと思うけど……〟

「ダメもとだ。おまえは休んでていいよ」

〝うん…………〟

《夜来たる》は口を閉じて、賽銭箱に背中をもたせかけた。

　──さて。

　大きなことを言ってみたものの、状じよう況きようは厳しい。

　自分の視力の及およぶ範はん囲いを超えて遠くを見ようとするときに似て、情報空間の彼方かなたはもどかしく霞かすんでいる。それでも、意識を集中すると、《象られた力》の声が、どこかからかすかに聞こえてくる気がするのだ。心花が助けを求めているに違いないという、吏玖の思い込みが生んだ幻げん想そうでなければだが。

　心花のいる方向だけでもわかれば、《虎よ、虎よ》を狩かったときと同じように、接近しながら居場所を絞しぼり込むこともできるだろう。しかし、その《象られた力》のあるかなきかの声も、ノイズにまぎれてぼんやりと拡散してしまっている。

　──どこにいる、心花？

　吏玖は目を閉じて意識を凝こらす。

《夜来たる》に戦歌ウオークライを唱うたってもらえば、アクティブソナーの要領で、相手の位置を特定しやすくなるかもしれない。だが、それは周辺にいる他の魔剣の注意を引くことにもなる。いまの《夜来たる》と吏玖ではいいカモだ。

　実りのない探たん索さくを続けていると、やがて、敏びん感かんになった知覚に、別の声がしきりに紛まぎれ込んでくるようになった。

〝うう……痛いよう……怖いよう……ううう…………〟

　さめざめと泣いているのは、もちろん《夜来たる》である。

　吏玖に対して言っているわけではないようだが、あまりに辛つらそうなので、吏玖の集中もつい途と切ぎれがちになる。

　──かわいそうだけど、静かにしてくれるとやりやすいんだけどな……。

　思うようにいかない苛いら立だちから、ついそんなことも思ってしまう。

　──ん？

　いや、待てよ？

　ふと、情報空間を寄せては返すノイズそのものに注意を寄せて、吏玖は気付く。

　ノイズの脈打つリズムは、《夜来たる》の泣き声とシンクロしていた。

　すべてを覆おおい隠かくすこのノイズは、《夜来たる》の味わっている苦痛の表れなのだ。

　静かにしてくれ、などと考えていたことに、急に罪悪感を覚える。

　──こんなに辛いのに、悪かったな。

　膝の上に載せた刀身を、なかば無意識のうちに、右手の指先でそっと撫なでた。

　ささくれた金属が指にちくちくする。

〝ひ……っ〟

　隣の《夜来たる》が息を吞のんだ。

「あ、ごめん！　痛かったか？」

〝ううん…………大だい丈じよう夫ぶ〟

　心なしかぼうっとした顔で《夜来たる》は答える。

〝痛くない。安心する〟

「安心する？」

〝傷ついたとこ、あったかくなる……。そういう風ふうに触さわられるの、きらいじゃない〟

「触ってても平気なのか？」

〝うん。そのまま手、当てておいて…………〟

　言われるままにした。

　考えてみると、刀に手の脂あぶらをつけたくなかったので、こんな風に触ったことは今までなかった。鋼はがねの上に指を滑すべらせると、皮ひ膚ふとの境目に仄ほのかな光が瞬またたく。納刀するときに発生する輝かがやきとよく似ていた。

〝ん…………ふう…………〟

《夜来たる》は気持ちのよさそうな声を洩もらし、撫でられるままになっている。

　指先の感覚に集中しようと、吏玖も目を閉じた。

　情報空間のノイズを手がかりにして、丁てい寧ねいに、探さぐるように、《夜来たる》の刀身に指を這はわせる。魔ま剣けんの味わう苦痛は消えこそしないものの、少しずつ落ち着いてきたようだった。

　そのうち、指先に触ふれる傷の鋭するどい縁ふちが、心なしか丸みを帯びてきた。

　──あれ？

　もしかして、傷が治ってきているのか？

　そう思って目を開けた吏玖は、膝の上に載せた《夜来たる》を見てぎょっとした。

　刀身から、夜の色が蒼あお暗ぐらい焰ほむらとなって噴ふき上がっていた。

　次し第だいに夕ゆう闇やみが迫せまりつつある境内に、一足先に夜が訪おとずれたようだった。

　刀の輪りん郭かくは曖あい昧まいに溶とけ、夜の中へとろとろと流れていく。

　あのときと同じだ。

　以前、鋳流の魔剣《虚きよ数すう》と遭そう遇ぐうしたあとにも、《夜来たる》はこんな状態になった。

「おい…………大丈夫か？」

　おそるおそる声をかけると、手の中で刀がもぞりと動いた気がした。

〝んん…………〟

　長なが々ながと身を横たえて微睡まどろむ艶つややかな獣けもののごとく、吏玖の魔剣は身じろぎ、何事か呟つぶやいて、ふたたび眠ねむりの中へと沈しずみ込む。

　──こいつ、魔剣には眠りがないとか言ってた気がするけど……。

　傷ついたときは話が別なのだろうか。

　幻像の方はどうなっているのかと横を見た吏玖は、思いもかけないものを目にして飛び上がりそうになった。

　先ほどまで《夜来たる》の幻像が座っていた場所に、ひときわ濃のう密みつな夜が渦うず巻まいていた。水中に流した墨すみのように優美でとらえどころがなく、形も定さだかではない、夜そのもの。

　その中心に腰を下ろしているのは、まぎれもなく《夜来たる》の幻像である少女の姿だったが、雰ふん囲い気きはまったく違っていた。

　トランス状態に陥おちいった巫女みこめいて、ふうら、ふら、と上体をゆっくりと揺らしていた少女が、白い喉のどをのけぞらせて、く、く、と笑いを洩らした。

　吏玖の見守る前で、少女の幻像はふいと立ち上がる。その細い軀からだに、渦巻く夜がひとりでにまとわりつく。その様は黒くろ無む垢くのドレスとも、風に吹ふきすさぶ襤褸ぼろともつかぬ。

　地面に降りた少女は、軽かろやかに歩を進めて、鳥居の手前で立ち止まった。

　その足が踏ふんだ玉たま砂利じやりは骨こつ片ぺんと化して砕くだけ、冷え冷えとした風に粉となって散った。

　古びた鳥居を彩いろどっていた緑の苔こけがみるみる色いろ褪あせ、枯かれて、雲脂ふけのように剝はがれ落ちた。
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〝手た遊すさびせしは己うぬか、早瀬吏玖〟

　吏玖には背を向けたまま、幻像が言った。

〝中なか中なか、玉ぎよくの扱あつかいに手て練だれたることよ──〟

　首を振ふり向けると、唇くちびるに舌を覗のぞかせ、ぞくりとするほどの流し目で吏玖を見た。

「…………なんだ、おまえ」

　ようやく発した問いに返ってきた答えは、聞き覚えのあるものだった。

〝我は《夜来たる》。早瀬吏玖の魔剣なり〟

「《夜来たる》の中の人、か…………？」

〝中の人など在らざらん。我こそ《夜来たる》なるぞ〟

　音もなく少女が地を蹴けったかと思うと、吏玖のそばにふわりと立った。その表情も口調も、いつもとはまるで異なる。顔をついと近づけて、断固たる口調で畳たたみかけた。

〝何をかく戯たわむれたるか、遣つかい手よ。未いまだ路みち途と上じようなり。汝なんじ、戦うべし。唯ただ唯ただ、戦うべし。蚩し尤ゆうの詛そ、必ず結けつすべし〟

「蚩尤の……詛って？」

〝我らが鍛うたれた因いんなり。斯かくの如ごとし〟

　少女がそう言った次の瞬しゆん間かん。

　吏玖の意識は身体からだから強ごう引いんにもぎとられて、暗くら闇やみの中に投げ出された。

　落ちる、落ちる────星空のただ中を、落ちていく。

　やがて夜の帳とばりを突つき抜ぬけて、眼前に現れたのは、黄おう褐かつ色しよくの大地に幾いく筋すじもの煙けむりを上げる集落の姿。いつの時代とも知れぬ、戦いくさの情景だった。

　かつて《夜来たる》と一いつ緒しよに見た幻視ヴイジヨンだった。

　時間軸じく的には、どうやらあのときの続きを見ているらしい。集落の中心にあるひときわ大きな建物は、戈ほこを手にした多数の兵士に取り囲まれている。人の背せ丈たけの何倍もある分厚い扉とびらは既すでに打ち破られ、地面に横たわっていた。

　建物の中からうねるような群衆の喚おめきが聞こえたかと思うと、獣のものとしか思われない咆ほう哮こうが大気をびりびりと震ふるわせた。柱や梁はりに大きく重いものがぶつかったと見えて、建物が何度も揺ゆれる。

　太い鎖くさりに手をかけた兵士たちが建物の中から走り出てきた。

　何かを外へ引き出そうとしているようだ。

　数十人の男が鎖に取り付き、引く。

　鎧よろいを伝って滴したたる汗あせが陽光にきらめく。

（一体何を……？）

　不思議に思って見ていた吏玖は、ふたたび仰ぎよう天てんすることになる。

　何本もの鎖をかけて戸口まで引きずり出されてきたのは、ある種の巨きよ大だいな──生きものだったのだ。

　扉のあった開口部をくぐりきれず、戸口をがらがらと崩くずしながら、異形の怪物が陽光の下もとにその姿を現した。

　怪物は罠わなにかかった熊くまのように吼ほえ猛たけり、頭を激しく打ち振っていた。

　胴どう体たいは大型の類るい人じん猿えんにも似ているだろうか、毛の生えた逞たくましい獣の身体である。

　腕うでは六本、それぞれの腕に絡みつく鎖に抗あらがおうと暴れている。

　足先は二つに割れた蹄ひづめ。頭部には鹿を想おもわせる枝分かれした角が生えていた。

　顔は煙けむがかかったようにぼんやりと燻くすぶってはっきりしない。その燻りの中に、四つの目が光っている。

　炉ろで熱される鉄の色に光り輝く四つの目が、不意にぴたりと吏玖に据すえられた。

　目が、合った。

　刹せつ那な、それまで激しく動いていた情景が凍こおり付き、耳元で《夜来たる》の声が囁ささやいた。




〝蚩尤なり〟




　視点が上じよう昇しようする。凍り付いた情景が、みるみるうちに遠ざかっていく。

　上へ、上へ、ふたたび夜の中を舞まい上がり──

　──もとの身体に、戻もどってきた。

　少女は吏玖の目の前に立ち、超ちよう然ぜんとした微笑ほほえみを浮うかべて言った。

〝汝、早瀬吏玖、蚩尤の徒とよ、戦うべし。相あい戦うべし。それこそ汝の使命なり〟

　次の瞬間、少女を取り巻いていた夜の渦うずが、ふいに消え去った。

　あの強きよう烈れつな存在感、威い圧あつ感かんも、同時に拭ぬぐい去るように消えていた。

　取り残された《夜来たる》の幻像が、その場にぺたんと座り込む。

〝…………あれ？〟

　ぱちぱちと瞬まばたきをして、目の焦しよう点てんが合った。

〝あれ？〟

　きょろきょろ周りを見回して、訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。

〝あれえ…………？〟

「……大丈夫か？」

〝変なの。また意識が飛んでたみたい〟

　小首を傾かしげる《夜来たる》の視線が、吏玖の膝ひざの上で止まる。

〝…………あ〟

　見下ろすと、刀身から噴き上がっていた夜の焰は収まっていたが、代わりに蒼あおい鋼はがねの上を、星の光が飛び交かっていた。

　夜光虫のように傷口に集まって、次々と音もなく弾はじけていく。

「何だろう？　治り始めてるのかな」

〝わかんないけど……さっきより少しは楽になったみたい〟

《夜来たる》は立ち上がり、空に向かって首を回めぐらした。

〝今なら、あいつの行方ゆくえ、追っかけられるかも〟

「そうか……じゃ、頼たのむよ」

〝しょうがないわね〟

　吏玖は少女の言葉を思い出していた。

　──汝の使命なり。

　使命だって？

　誰だれが決めたんだ、そんなものを？

　ありがたく受け取れとでも言うのだろうか？

　一連の出来事の裏にどんな仕し掛かけがあるのか知らないが、他人の決めたゲームのルールに振り回されているようで、嫌いやな気分だ。

〝見つけた！　手こずらせたわね、ふふふ…………あのおもしろ民芸品も、あのクソ女もぶっ殺してやる。バラッバラにしてやる…………!!〟

　傷が治ってきたと思いきや、言動がますます不ふ穏おん当とうになってきた《夜来たる》に不安を覚えつつも、《象られた力》と心花を追うべく、吏玖は腰こしを上げた。




　　　　３．




「手て荒あらな真似まねをして悪かったわね」

　誠意のない謝罪の言葉を、心花は絨じゆう毯たんの上に組み伏ふせられたまま聞いた。

「我が牙が理りはいつもやりすぎるのだけれど、大だい丈じよう夫ぶ？　どこか痛くしてないかしら？」

「…………」

「あら、無口なのね。何か言いたいことがあるなら、遠えん慮りよせずにどうぞ？　あんた誰ーとか、ここどこーとか」

「ぐ…………」

　絨毯になかば顔を埋うずめたまま、心花は呻うめく。黙だまりたくて黙っているわけではない。苦痛のあまり声が出せないのだ。

　背中に回した右手にがっちりと食い込んだ鮫さめの歯が、絶え間ない痛みを送り込んでくる。骨まで響ひびく痛みだった。右手そのものに成り代わった《象られた力》は、まるで本物の右手であるかのように痛覚を具そなえていた。左手は解放されているが、何ができるわけでもない。絨毯の毛を握にぎりしめて、心花は苦痛に耐たえる。

「ちょっと、この子、顔真っ青よ。少し緩ゆるめてあげて」

「心花ちゃん抵てい抗こうするから、油断できないニャア」

「大丈夫よ。いるるがコントロールできる」

「暴れても知らないヨウ」

　背後の我牙理がそう言うと、右手の縛いましめが緩んだ。

「うあっ！」

　歯が離はなれた瞬間に苦痛の波が来て、思わず悲鳴が漏もれる。突っ伏ぷしたまましばらく動けない。

　ようやく身体を動かせるようになって、慎しん重ちように顔を上げた。

　広い部屋だった。どこの金持ちのお屋や敷しきかと思うような内装である。

　壁かべに大きな暖だん炉ろがあり、熾おき火びの熱が伝わってくる。

　壁かべ際ぎわのテーブルにはバラの花束が生けられて、部屋に彩いろどりを添そえていた。

　心花は、ガラステーブルを囲んで置かれた革かわ張ばりのソファのそばに跪ひざまずいていた。

　テーブルの反対側で、白いパーカーの少女が、精せい緻ちな彫ちよう刻こくの施ほどこされた椅い子すに座って足を組んでいた。

「鋳いる流るよ」

「え？」

「私の名前」

　疼うずく右手を押さえて、心花は立ち上がる。

　鋳流と名乗った少女は、それを止めようとはしなかった。

　鋳流の椅子の後ろには、白人と黒人の巨きよ漢かんが壁のように立っていた。背後からは我牙理の視線を感じる。

　──一対四。

　怯おびえて毛を逆立てながらも、心花は周りに目を走らせる。窓はない。出口は──右側にある分厚そうな両開きの扉。

　心花の視線の動きを追ったか、鋳流がくすりと笑った。

「まあ、落ち着きなさいな。立ってないで、座って──」

　心花には落ち着くつもりなどない。扉までの間には誰もいない。《象られた力》があれば、扉を破れる。

　鋳流の言葉が終わる前に、地を蹴けった。

　扉を目指して半分まで行かないところで、背中から押し倒たおされた。

　顔面から倒れて火花が散った。上から体重を掛かけられて、肺から空気が押し出される。

「やっぱり油断できないニャア。カワイイニャア」

　心花の背中を膝で押さえて、我牙理が言った。

「いいからおとなしくしてなヨウ。めんどくさいからサァ」

「いぎっ……」

　無造作に右手を嚙まれて、立たされたかと思うと、ソファに突き飛ばされて倒れ込んだ。

「痛つう……」

　右手の痛みもさることながら、ぶつけた鼻を押さえて心花は呻く。触さわった手にぬるりとした感かん触しよく。鼻血だ。

「それでね」

　何事もなかったかのように鋳流が言った。

「いくつか訊ききたいことがあるんだけど、いいかしら？」

「…………なんですか」

「早瀬吏玖とは、どういう関係？」

「なんの関係もないです」

「なんの関係もない？」

「はい」

「家に連れ込まれただけ？」

「……はい」

「何かされた？」

「…………されてません」

「あら、やっぱり初心うぶなのね、あの子」

　不快さを隠かくさない心花の顔を気にするでもなく、鋳流はころころと笑う。

「あの子の魔ま剣けん、見た？」

「…………」

「《夜来たる》よ。あの、きれいな刀」

「見ましたけど」

「じゃあ、戦ったわね？　どうなったの？」

「途と中ちゆうでやめました」

「どうして？」

「私を斬きる寸前に、あの人が刃はを止めたから」

「へえ…………」

　鋳流は目を見開いた。

「よかったわね、まだあの子に理性が残ってて」

「え？」

「魔ま剣けん遣つかいは戦いになると、理性が飛ぶから。あなたもそうでしょ？」

　──そうなのだろうか。

　心花は戸と惑まどう。いままで他ほかの魔剣に襲おそわれたときには、無む我が夢む中ちゆうで抵抗していただけだった。常にパニック状態だったわけで、理性がどうとかいう以前の問題だ。

「あなたを──あなたの魔剣を斬る前に手を止めるのは、かなり難しかったはずよ」

「そう、なんですか」

「ふふ」

　笑われて腹が立った。

「何がおかしいんですか」

「頑かたくなに敬語を使うのね。早瀬吏玖に対してもそんな態度？」

「関係ないでしょう、そんなこと」

「《夜来たる》の刃に、触った？」

「……触りましたけど」

「どんな感じだった？」

　鋳流が身を乗り出してきた。

「熱かった？　冷たかった？　怖こわかった？　痛かった？」

　その鼻はな面づらに一発拳こぶしをお見み舞まいして、鼻血まみれにしてやりたいという思いが頭をかすめる。

「それとも────何か、違ちがった感じは受けなかった？」

「違った感じ？」

「ええ」

「何も──」

「噓だ」

　間かん髪はつ容いれずそう言われて心花は面めん食くらう。

　鋳流は心花の肩かたに手を掛けた。痛いほどに指が食い込む。隙すきだらけの、不用意な接近──だが、心花は攻こう撃げきを忘れていた。鋳流の目の真しん剣けんさに、心花は怯ひるんだ。

「噓をつくな。あの魔剣に触ふれて、何も感じないわけない！」

「そんなこと言われても」

「思い出せ！」

　鋳流が一いつ喝かつすると、ガラステーブルがびりりと震しん動どうした。

　年ねん齢れい、背せ丈たけともに自分とたいして変わらないように見えるのに、この小さな身体からだのどこからこれほどの迫はく力りよくが滲にじみ出るのか。拉ら致ちされてから初めて、心花は苦痛以外の要因で怯えた。

「わ、私は──わからなかった。斬られそうになって……痛かったけど」

「なら、あなたの魔剣はどう？　何か言ってないの？　訊きなさい！」

「訊けない！」

「どうして！」

「《象られた力》とは、話せないの！」

「話せない？」

「私の魔剣、叫さけぶだけだから──！」

　心花がそう言った途と端たん、まるで眠ねむりから覚めた赤ん坊ぼうのように、唐とう突とつに《象られた力》が叫び始めた。

「うっ」

　大出力の「歌」に室内の全員が一いつ瞬しゆんたじろいだ。思わず耳を覆おおうが効果はない。魔剣の歌は通常の意味の音とは違う。

「うるっさいわね！　黙らせて！」

　鋳流に言われるまでもない。心花は右手を抱かかえ込んで言い聞かせる。

（黙って！　黙って！　お願い！　そんなに泣き叫ばれても、私にはどうにもできない!!）

　しかし、《象られた力》の声は止やまない。縛めをほどこうとする獣けもののように咆ほう哮こうする右手の中で、解き放たれようとする力が膨ふくれ上がっていく。

「鎮しずまれ……鎮まれってば！　この…………っ」

　荒あらぶる魔剣の精神状態が伝染したか、心花はほとんどパニックに陥おちいっていた。

「黙だまれえええ────っ!!」

　振ふり上げた右手を、思いっきりテーブルに叩たたきつけた。

　爆ばく発はつしたかと思うような勢いで、分厚いガラスの天板が木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んだ。

　チャリチャリという音が収まると、テーブルのあった場所を中心として、粉々になった破は片へんが、絨じゆう毯たんの上に何重もの輝かがやく同心円を描えがいていた。

「はあ……はあ……」

　心花は息を切らして放心する。

　叩きつけた拳がズキズキと痛む。

《象られた力》は、ようやく静かになっていた。

「ふぅ……なるほどね」

　呆あきれたように息をついて、鋳流が服からガラスの破片を払はらい落とした。

「そういう魔剣に、そういう遣つかい手、か。言葉で訊くのは時間の無む駄だみたいね」

　椅子から腰こしを上げた鋳流にのろのろと顔を向けて、心花は目を見開いた。

　鋳流の手に、刀が握にぎられていた。

　羽う化かしたばかりの昆こん虫ちゆうの羽にも似た、薄うす緑みどり色いろに縁ふち取どられた透とう明めいな刀。

　鋳流の背後に、虚こ空くうの中に佇たたずむ、儚はかなげな顔立ちをした少年のヴィジョンが見えた気がした。

「《虚数》よ。きれいでしょう」

　鋳流はうっとりと言う。

「話が通じないなら、直接探さぐってあげる。この魔剣で、ね」

　凄すさまじい殺気に弾はじかれたように、心花は立ち上がる。

「手を出さないでね。いるるがやるから」

　我牙理と護衛たちに向けてそう言うと、鋳流はゆっくりと近づいてきた。

　二人の靴くつ底ぞこでガラスが鳴る。

「さあ、攻せめがいい？　受けがいい？　いるるはどっちでも──」

　最初の時点で既すでに間合いの内だ。心花はためらわなかった。

　拳を引いて、殴なぐりつけた。

「あら、積極的」

　迫せまる《象られた力》に対して、鋳流は真っ向から《虚数》の切きっ先さきで迎むかえ撃うつ。

　心花は何も考えていない。《象られた力》に引かれるように、自然に身体が動く。

　突つき込む拳を回して腕うでの外側で《虚数》を受け、相手の攻撃の軸じくをずらしながら顔面へ。

　しかし──

「あっ!?」

《虚数》に触れた途端、鋳流の身体がほんの少し沈しずんだかと思うと、足あし許もとから浮うき上がるように心花の身体は吹っ飛ばされていた。

《象られた力》の突とつ進しん力を完全に殺されたばかりか、真後ろに飛ばされたのだ。

　革かわ張ばりのソファに背中から投げ出され、ソファごとひっくり返った。

「くっ」

　起き上がろうとする間もなく、鋳流が飛びかかってきた。

　喉のど元もとめがけて突き込まれる半はん透とう明めいの刃を、とっさに右手で摑つかむ。

　──このまま折ってやる！

　渾こん身しんの力で右手を握りしめようとした瞬しゆん間かん、《虚数》との接せつ触しよく部分に異様な感触を覚えた。

「うわっ！」

　気持ちの悪い虫を摑んでしまったような気がして、思わず振り払おうとする。

　だが、離はなれない。

　それどころか──

「腕が……動かない!?」

　刃を握ったまま動かなくなった《象られた力》の手のひらから、腕をつたって、心花の中に何かが入り込んでくる。

「うわああっ!?」

　おぞましい感覚に思わず悲鳴を上げる。

「なに……なにこれ!?　気持ち悪い！」

「そんなに嫌いやがらないで。いるる悲しいわ」

　心花に馬乗りになった鋳流がねっとりと微笑ほほえんだ。

「《虚数》で犯おかしてあげる、あなたも……あなたの魔ま剣けんも」

「やめて！　離れろ！　離れろっ！」

　振り回す左手はあっさりと押さえつけられた。息のかかる距きよ離りで、鋳流が囁ささやく。

「大だい丈じよう夫ぶ。《虚数》に身を任せて──楽になるわよ」

「いやだ……いやだああ──っ!!」

　絶ぜつ叫きようして身をよじるが、鋳流と《虚数》はびくともしない。《虚数》から入り込んでくる何かが深みへと忍しのび入るにつれて、心花の意識は徐じよ々じよに遠のいていった。







　第五章　魂の半分







　　　　１．




「────これでよしと」

　鋳いる流るが身を起こして、床ゆかに足を下ろした。

　仕事を終えた《虚きよ数すう》は、羽が畳たたまれるように鋳流の拳の中へと消える。

　ソファの上に横たわる心花このかの目は虚うつろに見開かれ、何も映うつしていない。

　胸がゆっくりと上下していることに気付かなければ、死んでいると思うところである。

「収しゆう穫かくはあったかニャア？」

　我が牙が理りの問いに、鋳流は肩をすくめた。

「期待はずれね。魔剣もろともコントロールは奪うばったけど、この子の言うとおり──知性がないわ、この魔剣。騒さわいで暴れるだけ」

「そこがカワイイと思うニャア」

「悪あく趣しゆ味みね」

「ギハッ」

　我牙理は笑って、テルビューチェ形態の《フィアサム・エンジン》を持ち上げる。

　先せん端たんの屈くつ曲きよく部に左手首を通すと、《フィアサム・エンジン》の刀身は柔やわらかく手首に巻き付き、質量保存の法則を無視して小さなブレスレットへと変化した。

　我牙理が腕を下ろすと、鮫さめの歯がじゃらりと鳴った。

「で、心花ちゃんのことどうするつもりだニャア。調教して〈兵器廠アーセナル〉に勧かん誘ゆうコースかニャア？」

「この子面めん倒どうそうだから、いらない」

「殺すなら、ワタシにくれないかニャア」

「どうするの？」

「もちろんたっぷり可愛かわいがってから、《フィアサム・エンジン》でおいしくいただかせてもらうヨウ」

　我牙理のぎらぎらした目は、心花の右手を見つめていた。

　色いろ鮮あざやかな組くみ紐ひもが、鈍にぶく、ゆっくりと脈打っている。

「心花ちゃんも、《象られた力ジヤガーノート》も、すごくおいしそうだニャア……。この手を斬きったら、どんなにキモチイイかニャア…………。心花ちゃん、どんな風に鳴くのかニャア…………」

「よだれが垂れてるわよ」

「ニャッ」

　我牙理は口くち許もとに手をやって赤くなった。

「はずかしいニャー」

「あなたにあげてもいいけど、その前にこの子にはひと働きしてもらおうと思って」

「何をさせる気だヨウ」

「早はや瀬せ吏り玖くと戦わせる」

「ニャ？」

「あいつは、きっとここに来る。この子を助けようとしてね」

「来るかニャア？　《夜来たるNightfall》のこと、だいぶ嚙かみ嚙かみしちゃったから、あいつしばらく戦えないんじゃないかニャア」

「《夜来たる》に触ふれたとき、なんにも感じなかったのよね？」

「だからそう言ってるニャア」

「頭の悪い魔剣にはわかんないのかしらね。《夜来たる》の奇き妙みようさが」

「ギハハ。頭悪いからニャア」

　ふぅ、と鋳流はため息をついた。

「なんにしても……私の見込み違ちがいじゃなければ、早瀬吏玖は追ってくる。さっきだって、あれだけ大声出してたんだもの、いずれ居所を突き止めるでしょ」

「来たらどうする気だニャア」

「この子に逢あわせてあげるわ、敵として、ね──《象られた力》にやられるなら、それまでの奴やつだったってことよ」

　殊こと更さらに冷たい口調で言う鋳流を見つめて、我牙理は首を傾かしげる。

「なんで自分で早瀬吏玖と戦わないんだニャア。いやに回りくどいニャア」

「そう？」

「ワタシの知ってる鋳流は、言うこと聞かない奴はサッサカズバズバ斬り捨てちゃう奴だニャア。どうして自分で早瀬吏玖を殺しに行かないニャア？　最初に遭あったときも見み逃のがしたって聞いたヨウ。らしくないニャア」

「…………いるるが戦うと、殺しちゃうし」

「ニャッ!?」

　我牙理は目を丸くする。

「なによ」

「これはびっくりだヨウ。殺したくないってことかニャア？」

　訝いぶかしげな我牙理の言葉に、鋳流は答えない。

　しばしの間のあと、小さな声で言った。

「もしかすると、あいつは、いるるの本当の──同類、かもしれない」

「ニャ？」

「《夜来たる》に接触したとき、感じたのよ。あの魔剣と、あいつの中を探って、何かを見つけた────それが」

　唐とう突とつに言葉を切った。

「？」

「忘れて。あなたに言ってもしょうがないことだわ」

「忘れたニャア」

　屈くつ託たくなく我牙理は答えた。

「でも、殺したくないなら、なんでワタシや心花ちゃんをあいつにぶつけるニャア？」

　その問いに対して、鋳流は少し考えたあと、壁かべ際ぎわの小さなテーブルを指差した。

　テーブルの上には白い磁器の花か瓶びんがあって、一束のバラが生けられている。

「たぶん…………あれみたいなものよ」

「花がどうかしたニャ？」

「花束、贈おくったりするでしょ。そういう感じ」

　しばらく花を見つめたあとで、我牙理が言った。

「鋳流は、早瀬吏玖に、花束を贈りたいニャ？」

　鋳流は答えない。

「その花束が、ワタシや心花ちゃんってことかニャ？」

「…………好きに考えればいいわ」

「屈くつ折せつしてるニャア」

「あなたに言われたくないわね」

　顔をしかめる鋳流。

「それってつまり…………」

　我牙理は鋳流に顔を寄せ、秘密めかして囁いた。

「つまり……ワタシがあいつを殺してもいいってことニャア？」

　鋳流はしばらく我牙理の顔を見返していたが、やがてふふっと笑って言った。

「いいですにゃあ」

「ワーイだニャア」

　かわいく言って、我牙理は白い歯を見せた。
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（こっちか？）

〝たぶんね〟

　夜のオフィス街を吏玖は歩いていた。

　まだ時間が早く、通りは家路についた勤め人が行き来している。

　さすがに《夜来たる》を抜ぬき身で持ち歩くわけにはいかず、納刀したままでの探たん索さくとなった。

（多分じゃ困るよ。人の命がかかってるんだぞ）

〝人の命なんてどうでもいいわよ。私怪け我がしてるんだから、無む茶ちや言わないでよね〟

《夜来たる》の幻像はいかにも痛そうな顔で、足を引きずりながら吏玖の後ろをついてくる。ときどきよろめいて、あっ、とか小さく叫さけんで転びそうになるという芸の細かさ。

　そもそも歩く必要などないはずなのに。

（あのさ、演出過か剰じようじゃないか？）

　吏玖の醒さめたコメントに、《夜来たる》は膨ふくれっ面つらをする。

〝こうでもしないと、痛いのわかってくれないじゃない！〟

（痛いのはわかってるよ）

〝じゃあ、同情のそぶりくらい見せてくれてもいいんじゃない？〟

（はいはい、痛いですねー。かわいそうですねー）

〝この……っ！　腹立つわね…………！〟

　睨にらみ付ける《夜来たる》の幻像を、スーツ姿のサラリーマンがすり抜けていく。

　だいたい、足を引きずってみせているのに、吏玖の歩く速度には変わらず追つい随ずいしているのだから語るに落ちるというものだ。しかしそれを指し摘てきすれば、少しずつ遅おくれて苦しさをアピールするとか、しょうもない小細工を始めるだろう。そういう奴だ。

　これ以上鬱うつ陶とうしい真似まねをされないために、吏玖はこれでも我が慢まんしているのだった。

　ぶすっとした顔で《夜来たる》は言う。

〝あいつ、さっきものすごい大声で叫んでたでしょ。あれで方向も、だいたいの距きよ離りも摑つかめた。私だって頑がん張ばってるのよ。頑張った私にご褒ほう美びとか、ないわけ？〟

（特にない）

〝死ねばいいのに…………〟

　しばらく歩いてから、吏玖は訊たずねる。

（…………まだ痛いのか？）

〝かなりね〟

（そっか）

　吏玖は少し、言葉を和やわらげた。

（悪いけど、もうちょっと頑張ってくれ。あとでまた撫なでてやるよ）

〝…………いつもいつもそれで満足すると思ったら大おお間ま違ちがいだからね〟

　むっつりとそう言って、《夜来たる》は黙だまった。

　やがて、吏玖の足が止まった。

　ゴシック様式で建てられた、古びた大きなビルの前である。

　砂岩めいた色合いの石いし壁かべが、長い年月を経へて風に削けずられている。

　上階の張り出しにはガーゴイル像が下界を見下ろしていた。

（ここだな）

〝リクにもわかる？〟

（なんとなくね）

《夜来たる》を抜いていないから感覚は鈍にぶっているはずだが、それでもビルの上の方から、《象られた力》の存在が感じられる。

〝どうするの？〟

（どうするかな）

　吏玖の顔を、《夜来たる》が眉まゆを寄せて覗のぞき込んだ。

〝…………中に行くつもりね〟

（一応、様子見るだけ見ておかないと）

〝とぼけるんじゃないわよ〟

《夜来たる》がぴしゃりと言った。

〝リク、戦いたいんでしょ。すっごく、戦いたいんでしょ〟

（…………わかる？）

〝当たり前でしょ！　私、リクの魔ま剣けんなのよ！〟

　そうなのだ。

　吏玖は戦いたかった。

　まただ。

　また、あの戦せん闘とう衝しよう動どうだ。

《夜来たる》を振ふるって、敵に向かって突つっ込んで、思う存分剣けん技ぎの限りを尽つくしたい。

　その願望は、もう否定しようもなかった。

《夜来たる》が傷つき、身体能力の上じよう昇しようにも大きなハンデがついている。

　圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようであることは理解している。

　それなのに、戦闘衝動は収まらないのだ。

（……いや、駄だ目めだよな。おまえ、今は戦えないもんな）

《夜来たる》はうつむき、唇くちびるを嚙かんでしばらく黙っていたが、不意に顔を上げた。

〝…………やるわ〟

（え？）

〝戦うって言ってるのよ。遣つかい手のリクがそのつもりなのに、私が怖おじ気づくわけにはいかないじゃない〟

（だけど、おまえ戦える状態じゃないだろ）

〝切きっ先さきと鍔つば元もとは無事よ。なんとかやってみる〟

（でも）

〝何度も言わせないで。リクは自分のやることだけ考えてて──ヘマするんじゃないわよ〟

（…………わかった）

　緊きん張ちようをほぐそうと、首を回して、ふうっと息を吐はいた。

（よし……行こう）

　ビルの正面のガラス戸を手で押して開けた。

　中は吹ふき抜けのロビーになっていた。中央に円形の受付カウンターがある。

　カウンターの内側には一人、ロビーのあちこちに三人、警備員らしい水色の制服を身につけた男が立っていた。

　ドアを開けて入ってきた吏玖に視線が集まる。

　──こいつらも敵か？

　カウンターに向かって歩き出すと、磨みがき抜かれた黒い石の床ゆかに靴くつ音おとが鳴った。

（動きが雑になってる）

　自分の足音を耳にして、気が急せいていることに気付く。

　意識してすり足にすると、頭上の吹き抜けに反はん響きようする足音が小さくなった。

　カウンターの前に立つと、中の警備員が腰こしを上げ、深々と頭を下げた。

「早瀬吏玖様ですね」

「えっ!?　あ……はい」

　思いがけず名前を呼ばれて面めん食くらう。

「伺うかがっております。どうぞ」

　戸と惑まどう吏玖を前に、警備員は胸むな元もとのマイクに何事かぼそぼそと喋しやべって、カウンターの外に出た。

「ご案内いたします。どうぞ、こちらへ」

　吏玖の返事を待たずに奥の方へと歩いていく。よくわからないながらもその後を追った。相手の武装は腰に警棒を提さげている程度だが、用心して間合いを取る。結果、不自然な距離を置いて後をついていくことになったが、警備員は特に何も言わなかった。

　ロビーを横切る間、他ほかの警備員たちの目がずっと吏玖を追っていた。

　妙みように粘ねばっこい視線だった。

　エレベータに乗って、警備員がパネルを操作した。階数表示は見あたらない。

　扉とびらが閉まり、エレベータがゆっくりと上昇を開始する。

　決して広いとは言えない箱の中、吏玖は警備員の背中を油断なく見つめる。

　警備員が、また口を開いた。

「たいへん失礼ですが、早瀬様も魔ま剣けん遣つかいでいらっしゃいますか？」

「……そうですけど」

　馬ば鹿か丁てい寧ねいな言葉遣いに違い和わ感かんを覚えつつも、吏玖は答える。

「やはり、そうでしたか。その若さで、流石さすがですね。羨うらやましいです」

「は？」

　肩かた越ごしに振り向いて吏玖を見る。

「ぶしつけなお願いで恐きよう縮しゆくなのですが、もし……もしよろしければ、早瀬様の魔剣、お見せいただくわけには参りませんでしょうか。ひと目、ほんのひと目だけ、お見せいただけるだけで結構ですので。それ以上、何も望みません」

「え？　え？」

　口ごもる吏玖の横で、《夜来たる》が困こん惑わくしたように眉をひそめる。

〝何言ってるのこいつ？　冗じよう談だんじゃない、やめてよ、リク。触さわらせないで〟

「駄目でしょうか。お願いします。お願いしますよ。見たいんです、魔剣を。感じたいんです。どうか……どうか……！」

　丁寧というより、卑ひ屈くつさの滲にじみ出る口調に嫌けん悪おを覚える。

「お願いします。お願いします」

　そう言いながら、警備員は膝ひざをついた。

「え？　ちょっと」

　目の前に土下座する男の背中を、吏玖は呆ぼう然ぜんと見つめた。

「この通りです！　ご厚こう情じようを！」

　土下座したまま、その手がじりじりと床を這はい進んでくる。

　このまま放ほうっておけば、靴くつでも舐なめ始めそうだった。

　床から睨ねめ上げる目は、吏玖が初めて見るような浅ましさだ。

「何がお望みですか？　どんなことでもいたしますから、魔剣を、魔剣をひと目……！」

　虫めいた動きを見せる指先から足を遠ざける。

「いや……すみません、駄目です」

　吏玖はぶっきらぼうに答える。

　媚こびへつらいに濁にごった警備員の目に、瞬しゆん間かん、凄すさまじい憎ぞう悪おの炎ほのおが燃え上がった。

　思わず後あと退ずさりして、エレベータの壁かべに背中が当たった。

　飛びかかってくるのではないかと思うほどの憎にくしみが吹き付けてきて、血の気が引く。

　警備員の顔にあるのは、羨せん望ぼう、嫉しつ妬と、そして──飢えだった。

　襲おそわれても返り討うちにはできるだろうが、魔剣遣いではない人間相手に、そんなことを？

　先制して斬きり倒たおすべきなのか？

　吏玖が逡しゆん巡じゆんしていると、爬は虫ちゆう類るいの目に瞬しゆん膜まくが下りるように、表情が元に戻もどっていった。

　表面だけの丁てい重ちようさで本心を覆おおい隠かくした、粘っこい視線。下のロビーで他の警備員から感じた印象と同じものだった。

「…………そう……そうでしょうね。……失礼いたしました」

　警備員は頭を下げると、ドアの方に向き直って黙り込んだ。

　背を向けた男が今どんな表情をしているのか、考えてぞっとする。

　上昇が止まってドアが開くと、吏玖は逃にげるようにエレベータを飛び出した。

　警備員は降りずに箱の中に留とどまっている。

「突き当たりの扉の向こうです。ごゆっくりどうぞ」

　ドアが閉まり、エレベータは階下へと降りていった。

〝な、なによあれ…………〟

「う、うん」

　怖こわかった。

　魔剣遣いを相手にしたときとは、また別の怖さだ。

　──もしかしてこのビル、おかしい奴やつばっかりなのか？

　嫌いやなビルすぎる。

　気を取り直して、反対側に向き直った。

　上品な照明に照らされた廊ろう下かはまっすぐ先へ続いていて、赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた先に両開きの扉があった。

　その向こうから、《象られた力》の気配が伝わってくる。もはや探さぐるまでもない。

「行こう」

〝うん〟

　傷だらけの《夜来たる》を抜ばつ刀とうすると、吏玖は扉の方へと歩き出した。




　　　　３．




　扉を開けると、狭せまく暗いコンクリートの通路があり、少し先が明るくなっていた。

　通路を慎しん重ちように進むと、空間が開けた。

　広さはおよそ一五メートル四方というところだろうか。

　正方形をした部屋の床は、一面の砂。

　周囲は高さ五メートルほどの切り立った壁に囲まれ、壁の上じよう端たんは鋭するどいスパイクが並んだ忍しのび返しになっていた。

　およそビルの中とは思えない異様な空間だった。

　高い天てん井じようには、強い光を放つライトがいくつも据すえ付けられている。

　降り注ぐ光に照らされて、砂の上は真昼の屋外のように明るい。

　吏玖が入ってきた通路の反対側にも、同様に暗い通路があった。

　砂の上に足あし跡あとを残しながら部屋の中央まで進むと、上の方から声がかかった。

「いらっしゃい」

　振り返ると、壁の上に設しつらえられた階段状の観客席に、鋳流の姿があった。

　護衛の姿はない。鋳流一人だ。

「丁重に通すように言っておいたのだけど、問題はなかった？」

「警備員に魔ま剣けんを見せろと頼たのまれた」

「あら、無礼な真似まねを……。悪かったわね。罰ばつを与あたえないと」

　不興げに鋳流は眉まゆをひそめる。

「なんなんだ、あいつら」

「奴僕ヘンチマンよ」

「奴僕……？」

「魔剣に憧あこがれて、魔剣遣いの周りをうろちょろする連中がいるのよ。どうにかして自分にも魔剣をもらえないかって。浅ましいわよねえ」

　くすくすと笑って続ける。

「放っておくと鬱うつ陶とうしいから、ああやって使ってやってるの。魔剣遣いの言うことならなんでも聞くわよ。酷こく使ししても文句言わないし。そうだ、あなたも飼かってみない？　女の子もいるわよ、お望みなら二、三人──」

「いや、要いらない」

　鋳流の話を遮さえぎって、吏玖は言った。

「心花を返してもらいに来た。どこにいる？」

「もー、せっかちねえ」

　鋳流は指を立てて、からかうように顔の前で振ふる。

「せっかく来たんだから、ちょっと遊んでいきなさいよ」

「お茶の一いつ杯ぱいも出さないでよく言うな」

「あら」

　鋳流の顔がほころんだ。

「あなたをお茶に招くのも楽しそうだけど、残念ながら今日は用意がないわ。その代わり──」

「いいから早く心花を出してくれ」

「自分で言ったくせに。風ふ情ぜいがないのね」

　鋳流がしかめ面つらになった。

「ちゃんと逢あわせてあげるわよ、ほら」

　鋳流の指さす方に目をやると、吏玖が来たのとは反対の通路から、心花が姿を現した。

　見たところ、怪け我がはなさそうだ。右手はまだついているし、自分の足で歩いている。

　──無事だったか。

「心花ちゃん！」

　二、三歩近づいて、異変に気付いた。

　心花は吏玖に反応せず、焦しよう点てんの合わない目でぼんやりと前方を見ている。

「心花ちゃん…………？」

　肩かたに手を近づけた途と端たん、心花の右手が霞かすんだかと思うと、差し伸のべた手がものすごい勢いで弾はじかれた。

「うわっ!?」

　弾かれた左手に釣つられてバランスを崩くずし、吏玖は砂の上に膝をつく。

　頭のあった位置を、《象られた力》が風を巻いて通過した。

「ちょっ、待っ……！」

　慌あわてて距きよ離りを取って身を起こす。

　左の手のひらがびりびりと痺しびれている。

「心花ちゃん!?　どうしたんだ!?」

「…………馴なれ馴なれしく、呼ぶな」

　輝かがやく組くみ紐ひも細工の右手をゆっくりと引き戻して、心花が呟つぶやいた。感情のない平板な声。

　──錯さく乱らんしているのか？

　吏玖が《夜来たる》を持ち上げると、心花は左ひだり半はん身みになって腰こしを落とし、右みぎ拳こぶしを腰だめに構えた。

　戦意を露あらわにした構えだった。

　口元が動いているので耳を澄すますと、同じ台詞せりふを繰くり返し繰り返し呟いているようだ。

「……やられてたまるか。やられてたまるか。やられてたまるか。やられて…………」

「この間、剣けんを交えたときのことを憶おぼえてる？」

　観客席に腰を下ろして、鋳流が言った。

「いるるの《虚数》は、魔剣を通じて相手の中に入り込むことができる。遣つかい手の身体からだを内側から犯おかして、コントロールを奪うばうの。いまの心花ちゃんは、戦せん闘とう能力だけを残した操あやつり人形……いえ、自律的に動くから、ボットとでも言うべきかしらね」

「なんでそんな…………！」

「そりゃあ、あなたのために用意したにきまってるじゃない」

「僕の？」

「おもてなしよ。お茶の代わり。わざわざ単身乗り込んできてくれたんだから、それなりのお出で迎むかえをしないと、いるるの気が済まないわ」

「やめろ！　連れて帰るから、さっさと元に戻せ！」

「戦って無力化できたら、連れて帰っていいわよ」

「なんで僕が心花と戦わなきゃならないんだ！」

　吏玖の怒いかりの叫さけびを、鋳流は目を細めて聞いていたかと思うと、不意にくすくすと笑い出した。

「何がおかしい!?」

「ふふふ…………おかしいわよ、だって」

　鋳流は吏玖を細い指で差して言った。

「あなた、すごく…………嬉うれしそうな顔、してる」

「────!?」

　思わず吏玖は左手を口くち許もとに持っていく。

　にやけていた。

　鋳流の言うとおりだった。気付かないうちに、頰ほおが緩ゆるんでいた。

　──なんだこれは。

　狼ろう狽ばいする吏玖を見下ろして、鋳流が楽しそうに続ける。

「そんなに喜んでくれるなんて、おもてなしの甲か斐いがあったわ。ここは今まで何人もの血を吸ってきた〈兵器廠いるるたち〉の闘技場ピツト。壁かべも床ゆかも、防ぼう刃じん繊せん維いと対衝しよう撃げきジェルを何重にもサンドイッチした強化コンクリートの積層構造。Ｃ４の爆ばく発はつにも耐たえるわ。存分に戦ってくれていいのよ」

「くそ……」

〝いいじゃない、リク。せっかくああ言ってくれてるんだし〟

　今度は《夜来たる》がおかしなことを言い出した。

〝願ったりかなったりよ。《象られた力》とは決着をつけたかったし、今度こそあの右みぎ腕うでバッサリ斬きり落としてやる〟

（だから、駄だ目めだって！）

〝なんでよ！〟

（なんでじゃない！　ああもう……そもそもおまえ、まともに戦える状態じゃないだろ!?）

〝……あいつ程度なら、大だい丈じよう夫ぶ〟

　吏玖の文句にも、《夜来たる》はなかば上の空だ。既すでに戦いに気を取られている。

〝単純な動きしかしない奴だし、あのときも簡単だった〟

（あのときとは状じよう況きようが違ちがうぞ。おまえは傷ついてるし、僕もいつもみたいに動けないし）

〝あいつ速くないから、私が増強ブーストしなくても、リクだけで避よけられるよ〟

（そうだとしても、《象られた力》は斬っちゃ駄目だ！　あれはあの子の右腕──）

〝リクこそしっかりしてよ！　わかってるの!?　敵なのよ！　敵!!〟

《夜来たる》が声を荒あらげた。

〝リクがあの遣い手を傷つけたくないのは知ってるけど、こうなったらしょうがないじゃない！　正気をなくして襲おそってくるのよ！　降りかかる火の粉は払はらわなきゃ！　あっちから襲ってくるんだもん、しょうがないじゃない！　リクのせいじゃないよ、ね？〟

　──そうかもしれない、確かにおまえの言うとおりかもしれない。

　だが、《夜来たる》よ、しょうがないを連呼するおまえは────なんだかとても、嬉しそうだ。

〝ほら、来るわよ！〟

《夜来たる》の警告が、吏玖の思考を断たち切った。

　腰から捻ひねりながら繰り出された正せい拳けん突づきを危あやうくかわす。

　凄すさまじい拳圧で空気が鳴る。それだけで顔を平手打ちされたようなショックがあった。

〝ね！　余よ裕ゆうでしょ！〟

（どこがだよ!!）

　吏玖は恐おそれおののいて距離を取る。

　来る場所が読みやすいテレフォンパンチだが、余裕などとはとても言えない。アームをぶんぶん振り回す重機と対面しているような気分だ。一発もらったら肉が潰つぶれる、骨が砕くだける。急所に当たったら即そく死しだ。

「心花、やめろ！　早瀬吏玖だ、わかるか？」

　吏玖は声を張り上げる。

「しっかりしてくれ！　僕は敵じゃない！」

「…………うるさい」

「心花！　目を覚ませ!!」

「うるさあぁぁぁい!!　黙だまれ！　黙れ！　黙ってよおぉぉぉ!!」

　心花は叫びながら、次々に打だ撃げきを繰り出す。

　そのすべてが致ち命めい的な威い力りよくを秘ひめた攻こう撃げきである。右手だけなのに、かわすのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　だが、当の心花の顔は苦く悩のうに歪ゆがんでいた。

　眉み間けんにぎゅっと皺しわを寄せた、見ているだけで胸が締しめ付けられる、辛つらそうな表情だった。

〝リク、何やってんのよ！　反はん撃げきしなさい！　簡単でしょ？〟

「……簡単じゃねえよ」

　吏玖は苦い顔で呟く。

　家族を失い、右腕を失い、わけのわからない戦いに巻き込まれた心花から、この上さらに右腕を──もう一度、奪うのか？

　気が進まない。

　まったく、気が進まない。

　だが──

　──しょうがない、のか？

　脳のう裏りをよぎる思考が《夜来たる》に誘ゆう導どうされているのか、それとも自分自身が楽な選せん択たく肢しに飛びつこうとしているのか、吏玖にはもはや判断がつかない。

　しかし、まだ諦あきらめたくはなかった。

　吏玖は手て許もとでくるりと握にぎりを返した。

〝何を……ちょっと!?〟

《夜来たる》が驚おどろきの声を上げた。

〝み……み……峰みね打うちする気!?　なんてハレンチな！　馬ば鹿かにしてんの!?〟

（いや、馬鹿になんて……ハレンチ？）

〝アッタマ来た！　こんな侮ぶ辱じよく初めて──〟

（いいから！　来るぞ！）

　正面から突つき込まれる拳を懐ふところに踏ふみ込んでかわしながら、小手合わせの一いち撃げき。

〝ぎゃっ！〟

「あうっ！」

《夜来たる》と心花の両方が声を上げた。

　魔ま剣けんと魔剣が触ふれ合い、一いつ瞬しゆん、頭の中で何かが閃ひらめいた。

《夜来たる》を通して、相手の奥深くに触れたような──

　刃はが離はなれると、その感覚は霧む散さんした。

〝痛っ！　いったーい！〟

（え？　痛い？）

〝刀は峰みねで打つように作られてないんだってば！　やめてよ！　うっかりすると折れるわよ！〟

（そ、そうか。ごめん）

　心花は二、三歩引き下がり、右手の打たれた箇か所しよを押さえていた。

「心花……？」

　正気に戻もどっていないかと声をかけたが、期待は裏切られた。

「渡わたさない……この子は絶対、もう…………」

　抑よく揚ようのない声で心花が言った途と端たん、《象られた力》が眩まばゆい光を放った。

　背後に浮うかぶ八輪ダンプトラックのヴィジョンが猛もう然ぜんと咆ほう哮こうする。

　しゅうしゅうと熱を発しながら、心花の右手がその形を変えていく。

　直視できるほどに光が収まったとき、そこには一回り大きくなった《象られた力》があった。

　心花の前ぜん腕わん部が多た彩さいな組紐の色で内側から輝いていた。

　手の甲こうの部分から、蹄てい鉄てつに似た形の刃が迫せり出してくる。

　腕うでの表側にも同じような短い刃が並び、攻撃的なフォルムを形成している。

　いわば、装そう甲こう化されたセスタスであった。

〝……斬り応ごたえがありそうになったわね〟

　というのが、《夜来たる》の感想だった。

　パワーを孕はらんで震しん動どうする魔剣を、心花が振ふりかぶり、凄まじい速度で打ち出した。

「渡すもんかあ────っ!!」

　拳こぶしは壁に激げき突とつして、強化コンクリートの破は片へんを撒まき散らした。

「うおおっ」

　思わず声が出る。転がるように一撃を避け、立ち上がってあたふたと間合いを離す。なりふり構っていられないほどの迫はく力りよくだった。

　──《虚数》のせいにしたって、ちょっと人を殴なぐるのに遠えん慮りよがなさ過ぎだろう。

　ぼやきたくもなるというものだ。

　──それとも、そんなに嫌きらわれてるのかな。

　そうかもなあ。

　好かれる要素、別になかったからなあ。

〝なにドンヨリしてんのよ〟

《夜来たる》が苛いら々いらと口を挟はさんだ。

〝あいつ結構やるようになったじゃない。速さも威力も増したけど、間を合わせればいける。さっきと同じように、摺すり合わせて斬るのよ。峰打ちじゃなければ一発で決まる〟

（いや……待った）

〝今度は何よ〟

（最初に《象られた力》と戦ったときのこと憶おぼえてるか？）

〝もちろん。それが何？〟

（あのときみたいに《象られた力》に触れて、心花の中に入りたい）

〝はぁ!?〟

　何を言い出すのか、という苛立ちをあらわにする《夜来たる》。

（あのとき、おまえと《象られた力》を通じて、心花の内側に触れた。同じようにすれば、心花を呼び戻せるかもしれない）

〝それ、私にどんなメリットがあるの？　どうせあいつが正気に戻ったら、《象られた力》は斬っちゃ駄目って言うんでしょ？〟

（もう一回だけチャンスをくれ。失敗したら……斬っていい）

〝言ったわね。その約束、何がなんでも守ってもらうわよ〟

（ああ）

〝ただし、峰打ちはやめて。痛いし、恥はずかしい〟

（恥ずかしいってのはよくわかんないけど、そうするよ）

〝どうしても刃を使いたくないなら、平ひらで相手に触さわって。触るだけよ。強くしないでね、曲がっちゃうから。いい？〟

（ＯＫ）

〝まったく、ほんとヘタレなんだから……世話の焼ける……デリカシーもない……〟

　吏玖は《夜来たる》を両手で握り直し、刀の平を右みぎ肩かたに置くように構えた。

　腰こしを落としてやや前ぜん傾けいになり、相手の攻撃を待ち受ける。

　心花は小細工もなく間合いを詰つめてきた。

　吏玖の構える刃を恐れる気配もなく、真っ向からの右ストレート。

　動きがシンプルだから、ほとんど増強されていない吏玖の身体能力でもかろうじて対応できる。

　左半身を引きつつ刀を小さく振り下ろす。

　切っ先が蹄鉄形の刃に触れる。

　────!?

　感じない！

　さっきとは違ちがって、触れても何ら特別な感かん触しよくはなかった。

　前腕を覆おおう短い刃は、神経が通っていないかのように鈍どん感かんだった。

　これは、生身の《象られた力》を覆う鎧よろいだ。

　その下に潜もぐり込まないと、心花に触れることはできない。

　一瞬の判断で、吏玖は相手の刃に沿って《夜来たる》の切きっ先さきを滑すべらせ、装甲のない部分へ触れようとする。

　心花の反応は素す早ばやかった。拳が軌き道どうを変え、《夜来たる》を削けずるように装甲を擦こすりつけてくる。普ふ段だんならなんということもないが、今の《夜来たる》はひどく傷いたんでいる。その傷ついた箇所へ、鑿のみか鉋かんなにも似た鈍にぶい刃が迫せまる。

　──駄だ目めだ！

　吏玖は手首を返して、接せつ触しよくを避さけようとする。

　その操作が致命的な結果を生んだ。

〝あっ──〟

《象られた力》の刃は、鮫さめの嚙かみ跡あとを紙一枚の差で逃のがしたが、そこで止まりはしなかった。

　心花の拳が刀を軸じくに螺ら旋せんを描えがき、運動エネルギーのほとんどを保ったまま、蛇へびのように滑なめらかに吏玖の右胸を打った。

　拳は止まらなかった。

《象られた力》は、ぼきぼき音を立てながら、肋あばらをまとめてへし折り、さらに奥へ突き込まれ、右肺を破は裂れつさせ、肩けん胛こう骨こつを裏側から砕き割った。

　吏玖の口から、がばっと血が飛び散った。

　なおも余った運動エネルギーが、吏玖の身体からだを突き倒たおす。

　仰あお向むけに倒れながら、伸のびきった心花の右手へと、吏玖は《夜来たる》を振り上げた。

　装甲のない箇所に、刀の平がひたりと触れた。

　──心花！　目を覚ませ!!

　全身全ぜん霊れいを賭かけて呼ぶ。

　──心花ちゃん!!

　魔剣を通して、何かがつながったような感覚。

　────だからそんなに、馴なれ馴なれしく、呼ばないでくださ────えっ!?

〝リク!!〟

《夜来たる》の悲痛な叫さけびを聞きながら、吏玖は砂の上に背中から倒れた。

〝リク！　リク！　ああ、ひどい傷！　待ってて、今治すから──〟

　天てん井じようの照明が眩まぶしい。

　細めた視界に、心花が入ってきた。

「り……吏玖さん」

　吏玖の傷を見て、はっと息を吞のむ。

「こ、これ……私が…………!?」

　よかった、正気に戻った──と言おうとしたが、聞いたこともないようなひどい喘ぜん鳴めいが喉のどから漏もれただけだった。

〝喋しやべらないで、リク！〟

「な、なんで──」

　心花の声は震ふるえていた。

「なんでこんなこと……。なんで、他人の私のために……なんでそんなに、優やさしくするんですか……！」

　──優しくしたっけ？

　ふわふわした意識のまま、吏玖は思う。

　──どうだったかな。全部、自分のためにやってるだけのような気がするけど。

　手足がだんだん冷たくなってきた。

　治ち癒ゆ速度が明らかに遅おそい。《夜来たる》本ほん刃にんがそもそも傷ついているのだから当然だろう。胸きよう郭かくを拳で打ち抜ぬかれるという甚じん大だいな被ひ害がいに再生が追いついていない。血が流れ、組織が死に、意識が遠のくのを、どこかで《夜来たる》が懸けん命めいに食い止めようとしている。

〝リク！　死なないで！　しっかりするのよ、リクに置いて行かれたら、私…………〟

　戦いに飢うえた《夜来たる》にも、少し正気が戻ってきたようだ。

　単に治ち療りように気を取られているだけかもしれないが、それでも吏玖は少し安心した。

　心花は吏玖のそばに膝ひざをついて、為なす術すべなくおろおろしている。

　無理もない。今の吏玖は、見るからに重傷のはずだ。

　しかもその傷をもたらしたのは心花なのだ。

「吏玖さん！　吏玖さん、ごめんなさい、私……どうしよう、ごめんなさい……！」

　心花は完全に動転していて、口から出る言葉も支し離り滅めつ裂れつだ。

「ねえ、吏玖さん、死にませんよね？　嫌いやです、私、そんな……ねえ、返事して……！」

　ようやく、年ねん齢れいに相応ふさわしい表情を見た気がした。

　血が飛び散ったセーラー服の胸むな元もとに寄せた手は、右だけがごつく、恐おそろしいパワーを秘ひめて光り輝かがやいている。そのアンバランスさが印象に残った。

　不意に心花が、はっとしたように吏玖の視界の外を見た。

　生白い脚あしが伸びてきて、心花を無造作に蹴け倒たおす。

　心花に代わって吏玖を覗のぞき込んだのは、我牙理だった。

「やーられちゃったニャア、兄さん」

　我牙理はつまらなそうに言う。

「心花ちゃんの方が強かったニャア。ワタシが殺そうと思ってたのにニャー。ガッカリだヨウ」

　肩かたに担かついだテルビューチェ形態の《フィアサム・エンジン》を下ろして、吏玖が握にぎっている《夜来たる》をつつく。

〝痛っ！　何すんのよこいつ…………！〟

「ま、ワタシは兄さんの魔ま剣けん折らせてもらえばいいんだけどニャア。アー、早くキモチイイの欲しいニャー」

「このおぉぉっ!!」

　吏玖を護まもろうとしてか、心花が我牙理に飛びかかった。

「おっと」

　我牙理は拳こぶしの一いち撃げきを苦もなくかわし、軸じく足あしを払はらった。勢い余って心花は宙に浮うき、砂の上にひっくり返る。

「パワーはすごいんだけどニャア。いかんせん経験不足だニャア」

《フィアサム・エンジン》で《象られた力》を引っかけ、捻ひねり上げた。

「ぐっ……」

「おっ、前より固くなってるニャア。もうちょっと締しめても平気かニャア？」

　ぎゅるりと鮫歯が回転する音がして、心花が悲鳴を上げた。

「うあああああああ────っ！」

「まぁた捕つかまっちゃったニャア心花ちゃん。カワイイニャア」

「ぎい……っ」

「心配しなくても相手してあげるヨウ。それとも、こっちの兄さんより先に右みぎ腕うで斬きり落とされたいのかニャア？」

　──くそ、元もとの木もく阿あ弥みだ。

　素す直なおに帰してくれると思っていたわけではなかったが。

（なんとかならないか、《夜来たる》。このままだと全員死ぬ）

〝ごめん、なかなか治らない……！　私が無傷だったら、すぐなのに…………！〟

　起き上がることはおろか、指一本動かせない。

　ここまでなのか。

　朦もう朧ろうとした意識で横たわる吏玖の視界に、そのとき、もうひとつの人ひと影かげが入ってきた。

　見慣れた顔の、見慣れない表情。

　夜を纏まとった非ひ在ざいの少女──

　もうひとりの《夜来たる》である。

〝又またも無む為いに戯たわむれたるか、未熟者〟

（うるさいな。これでも精せい一いつ杯ぱいやってんだよ）

〝弁明は聞かぬ〟




　──もしこのとき、吏玖に周囲を観察する余よ裕ゆうがあったら、観客席の鋳流の異変に気がついただろう。

《象られた力》が形を変えたときにも関心を示さず、吏玖が倒れたときでさえもかすかに眉まゆをひそめただけだった鋳流だが、このとき不意に身を乗り出して、食い入るように闘技場ピツトの中を見つめた。

　鋳流の視線は、横たわる吏玖の頭の前、ちょうど黒衣の少女が立っている位置に据すえられていた。その目に何が映っているのか、鋳流は息を吞んで身じろぎもしない。




（おまえは何なんだよ、口ばっかりじゃないか、役立たず。思わせぶりなこと言うために出てきたんなら帰れ。少しは助けになるようなことしてみせろよ）

〝泣き言ばかりは巧たくみなりしか〟

　少女は含ふくみ笑いをして、吏玖の顔を覗き込んだ。

〝汝なんじ、我が遣つかい手なれば、力を貸すに吝やぶさかならず。然しかれども必ず代だい償しようあるべし。汝これを良しとするか？〟

（なんだよ、代償って）

〝汝の魂たましいなり〟

　──魂？

　なんだそりゃ。

（魂……って、なくなるとどうなるんだ？）

〝汝、魔剣の贄にえとなるべし〟

　贄────

　魔剣を折られた遣い手の異様な死に様ざまが頭をかすめる。

　つまり、あんな風ふうに自分の魔剣に喰くわれるわけか？

（……じゃあ、駄目じゃないか）

〝勿もち論ろん、全すべてにあらず。半分で足るべし〟

　魂の半分。

　命を拾う代償として、多いのか少ないのか、よくわからない量である。

　普ふ通つうに死ぬのと、魂を失って死ぬのとでは何がどう違ちがうのかもわからない。

　だいたい、半分というのもやけにアバウトだ。

　代償と言うからには、確実に、ろくなことにはならないのだろうが。

　しかし──

　だからといって、このまま死ぬのを待っていても──結局は同じことだ。

　同じ死ぬなら、できることは全部やってから死にたい。

　そう思うと、少し笑えた。

　──なんだ、そうか。

　初めから選せん択たくの余地などなかったのだ。

　受け容いれるしかない取引だったのだ、これは。

（わかってて訊きいたんだろ、おまえ）

　笑いながら投げかけた言葉に、答えは返ってこなかった。

（────いいよ）

　吏玖は言った。




（持ってけよ────半分！）




〝────されば〟

　少女は顔を近づけて、血にまみれた吏玖の口元に、色の薄うすい己おのれの唇くちびるを重ねた。




　吏玖の中から、何か大切なものが摑つかみ取られ、

　弾はじけて、

　────────────────────────────永遠に、失われた。




〝えっ？〟

　素すっ頓とん狂きような声で意識が蘇よみがえった。

〝なにこれ？　どこから来てるの、この力？〟

（どうした？）

〝リク、何かした？　変なの、私の中に……何かが……〟

（……大事に使ってくれよ、それ）

〝え？　うん────〟

　指先がぴくりと跳はねたかと思うと、急速に手足の感覚が戻もどってきた。

　ぴりぴりした痺しびれが体中を駆かけめぐり、吏玖は喘あえぐ。

　吸い込む息と競きそい合うように、破は壊かいされていた右肺が、気管支から肺はい胞ほうの隅すみ々ずみへと再生されていく。

　砕くだけた骨と潰つぶれた肉が元の位置へと収まるにつれて、胸の周りが猛もう烈れつに熱くなった。

　四し肢しが動くようになるが早いか、吏玖は身を起こした。

　自分の血で汚よごれた砂の上に立ち上がる。

　握り直した刀身を彩いろどる夜の色に、無数の微び細さいな流星雨のような輝きが生じていた。

　吏玖を追いかけて、《夜来たる》もまた、急速に再生しつつあった。

（自分より僕の治ち癒ゆを優先してくれたのか）

〝……当たり前でしょ。リクが動けなきゃどうしようもないもん〟

　ぶっきらぼうに《夜来たる》が言った。

「ニャッ。立ったニャア」

　我牙理が目を丸くした。

　手て許もとを見もせずに《フィアサム・エンジン》をぶんと振ふると、心花が自分の右手に引きずられる形で吹ふっ飛んだ。ゴキンと鈍にぶい音がして心花が悲鳴を上げる。テルビューチェの歯は外れたが、心花は肩を押さえたまま横たわって動かない。脱だつ臼きゆうしたようだ。

「おとなしくしてるんだヨウ、心花ちゃん。後ろから殴なぐりかかってくると、うっかり斬きっちゃうかもしれないからニャア」

　吏玖の身体能力も、ふたたび増強されていた。

　五感が斬り合いに向けて研とぎ澄すまされていくのがわかる。

「……キモチイイだろうニャア」

　我牙理の視線は《夜来たる》にじっと注がれている。魔剣を折ったときの快感を想おもっているのか、頰ほおは赤らみ、目つきもとろりと溶とけていた。

　口元から涎よだれが垂れて、砂の上に落ちた。

　──あの快感に溺おぼれるとこうなるのか。

　完全に中毒者アデイクトの顔である。《虎よ、虎よTiger-Tiger》の円えん藤どうといい、我牙理といい、魔剣と出で逢あうとみんなおかしくなるのだろうか。

　──じゃあ、僕は？

　魂の半分、だっけ……？

　あいつらも、もしかして────

　嫌いやな考えを、首を振って追い出した。

「ニャッ」

　涎に気付いた我牙理が、口元を拭ぬぐって顔を赤くした。

「え、えっと、じゃあ、もう一回するニャ？」

　吏玖が答えず《夜来たる》を構えると、鮫さめのような笑えみが深くなった。

　どるん！　と原動機が鳴り響ひびいて、《フィアサム・エンジン》がその顎あぎとを開く。

　今度は最初からチェーンソー形態だ。

　我牙理がガスマスクを装着すると、分厚いゴムの面が呼吸に応じてフコフコと上下した。

「バリバリぶった斬ってやるニャー。バリバリバリバリ」

　上じよう機き嫌げんである。

（さて……どうするかな）

　音を立てて回転する鮫歯の列を見ながら考える。

（回復したはいいけど、条件は同じだ。下手に触ふれれば、《夜来たる》が嚙かみつかれる）

〝ねえ〟

（ん？）

〝難しいこと考えないで、思いっきり斬り込んでいいよ〟

（またおまえはそういう……）

　と言いかけて、気付いた。

《夜来たる》の刀身の縁ふちが滲にじんで、ぼやけている。

　見み間ま違ちがいではない。強きよう烈れつな照明の下なのに、その刃やいばと外界との境目が、見定めがたく揺ゆれている。

《虎よ、虎よ》を倒たおした直後、《夜来たる》の別べつ刃じん格かくが初めて顕けん現げんしたときの現象と同じだ。

（おまえ、これ……）

〝うん。あのときと同じ。私の中から、どんどん力が湧わき上がってくるの。吏玖を治して、私を治しても、まだまだ余ってる。それでね、ひとつ使い途みちを思いついたの〟

（何か考えがあるのか？）

〝びっくりすると思うよ。さ、私はもう大だい丈じよう夫ぶ。だからリク、あの腐くされ民芸品、ガツーンとブチ折りに行っちゃって！〟

（……よし）

　吏玖は砂の上を滑すべるように間合いを詰つめた。

　何も考えない。

《夜来たる》を信じて、真っ向から斬り込んでいく。

「ギハッ」

　奇き態たいな笑い声を上げて、我牙理が《フィアサム・エンジン》を軽々と持ち上げる。

　果たしてその長大な顎が、降りかかる夜の刃をがっちりと受け止めた。

「芸がないニャア！」

　螺旋鮫ヘリコプリオンの鋸のこ歯ばが嚙み合い、《夜来たる》を咥くわえたまま容よう赦しやなく回転を速めた。鋼はがねが削けずれる耳みみ障ざわりな音と共にものすごい火花が飛び散り、砂の上に降り注いだ。

「ギハハハハハ！　恐おそれろ!!」

　勝ち誇ほこる我牙理。

　しかし、前回の対戦時とは違う点がひとつあった。

　負傷から回復したばかりのその身をふたたび激しく削られながら、《夜来たる》は悲鳴を上げようとしなかった。

〝ふ、ふ、ふ、ふふふふ、ふ〟

　苦痛を嚙み殺しながら、《夜来たる》は笑っていた。

〝ばあ────かあ────めえ─────〟

《夜来たる》から煙けむりのように立ち上っていた夜の影かげが、不意に意思を持ったかのごとく、その刀身にまとわりついた。

　もともと曖あい昧まいだった《夜来たる》の刀身は、みるみるうちに太く、長く、分厚く、猛たけ々だけしく伸しん張ちようしていった。

　二尺三寸の定寸であった《夜来たる》は、いまや刃は渡わたり五尺に及およぶ大おお太刀だちへと姿を変えていた。

「ニャアッ!?」

　歯車のようにしっかりと嚙み合っていた《フィアサム・エンジン》の歯列に、内側から軋きしみが生じた。

《夜来たる》の分厚い刃肉が押しのけた鮫歯が、みずからの高速回転に巻き込まれ、次々に砕けて弾け飛ぶ。

〝おーまーえーのーあーごーをー、裂さーいーてーやーるー〟

　たっぷりと恨うらみをこめて《夜来たる》が言った。
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　歯列を内側からぼきぼきとへし折りながら、持ち手の方へじわじわと斬り進んでいく。

〝裂けて……砕けて…………ブ・チ・折・れ・ろおぉぉっ!!〟

《夜来たる》がそう叫さけぶのと同時に、とうとう耐たえきれなくなった《フィアサム・エンジン》がぱっくりと顎を開いた。

　刃の付け根の原動機部分へ、夜の刃が滑り込む。

　彫ちよう刻こくされた木材で組み上げられた奇き妙みようなエンジンを、鋼の楔くさびがやすやすと切り開いていく。《夜来たる》の刀身を伝って、純じゆん粋すいな力の奔ほん流りゆうが流れ込んでくる。

「ニャアアアアア──ッ」

　我牙理が絶望の叫びを上げる。

　その手の中で、寄せ木細工がばらばらになるように、《フィアサム・エンジン》が崩ほう壊かいしていった。

「ニャア…………アア…………ッ」

　あっという間に《フィアサム・エンジン》は、ぽつぽつと鮫の歯の切り株が残った棒切れとしか表現できない代しろ物ものに成り果てていた。我牙理の手は最後までそれを握にぎりしめていたが、やがてその残ざん骸がいも、最初から存在しなかったかのように消え去っていった。

「くう……っ」

　背骨を走り抜ぬける快感に、思わず呻うめき声が上がる。

　意識を持って行かれまいと、むりやり顔を上げて観客席に目をやった。

　我牙理を倒されて、鋳流が次にどう出るか。

　ここで安心するのは、あまりにも危険だった。

　しかし、観客席には鋳流の姿はすでになかった。

　闘技場ピツトの砂の上に吏玖たちを残したまま、白いパーカーの少女はいつの間にかいなくなっていた。

　周囲の気配を探さぐっても、何の反応もない。

　奇き襲しゆうの心配はなさそうだと確信できてから、吏玖はようやく安あん堵どの息をついた。

　うっとりと余よ韻いんに浸ひたりながら、《夜来たる》が言った。

〝ああ────あいつ、すっごく溜ため込んでたね。気持ちよかったあ…………〟

　とうとう望みのものにありつけて、実に幸せそうである。

〝次の奴やつも、これくらい溜めてきてほしいなあ…………〟

　吏玖は砂の上にへたり込んだ我牙理に目を移す。

　自分の両手を見下ろしたまま、身じろぎもしていない。

　ガスマスクは顔から引き剝はがされ、ほつれた頭に載のっかっている。

　その目には、何の光もなかった。

　魔ま剣けんを失った魔ま剣けん遣つかい──その心境はいかばかりか。

　──変な気起こさないでくれよ。

　自じ暴ぼう自じ棄きで襲おそいかかってきた《虎よ、虎よ》の遣い手、円藤の死に様を思い出してしまう。

「おい──」

　声をかけた途と端たん、我牙理の肩かたがびくりと跳はねて、虚きよ無むを映した瞳ひとみが吏玖を見た。

　目の焦しよう点てんが徐じよ々じよに戻もどってくる。

「あ……あ？　ワ……ワタシ……あれ…………？」

　その顔に、人間らしい表情がゆっくりと浮うかび上がってきた。

　ひどく哀かなしそうな顔をしていた。

　ぽろ、ぽろ、と──思いがけずきれいな涙なみだの雫しずくがこぼれ落ちて砂を濡ぬらした。

「ニャア…………」

　大事なものを失った子供のように、我牙理は洟はなをすすった。

「あれ…………？　おかしいニャア…………なんでワタシ…………」

　何も持っていない両手に目を落として、不思議そうに呟つぶやく。

　吏玖のことを忘れたように、無む警けい戒かいな動作でよろけながら立ち上がる。

　ぐしぐしと目を擦こすりながら背を向けると、暗い通路の向こうへと歩み去っていった。

　──どうなるんだろう、あいつ。

　殺す羽目にならなかったことにほっとしながら、吏玖は思う。

　やっぱり、役に立たなくなった魔剣遣いは、殺されてしまったりするんだろうか。

　倒した敵のことをそこまで心配する義理はないのかもしれないが、憑つき物が落ちたかのような最後の表情が心に残った。

《虎よ、虎よ》を折られたあとの円藤や、心花に腕うでごと魔剣を砕くだかれた男のような、未練と恨みに満ちた顔とは違ちがって、もっと……まともに見えた。

　──もしかしてあれは、正気に戻ったのか？

「おまえか？　なんかやったのか？」

〝え？　何が？〟

《夜来たる》は不思議そうに訊きき返す。

「いや…………」

　それとも、もうひとりの方の仕し業わざだろうか。

〝何考え込んでんのよ？　それより、見て見て、私。すごくない？〟

「あ？　ああ……」

　吏玖は物思いから醒さめて、両手で持った大太刀をしげしげと眺ながめた。

「でかくなったなあ。こんなこと、できたんだ」

〝えへへ。《フィアサム・エンジン》も《象られた力》も姿を変えられるみたいだったから、私にもできるんじゃないかと思ったのよ〟

「すごいな。おまえのおかげだ」

〝ふふん。あとでまたナデナデしなさいよ！　なでなで！〟

「なでなで？　まあ、それはいいけど、元に戻るのこれ？」

〝当ったり前よ〟

「そりゃよかった……ん？」

　足あし許もとに何かが落ちていることに、吏玖は気付いた。

　花だった。

　一輪だけの切り花。バラのようだ。

　吏玖は花を拾い上げて、指先でくるくる回した。

　──勝者に贈おくる花、とでも言うつもりなのかな。

　首を傾かしげていると、声をかけられた。

「吏玖さん」

　振ふり向くと、心花がそろそろと起き上がるところだった。脱だつ臼きゆうのダメージからは回復したようだ。

　大丈夫か──と訊こうとした、そのとき。

　視界が急に、ぶれた。

　──なんだ!?

　既き存そんの視界を、別のもので置き換かえたような感かん触しよく。

　世界そのものが塗ぬり替かえられるこの感じには──憶おぼえがある。

《虎よ、虎よ》を打ち破った際に経験した、魔剣としての視覚だった。

　あの異様な世界観が、吏玖の人間としての視覚を乗っ取ろうとでもするかのごとく、二重写しになって出現していた。

「ど……どうしたんですか？」

　吏玖の前に立つ、柔やわらかい人体が声を発した。

　その右手が強きよう烈れつに、美しく、あまりにも魅み惑わく的に輝かがやいている────

　目をつぶって、思いっきり頭を振る。

　おそるおそるまぶたを開くと、そこにいるのは、単なる魔剣運うん搬ぱん用プラットフォームの肉体ではなく──また、心花に戻っていた。

　魂たましいの半分────

　あの取引が、頭に蘇よみがえる。

「吏玖……さん？」

「ん？　いや……なんでもない」

《夜来たる》を定寸に戻し、手のひらに納刀しながら、吏玖は心花に歩み寄った。

「勝手に出て行っていいみたいだ。行こう────家に、帰ろう」

　心花はしばらく立ちつくしていたが、やがてこくりと頷うなずいた。

　砂の上に二人分の足あし跡あとを残して、吏玖と心花は出口へと歩く。

　足跡を残さないもう一人、《夜来たる》の幻像が、小走りに吏玖の横に並んだ。

　剣けん士したちに踏ふみ荒あらされ、血の飛び散った砂の上には、一輪の切り花だけが残されていたが、やがて照明が落とされると、そのわずかな彩いろどりも暗くら闇やみに沈しずんだ。







　エピローグ







「おはよう──あ、前の家から送った荷物届いたんだ」

「おはようございます。はい、昨日届きました」

　あれから数日が経たった朝である。

　寝ね坊ぼうした吏り玖くが、制服に腕を通しながらダイニングに駆かけ込むと、テーブルを前に座っている心花このかと目が合った。

　卓たく上じようには中学校の教科書やノートが積み上がっている。

　テーブルの下には荷物の入った段ボール。

「墨すみ緒おさんに買っていただいて、新しい制服も来たので、これでまた学校に戻れます」

「よかった。僕の縫ぬったあれじゃ、さすがにね」

「あれは、その……ありがとうございました」

「いや、無理しなくていいよ。ヤだったでしょ」

「すみません」

　そこで謝られると、立場がないのである。

　とはいえ、ぎこちないながらも、心花の態度も少しは和やわらいできたようだった。

　日常生活でも敬語なのは相変わらずだったが。

「まあいいや。じゃ、行ってくるよ」

「墨緒さん、ご飯作ってくれてますけど」

「うーん、食べる時間ないな。もうぎりぎりだ。それじゃ」

　踵きびすを返した吏玖を、心花が呼び止めた。

「あ、待ってお兄ちゃん、お弁当────」

「え？」

「…………じゃ、なくて」

　心花は言葉を切った。

　顔が真っ赤になっていた。

「まちがえ、ました」

「うん」

　心花は恥はずかしそうにうつむいた。

　やがて──その肩が、震ふるえ始めた。

「どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　返事はない。

「あの、気にしなくてもいいよ。別にそんな──」

　心花は顔を上げた。

　泣いていた。

　大きな目から、あとからあとから、ぼろぼろと涙がこぼれ落ちる。

　今まで泣き言ひとつこぼそうとしなかった心花が、吏玖の前で泣いていた。

「ごっ……、ごめん、なさい」

　なんとかそう言って、啜すすり上げる。

「わ、私、勘かん違ちがいしてっ。吏玖さんが、お兄ちゃんとなんか、重なって……っ」

「心花ちゃん……」

「お兄ちゃんも、よく寝坊して……朝ご飯食べないで、出ようとして…………！」

　思わず近寄った吏玖に、心花はしがみついてきた。

　吏玖の肩かた口ぐちをぐしゃぐしゃに摑つかんで、涙で胸を濡ぬらして、心花は声を上げて泣いた。

　一ヶ月分の涙なみだをすべて流すように、泣き続けた。




「…………吏玖さん」

　やがて、泣きすぎて嗄かれた声で、心花は口を開いた。

「助けに来てくれて、ありがとう。本当に感謝してます」

「別に、そんな」

「吏玖さんにも、墨緒さんにも、どうお礼したらいいかって考えたんです。でも思いつかなかった」

「いいってば、お礼なんて」

　ぶんぶんと心花は首を振る。

「理由もなくお世話になるのは、怖こわいんです。また、理由もなく独りになるかもしれないから。だけど、ここにいさせてほしいんです。だから、せめて…………」

　心花は涙の跡あとが残る顔を上げて、吏玖をまっすぐに見た。

「お二人は、私が護まもります」

「え？」

「吏玖さんと墨緒さんを傷つけようとする奴やつが来たら──私がまっさきに出て行って、戦います」
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「ちょ、いや、待って待って。そんなことしなくてもいいよ」

「いえ、やります。やるんです」

　心花の瞳ひとみは、決意で燃え盛っていた。

「どんな敵でも、私が、この手で、跡あと形かたもなくしてやります！」




〝あーあ。何考えてるんだか──魔ま剣けん遣つかいと同居なんて〟

《夜来たるNightfall》が不満顔で言った。

〝ほんと、わっけわかんない。しかもよりによって、あんなうるさい魔剣……〟

　頭の中に響ひびく愚ぐ痴ちを聞きながら、吏玖はいつもの道を学校に向かって歩いている。

　心花との一件で遅ち刻こくは確定しているので、もう開き直ってのんびり行くことにした。

「まあ、そう言うなよ。家族って、いいもんだよ」

　──たぶん。

　家族のよさというものを自分が理解できているのか、実のところ吏玖にも自信はない。

　両親を幼くして亡なくして祖父母に育てられ、今は遠とお縁えんの親しん戚せきである墨緒の世話になっている。そこに今回、心花が加わった。さて──これは「家族」なのだろうか。

〝なにそれ。家族とか、さっぱり意味わかんないし！　きっと私なんかには理解できないすっごいもんなんでしょうね！〟

「妙みように突つっかかるな。何怒おこってんの？」

〝べっつに！〟

「…………？」

　──まあいいか。

《夜来たる》の不ふ機き嫌げんはいつものことなので、吏玖はすぐに考えるのをやめた。

　思考は〈兵器廠アーセナル〉のビルでの出来事に舞まい戻もどる。この間から、ずっと考え続けている。

「なあ、《夜来たる》」

〝何よ〟

「この間の戦い、何が起こったのか憶えてる？　僕が回復したときに、どうなったか」

〝さあ、よくわかんないけど、力が湧わいてきて、すごく強くなった気分だった！〟

「アバウトなお答えありがとう」

〝どーいたしまして〟

「あのときさあ、僕、おまえに魂たましい半分あげたみたいなんだけど」

〝え？　魂…………？〟

《夜来たる》はしばらく黙だまったあと、訝いぶかしげに言った。

〝…………って、何？〟

　思わずこけそうになる。

「そう来るとは思わなかった」

〝何よ。馬ば鹿かにしてんの？〟

「いや。何だろな、実際」

〝大事なものなの？〟

「うん……たぶん。きっと。すごく」

〝ふーん…………そっか〟

　なんだか嬉うれしそうな《夜来たる》である。

「なんで嬉しそうなの、おまえ」

〝は？　知らないわよ〟

「僕の魂、全部使っちゃったの？」

〝だから知らないって〟

　傷を回復させるためと、《夜来たる》の形状を変化させるためだけに、魂の半分も捧ささげたのだとしたら、割に合わない気がする。何か他ほかにないのだろうか。《凍いて月づき》も、《虎よ、虎よTiger-Tiger》も、ただ攻こう撃げきするだけではない、特とく殊しゆな能力を持っていたのに──

「そういえばおまえ、他の魔剣にできないようなこと、なんかないの？」

〝どういう意味？〟

「敵を燃やしたり、凍こおらせたり、そういうの」

〝…………よくわかんない〟

「わかんないって、おまえ」

〝だって、私…………自分に何ができるのか、その…………あんまり…………〟

　──あ、そうか。

《夜来たる》が過去の記き憶おくを失っていることを、吏玖はいまさら思い出す。

〝あ、でも…………刃はを合わせたときに、相手の中がちょっと見えるけど、あんまり他の奴らは覗のぞいてこないみたい。それくらいかな…………〟

　──ん？

　相手の中が、ちょっと見える？

「それって……《虚きよ数すう》にやられたみたいな？」

〝うん……でも、向こうの方が深く入ってきたからなあ。《凍月》もちょっとは覗けるみたいだったし。あんまり私だけの能力って感じじゃないね〟

　心なしかしょんぼりと、《夜来たる》が言った。

　──相手の中に…………？

《フィアサム・エンジン》を失った我が牙が理りを思い出す。

　何か、人格が変わってしまったような印象を受けたが、あれはもしかすると…………

　黙り込んだ吏玖の顔を、《夜来たる》の幻像が不安げに覗き込んだ。

〝何考えてるの？〟

「ん？　いや…………」

〝やっぱり、この間のこと怒ってる？〟

「え？」

〝その……もっと相応ふさわしい遣つかい手、探しに行ったらって、リク…………〟

　しばらく考えて、ようやく思い出した。

　最初に《象られた力ジヤガーノート》を捜さがしに出かけたときの言い合いを、《夜来たる》はまだ気にしていたのだ。

　同時に、もうひとつ──《夜来たる》が家族の話を嫌いやがる理由にも思い当たった。

　魔剣には家族が理解できない。

　それどころか、友人、仲間、恋れん愛あい、そのほかあらゆる友好的関係が理解できない。

　魔剣同士が出で遭あった場合、原則として、そこには戦せん闘とうしか起こらないはずだからだ。

　魔剣にあるのはただひとつ、遣い手との絆きずなだけだ。

　それだけが、唯ゆい一いつにして絶対のものなのだ。

「怒ってない。忘れてたよ、そんなこと」

　そう言うと、《夜来たる》がおずおずと訊たずねた。

「じゃ、あれ…………冗じよう談だん、なのよね？」

「冗談だよ」

　吏玖は答えて微笑ほほえみかける。

《夜来たる》の顔を覆おおっていた不安の雲がぱっと晴れて、魔剣は嬉しそうに、ほんとうに嬉しそうに笑ったのだった。




　都市のどこか、炉ろの光に照らされた秘密めいた場所で、腰こしに魔剣を提さげた男たちが円えん卓たくを囲んでいた。

〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉の男たちである。

「《夜来たる》が、〈兵器廠〉の拠きよ点てんと接せつ触しよくし、無傷で出てきたという」

　一人が口火を切ると、男たちは一いつ斉せいに話し始めた。

「《夜来たる》──既すでに奴らと通じているのか」

「それほど強力な魔剣ヴオーパルなのか？」

「強力というより、奇き妙みようであると言った方がいいだろう。監かん視しを続けているが──」

「《象られた力》はどうなった？」

「さて、それだ。《象られた力》は、消しよう滅めつしていない。《夜来たる》の仲間になった」

「仲間だと？」

「《夜来たる》の遣い手ハンドラー、早はや瀬せ吏玖は、《象られた力》の遣い手、貫肌ぬかだ心花と交戦したにもかかわらず、倒たおさずに仲間に引き入れたのだ」

　円卓が不ふ穏おんにざわつく。

「馬鹿な。何が狙ねらいだ？」

「危あやういな。これは、我々とも〈兵器廠〉とも異なる第三勢力の萌ほう芽がではないのか」

「いずれにしても、警けい戒かいは強めるべきだ。〈兵器廠〉の動きも活発化している。監視を務める徒と弟ていたちに広く情報を開示し、積極行動を取らせることも視野に入れねばならないだろう」

「事情を知る者は？」

「幾いく人にんか」

「この場で報告を」

「────出いでよ、徒弟たち」

　影かげの中から二人の少女が歩み出た。

　炉の光に照らされたのは、才さい森もり加か奈な子こと竜胆りんどうめらだ。

「話せ」

「はい。《夜来たる》監視の任についてひと月、早瀬吏玖と《夜来たる》は危険な領域に踏ふみ込みつつあるように思われます。〈兵器廠〉は早瀬吏玖へのアプローチを繰くり返しており、その餌えさとして貫肌心花を巻き込みました」

「早瀬吏玖は私が監視する中、〈兵器廠〉の拠点のひとつへ単身乗り込み、やがて貫肌心花を伴ともなって出てきました。無傷ではありません。服に戦闘の痕こん跡せきが認められました。しかし、率そつ直ちよくに言わせていただくと、なぜ私が敵拠点に突とつ入にゆうしてはいけなかったのかわかりません。早瀬吏玖より先に《象られた力》の居場所を突き止めたにもかかわらず──」

「実際、才森が止めなければおまえは突入していただろうな、竜胆」

「は……」

　竜胆は押し黙る。

「《夜来たる》の件は繊せん細さいな問題を孕はらんでいるのだ。おまえが知る必要があることは何もない。あれは恐おそらく、非常に世代の旧ふるい魔ま剣けん──」

「徒弟の前だ、そこまでにしたまえ」

　鋭するどい声が飛んだ。

「それを確かめる手段はあります」

　そう言ったのは才森だった。

　懐ふところから試験管サイズの細長いガラス瓶びんを出す。

　一センチに満たないサイズの、金属の薄はく片へんがいくつか入っている。

「それは？」

「《夜来たる》の破は片へんです」

「なんだと!?　いつの間に…………！」

　歯は嚙がみをする竜胆を無視して、才森は続けた。

「貫肌心花宅前で《フィアサム・エンジン》と交戦した際に刀身から削けずられたものです。幸い、まだ活性反応のある破片がいくつか見つかったので、回収しました。これで《夜来たる》の世代が特定できるはずですし、それに────」

「ご苦労だった、徒弟たちよ。下がれ」

　一人が断固とした口調でそう言って、才森の話を打ち切った。

　才森と竜胆が下がったあとも、男たちは長い間囁ささやき交かわしていたが、やがて話を止やめ、一斉に立ち上がった。

「では行こう、諸君。刕り蠱この成じよう就じゆは──なんとしても、防がねばならん」

　炉の傍そばの男たちは同意の呟つぶやきを洩もらし、秘密の場所を、一人、また一人と出ていった。





（了）









　あとがき







　こんにちは、宮澤伊織です。二巻になりまして、あとがきが増えました。




　男とは、細長い棒状のものが大好きな生きものです。

　卒業証書を入れる筒つつや、サランラップの芯しん、ホウキやモップ……。

　なんであれ棒を持つと、それを振ふり回さずにはいられない。

　男は、そんな哀かなしい習性を持った生きものなのです。

　なぜでしょうか。

　棒を持たなかった男は、進化の過程で、棒を持った男に撲なぐられて死んだからです。

　棒を手にした途と端たん、攻こう撃げき力は二倍に！　知性は半分に!!

　そんな素す敵てきなアイテムである棒を、もっと強化しようとすることで、武器が発達し、テクノロジーが進歩し、文明が生まれたのです。

　振り回して叩たたくための棒への執しゆう着ちやくが、人類の進化を推し進める原動力になった。

　だから世の中から争いがなくならない。

　…………あれ？

　駄だ目めなんじゃないか、この種族は。

　設計に根本的な問題があるような。

　……………………。

　この種族を創つくったのは誰だれだあっ！

　貴様か!!　貴様は首だ！　出ていけ！

（揉もみ合う音）




　……取り乱しました。

　ちょっと上の方のあれと話し合ってきたんで。

　人類の次のバージョンでは直すって言ってました。

　しょうがないから現行バージョンの人類を前提に話を進めますと、武器があると、みんな嬉うれしいわけです（みんな？）。

　いろんな種類の武器があると、もっと嬉しい。どれにしようかしら、これかしら、これもいいわね、あはは、うふふ。てな具合で、ニコニコしちゃいますよね。

　そして、そのいろんな種類の武器を互たがいに振り回したら──これはもう、最高に楽しい。

　この小説は、そんな楽しさに基もとづいて書かれています。

　──実際、本当にそうなんです。

　ゲームのルールブックや攻こう略りやく本ぼん、ファンタジー解説本なんかには、イラスト入りの武器リストが載のってたりするでしょう。ああいうの眺ながめてると、わくわくしませんか？

　われわれのバージョンの人類（の男）には、色々問題もありますけど、武器がずらりと並んでるだけで楽しめるんだから、これはこれでなかなか面おも白しろいですよね。




　謝辞を。イラストのＣＨ＠Ｒさん。前担当編集Ｔさん、現担当編集Ｉさん。デザイン、校こう閲えつの皆みなさん。ほか、本書の出版に関かかわった多数の方々に感謝します。また、魔ま剣けんたちの銘なは、様々な本のタイトルからの引用です。作者の皆様には特別の感謝と敬意を。そしてこの本を手に取ってくれたあなたへ。本当にありがとうございます。

　また三巻でお会いしましょう。棒を振り回すときには、周りに充じゆう分ぶん気をつけて！





宮澤伊織　
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